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最
近
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ア
フ
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マ
テ
ィ
ヴ
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ク
シ
ョ
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ぐ
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憲
法
間
題

ー
ク
ロ
ソ
ン
判
決
を
素
材
に
ー

大

沢

秀

介

最近のアファーマティヴ・アクションをめぐる憲法間題

　
　
ω
　
判
決
意
見

　
　
③
　
ス
カ
リ
ア
結
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意
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③
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ャ
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五
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概
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は
じ
め
に

　
今
日
の
ア
メ
リ
カ
政
治
に
お
け
る
深
刻
な
対
立
点
の
一
つ
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
も
の
に
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
間
題

　
　
（
1
）

が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
（
以
下
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

最
高
裁
と
い
う
）
は
、
一
九
七
八
年
の
バ
ッ
キ
！
分
品
①
暮
9
夢
①
浮
ぎ
邑
釘
。
h
9
犀
。
ぎ
宣
～
望
寄
①
）
事
件
判
決
を
端
緒
と
し
て
、
数
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

く
の
判
決
を
下
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
判
決
を
通
し
て
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
ン
ヨ
シ
に
対
す
る
最
終
的
な
判
断
が
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
の
様
相
は
、
よ
り
複
雑
さ
を
増
し
て
き
て
い
る
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
三
点
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
に
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

い
。
ま
ず
第
一
に
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
の
概
念
そ
れ
自
体
が
広
範
で
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

前
述
し
た
最
高
裁
の
判
例
に
お
い
て
間
題
と
さ
れ
て
い
る
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
は
、
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
差
別
に
対

し
、
そ
れ
を
是
正
す
る
た
め
に
人
種
な
ど
の
本
来
区
別
の
指
標
と
す
べ
き
で
は
な
い
要
素
を
意
識
し
て
行
わ
れ
る
、
公
的
及
び
私
的
な
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

関
に
よ
る
積
極
的
な
差
別
是
正
措
置
を
指
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
は
、
当
初
そ
の
文
言
が
用
い
ら

れ
始
め
た
と
き
に
は
、
人
種
、
皮
膚
の
色
、
出
身
国
、
性
、
宗
教
な
ど
の
事
由
に
基
づ
く
差
別
を
禁
止
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
と
の
関
連

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

で
言
及
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
被
差
別
グ
ル
ー
プ
に
平
等
な
結
果
で
は
な
く
平
等
な
機
会
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
す
な

わ
ち
、
そ
こ
で
の
「
差
別
解
消
手
段
は
、
不
平
等
な
取
扱
い
を
見
出
し
て
こ
れ
を
平
等
な
扱
い
に
改
め
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

イ
ノ
リ
テ
ィ
や
女
性
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
改
め
さ
せ
る
教
育
・
啓
蒙
を
推
進
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
る
」
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
の
概
念
を
め
ぐ
る
と
ら
え
方
の
相
違
は
、
依
然
と
し
て
根
強
く
存
在
し
、
前
述
の

最
高
裁
の
判
例
の
中
に
も
、
そ
の
対
立
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
判
例
の
内
容
を
よ
り
複
雑
な
も
の
と
し
て
い
る
。

　
第
二
に
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
の
法
的
根
拠
の
多
様
性
に
由
来
す
る
影
響
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
的
根
拠
か
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ら
み
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
の
形
態
と
し
て
は
、
一
般
に
ω
大
統
領
の
行
政
命
令
に
基
づ
く
場
合
、
㈹
裁
判
所
の
判
決
の

命
令
に
基
づ
く
場
合
、
⑥
同
意
判
決
に
基
づ
く
場
合
、
㈲
連
邦
や
州
の
法
律
及
び
条
例
に
基
づ
く
場
合
、
㈲
自
発
的
に
行
わ
れ
る
場
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

の
五
つ
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
見
る
と
、
権
利
利
益
に
対
す
る
侵
害
を
救
済
す
る
と
い
う
趣
旨
で

行
わ
れ
る
場
合
と
、
よ
り
広
範
に
社
会
的
差
別
の
存
在
を
前
提
と
し
て
そ
れ
を
是
正
す
る
と
い
う
趣
旨
で
行
わ
れ
る
場
合
と
が
あ
る
こ
と

　
　
　
（
1
1
）

が
わ
か
る
。
そ
の
点
で
問
題
と
な
る
の
は
、
法
的
根
拠
か
ら
す
る
分
類
で
あ
る
ω
、
㈲
、
㈲
の
よ
う
な
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
内
容
的
に
は

救
済
目
的
を
超
え
る
形
で
の
積
極
的
な
是
正
措
置
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
お
い
て
救
済
目
的
で
あ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
救
済
の
意
義
及
び
範
囲
を
め
ぐ
っ
て
の
理
解
の
多
様
性
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
公
民
権
法
と
憲
法
と
の
関
係
が
明
確
で
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
制
定
当
初
、
私
企
業
に
対
し
て
適
用
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

て
い
た
公
民
権
法
第
七
編
が
、
そ
の
後
一
九
七
二
年
の
改
正
で
州
な
ら
び
に
地
方
自
治
体
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
結
果
、
公
務

員
の
雇
用
差
別
に
お
い
て
公
民
権
法
と
憲
法
の
平
等
保
護
条
項
の
両
者
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
．
そ
の
よ
う
な
事
態
は
、
公
民
権

法
の
適
法
性
の
要
件
と
合
憲
性
の
要
件
と
の
関
係
を
問
題
と
し
て
浮
き
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
関
係
は

明
確
で
な
い
．
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
判
例
に
関
す
る
統
一
的
な
理
解
を
困
難
に
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
を
め
ぐ
る
最
近
の
様
相
の
複
雑
化
を
前
提
に
し
た
場
合
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア

ク
シ
ョ
ソ
の
検
討
に
あ
た
っ
て
、
特
定
の
分
野
を
取
り
上
げ
て
、
判
例
の
動
向
を
研
究
す
る
こ
と
も
有
意
義
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ

で
、
本
稿
で
は
、
最
近
最
高
裁
に
よ
る
判
決
が
下
さ
れ
た
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
対
ク
・
ソ
ン
会
社
（
9
蔓
9
寄
。
冒
。
温
～
『
9
｝
9
§
p

（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

9
）
事
件
を
具
体
的
な
素
材
に
最
近
問
題
に
さ
れ
て
い
る
自
発
的
な
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
、
と
く
に
裁
判
所
を
除
く
公
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

機
関
に
ょ
る
自
発
的
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
憲
法
間
題
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
し
て
み
る
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こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
こ
れ
ま
で
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
の
合
憲
性
に
関
し
て
、
最
高
裁
は
多
数
派
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
具
体

的
な
審
査
基
準
に
つ
い
て
も
多
数
意
見
が
示
さ
れ
て
い
な
い
と
指
適
さ
れ
て
き
た
が
、
ク
戸
ソ
ン
事
件
判
決
（
以
下
、
ク
・
ソ
ン
判
決
と
い

う
）
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
具
体
的
な
審
査
基
準
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
厳
格
な
審
査
基
準
を
適
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
最
高
裁
の
多
数

意
見
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
ク
ロ
ソ
ン
判
決
は
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
本
稿
で
ク
・
ソ
ソ
判
決
を
取
り
上
げ
る

一
つ
の
大
き
な
理
由
が
そ
こ
に
あ
る
。
し
か
し
、
ク
ロ
ソ
ン
判
決
を
取
り
上
げ
る
も
う
一
つ
別
の
大
き
な
理
由
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、

ク
ロ
ソ
ソ
判
決
が
リ
ッ
チ
モ
ソ
ド
市
条
例
に
よ
る
自
発
的
な
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
、
民
主
的
な
基
盤
に
よ
っ
て
裏

付
け
ら
れ
た
計
画
に
対
し
て
、
司
法
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
は
た
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
間
題
を
含
ん
で
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
問
題
を
．
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
現
代
ア
メ
リ
カ
社
会
あ
る
い
は
ア

メ
リ
カ
政
治
の
基
本
的
な
価
値
、
原
則
と
絡
ま
せ
て
み
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
も
、
若

干
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

　
（
1
）
　
の
島
一
客
9
戸
o
o
画
詰
亀
b
画
。
。
。
嵐
§
画
3
9
画
o
§
b
器
朴
目
箋
§
．
o
。
』
騒
哩
§
9
き
。
卜
9
画
§
O
塁
聲
6
0
毘
夷
く
●
r
．
切
雲
●
刈
oo
（
一
〇
〇〇
①
）
。

　
（
2
）
　
久
保
田
き
ぬ
子
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
『
差
別
』
判
決
の
動
向
ω
、
⑧
、
⑥
ー
バ
ッ
キ
ー
判
決
を
契
機
に
ー
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
七
四
号
八
三
頁
、

　
　
六
七
七
号
七
〇
頁
、
六
七
九
号
＝
二
頁
（
一
九
七
八
）
。

　
（
3
）
　
一
般
に
は
．
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
を
め
ぐ
る
最
高
裁
の
判
例
と
し
て
は
、
バ
ッ
キ
ー
事
件
を
契
機
に
実
質
的
に
始
ま
る
と
さ
れ

　
　
る
。
閑
o
聲
§
§
“
§
審
§
“
卜
瓢
壕
§
9
帆
竃
』
9
嬉
§
℃
お
く
塗
u
。
炉
寄
‘
卜
。
S
（
一
8
0
）
。
そ
し
て
具
体
的
に
は
、
以
下
の
一
〇
判
決
が
含
ま
れ
る

　
　
と
さ
れ
る
。
即
£
Φ
暮
亀
夢
Φ
q
巳
語
邑
蔓
亀
9
ま
。
琶
宣
ダ
田
醇
ρ
お
Q
。
唱
ω
』
留
（
一
S
o
。
ご
q
三
“
亀
禦
8
冒
。
詩
Φ
誘
‘
要
魯
聲
濠
ω

　
　
G
●
の
」
8
（
一
お
刈
）
“
男
昌
昌
。
＜
Φ
ド
困
暮
目
一
。
ぎ
魔
Q
。
O
●
ω
。
な
o。
（
一
。
o
。
O
）
…
悶
ぎ
凝
騨
①
冨
■
。
。
巴
d
，
巳
目
旨
巽
～
ω
§
黄
＆
刈
q
●
の
●
㎝
2

　
　
（
一
〇
曽
）
…
≦
話
導
一
く
・
富
。
5
g
臣
’
。
暁
国
身
9
」
刈
O
q
。
ω
』
①
刈
（
一
〇
〇。
。
）
“
ピ
。
邑
い
o。
｝
望
①
g
竃
Φ
芭
≦
。
爵
①
審
ぎ
φ
．
一
。
＞
器
p
～
国
国
○
ρ

　
　
鳶
o
。
q
’
の
●
島
一
（
お
o。
O
ご
い
。
。
即
一
〇
ω
」
暮
．
一
●
》
器
昌
。
騰
国
ぎ
ゆ
。
q
算
。
冨
ダ
Q
一
Φ
＜
①
♂
鼠
い
ミ
o
。
d
●
P
㎝
〇
一
（
一
〇
〇。
O
）
｝
q
昌
帥
一
a
の
笹
審
ψ
〈
●
評
冨
－

　
　
島
器
｝
群
o
o
O
d
●
ω
・
一
お
（
一
〇
〇〇
刈
）
嚇
㍉
o
げ
塁
8
く
．
円
蚕
拐
も
o
詳
9
“
一
8
＞
騎
①
琴
ざ
一
〇
刈
ω
。
O
“
一
“
島
（
這
o
o
ご
嚇
9
0
網
o
協
霊
畠
目
呂
山
く
●
臼
．
＞
．
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♀
。
ω
8
0
9
」
。
。
¢
繋
ざ
①
（
お
。
。
。
）
。
砺
恥
。
”
。
ψ
①
蔦
①
罫
b
§
籔
ε
毎
§
§
蕊
％
卜
瓢
導
ミ
誉
ぎ
織
§
§
ミ
ぎ
鱒
蕊
誉
さ
§
§
。
『

　
9
醤
§
§
画
§
巳
国
§
9
§
撃
o
。
刈
目
一
畠
．
い
即
署
。
一
認
P
嵩
3
鐸
鴇
（
お
o
。
O
）
・
ク
ロ
ソ
ソ
事
件
に
至
る
ま
で
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ

　
ョ
ソ
に
関
す
る
判
例
を
、
タ
イ
プ
、
内
容
、
対
象
法
規
範
、
主
な
論
争
点
に
分
け
て
整
理
し
た
も
の
と
し
て
、
横
田
耕
一
「
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・

　
ア
ク
シ
ョ
ン
の
判
例
動
向
」
社
会
科
学
論
集
（
九
州
大
学
）
二
八
集
一
七
五
頁
（
一
九
八
八
）
が
あ
る
．
な
お
、
本
案
判
決
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た

　
も
の
の
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
最
高
裁
の
判
決
と
し
て
、
U
亀
自
目
δ
〈
●
8
罐
鎧
芦
合
①
d
．
ψ
ω
一
N
（
這
謹
）
を
含
め

　
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
西
村
裕
三
「
》
曲
目
暮
守
。
舘
ぎ
ロ
を
め
ぐ
る
合
衆
国
最
高
裁
判
例
の
動
向
」
〔
一
九
八
九
〕
ア
メ
リ

　
カ
法
二
三
七
頁
註
1
参
照
の
こ
と
。

（
4
）
　
横
田
・
前
掲
論
文
一
九
四
頁
。

（
5
）
国
①
嘗
Φ
身
い
㌧
ミ
寒
塗
軋
§
§
9
b
聾
諜
警
』
q
§
§
§
躰
§
肺
ぎ
ト
§
§
ミ
艦
憲
卜
9
嬉
§
b
＆
＆
魯
8
国
夷
‘
炉
寄
＜
」
ω
ミ
鐸
一
（
一
〇
〇。
。
）
・

（
6
）
　
日
本
に
お
け
る
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
の
代
表
的
な
研
究
者
で
あ
る
西
村
教
授
は
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
厳
密

　
な
定
義
を
す
る
こ
と
な
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
一
応
の
定
義
と
し
て
、
「
過
去
に
お
け
る
人
種
差
別
あ
る
い
は
女
性
差
別
の
現

存
す
る
広
範
な
弊
害
を
是
正
す
る
た
め
に
、
人
種
あ
る
い
は
性
別
を
考
慮
し
て
積
極
的
に
被
差
別
グ
ル
ー
プ
を
救
済
す
る
行
為
」
と
い
う
見
解
を
示

　
さ
れ
て
い
る
。
西
村
・
前
掲
論
文
二
四
〇
頁
。

（
7
）
　
西
村
・
前
掲
論
文
二
三
八
－
三
九
頁
参
照
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
の
全
体
像
を
知
る
た
め
の
資
料
と

　
し
て
、
雇
傭
機
会
均
等
委
員
会
（
国
ρ
審
一
国
目
冨
昌
目
Φ
暮
○
箸
自
言
巳
芝
Q
。
目
窟
邑
8
）
の
会
社
経
営
者
向
け
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
紹
介
し
た
も
の
と

　
し
て
、
横
田
耕
一
「
資
料
・
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
の
具
体
的
展
開
ー
国
国
O
Q
、
、
》
睡
吋
目
蝕
ぎ
》
＆
自
導
山
国
ρ
仁
毘
国
目
宮
昌
ヨ
。
誉
．
、

i
』
社
会
科
学
論
集
（
九
州
大
学
）
二
三
集
八
七
頁
（
一
九
八
三
）
が
あ
る
。

（
8
）
　
竹
内
一
夫
「
米
国
に
お
け
る
雇
用
差
別
の
積
極
的
是
正
」
一
橋
論
叢
九
六
巻
四
号
五
二
頁
（
一
九
八
六
）
。

（
9
）
　
横
田
耕
一
「
平
等
原
理
の
具
体
的
展
開
」
5
臼
吋
目
蝕
ぎ
ト
。
菖
9
．
、
の
場
合
1
」
現
代
憲
法
学
研
究
会
編
小
林
直
樹
先
生
還
暦
記
念
『
現

代
国
家
と
憲
法
の
原
理
』
六
四
三
頁
、
六
四
八
頁
（
一
九
八
三
）
）
．

（
10
）
　
こ
れ
ら
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
横
田
・
前
掲
論
文
六
五
二
ー
五
七
頁
、
西
村
、
前
掲
論
文
二
四
〇
ー
四
一
頁
、
武
田
万
里
子
「
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
に
お
け
る
男
女
平
等
と
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」
早
大
法
研
論
集
四
七
号
一
六
三
頁
（
一
九
八
八
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
1
1
）
　
西
村
・
前
掲
論
文
二
四
二
頁
。

（
12
）
　
西
村
・
前
掲
論
文
二
五
二
頁
。

（
13
）
　
武
田
・
前
掲
論
文
一
七
〇
1
七
一
頁
。
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（
1
4
）
　
一
〇
〇
ω
。
O
ρ
刈
O
O
（
一
〇
〇〇
〇
y

（
14
）
菊
暮
訂
韻
一
雪
知
〇
三
凶
一
卜
醤
§
ミ
誉
』
9
帖
§
S
“
ミ
§
q
。
ま
§
§
画
§
§
亀
樋
ミ
恥
刈
導
宰
§
q
§
ミ
蔑
§
＆
q
§
e
ミ
Q
§
尽
3

　
q
O
い
》
ピ
。
閃
国
く
。
群
①
8
轟
8
（
一
〇
〇〇
〇〇
）
’

（
1
5
）
　
阪
本
昌
成
「
優
先
処
遇
と
平
等
原
則
r
審
査
基
準
と
実
体
的
価
値
ー
」
・
1
・
ス
ク
ー
ル
ニ
八
号
二
七
頁
、
二
九
頁
（
一
九
八
一
）
。

（
16
）
　
両
者
を
区
別
す
べ
き
理
由
に
つ
い
て
、
ウ
ッ
ド
サ
イ
ド
（
ω
’
≦
8
段
留
）
と
マ
ル
ク
ス
（
』
冒
巽
図
）
は
、
裁
判
所
に
よ
る
救
済
と
し
て
の
ア
フ

　
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
は
、
憲
法
上
、
公
民
権
法
上
の
制
限
が
大
き
い
こ
と
な
ど
を
あ
げ
る
。
≦
8
量
留
俸
寓
”
舞
堕
ミ
Q
ミ
き
喚
暮
。
§
－

　
息
讐
。
隠
富
§
恥
§
§
§
図
国
国
o
き
織
馬
§
匙
、
さ
肺
8
識
§
、
㌧
§
§
き
9
ミ
刈
。
ミ
§
R
這
』
緊
壕
§
9
“
竃
卜
9
嬉
§
卜
誉
ミ
～
暮
ま
§
o
§
＆
ミ
器
－

　
9
蕊
鴇
8
¢
雷
●
r
ω
①
8
ω
お
1
刈
㎝
（
一
〇
〇〇
〇〇
）
9

（
17
）
　
鶉
8
0
旨
o
一
α
り
寒
憾
書
β
9
0
ω
い
”
“
一
認
O
鐸
婚
（
一
〇
〇〇
〇
）
●
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ニ
　
ク
ロ
ソ
ン
事
件
と
最
高
裁
判
決

　
ー
　
ク
ロ
ソ
ン
事
件
の
概
要

　
ク
官
ソ
ソ
事
件
は
、
一
九
八
三
年
四
月
一
一
日
に
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
議
会
が
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
活
用
プ
ラ
ソ
（
さ
ぎ
二
蔓
切
琶
昌
霧

q
琶
冒
暮
首
国
導
以
下
、
プ
ラ
ン
と
い
う
）
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
市
と
建
設
請
負
契

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

約
を
結
ん
だ
契
約
業
者
に
、
契
約
金
額
の
少
な
く
と
も
三
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
以
上
を
一
社
あ
る
い
は
複
数
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
と
下
請
契

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

約
さ
せ
る
こ
と
を
主
な
ね
ら
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
目
的
を
持
っ
た
条
例
の
多
く
は
、
政
府
と
の
契
約
に
際
し
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
に
対
し
て
一
定
の
割
合
を
確
保
し
て
お

く
、
と
い
う
連
邦
政
府
及
び
連
邦
議
会
の
政
策
や
立
法
に
影
響
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
政
策
や
立
法
の
具
体
例
と
し
て
は
、
一
九
六
八

年
以
来
の
、
中
小
企
業
庁
（
蜜
邑
曽
鋒
①
器
髭
且
暮
♂
声
け
巨
）
に
よ
る
政
府
契
約
の
う
ち
一
定
の
割
合
を
社
会
的
、
経
済
的
弱
者
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
確
保
す
る
と
い
う
規
制
や
、
連
邦
議
会
に
よ
る
一
九
七
七
年
の
公
共
事
業
雇
用
法
（
評
呂
。
≦
8
5
国
ヨ
筈
図
幕
5
“
》
9
）
の
制
定
が
存
在
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し
て
い
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
、
最
高
裁
は
、
一
九
八
○
年
の
フ
リ
ラ
ブ
対
ク
ル
ツ
ニ
ッ
ク
（
閃
昆
ぎ
ぎ
ダ
困
暮
N
三
鼻
）
判
決
の
中
で
、
連
邦

政
府
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
州
及
び
地
方
自
治
体
に
対
し
て
、
そ
の
補
助
金
の
一
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
を
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
に
支
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

る
こ
と
を
求
め
る
公
共
事
業
雇
用
法
の
規
定
を
合
憲
と
す
る
判
決
を
下
し
た
．
こ
の
フ
リ
ラ
ブ
判
決
の
影
響
は
大
ぎ
く
、
そ
の
後
連
邦
の

み
で
な
く
、
州
や
地
方
自
治
体
の
間
に
お
い
て
も
、
盛
ん
に
フ
リ
ラ
ブ
事
件
で
合
憲
と
さ
れ
た
取
り
置
き
（
。
・
9
琶
駐
）
計
画
に
な
ら
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

計
画
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
リ
ッ
チ
モ
ソ
ド
市
の
プ
ラ
ン
も
、
そ
の
よ
う
な
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
の
ブ
ラ
ン
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
市
と
の
契
約
金
額
の
三
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
を
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
に
取
り
置
こ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
い
う
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
は
．
リ
ッ
チ
モ
ソ
ド
地
域
に
限
ら
ず
、
全
米
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
を
対
象
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
プ
ラ
ソ
で
は
、
市
と
の
契
約
を
結
ん
だ
業
者
が
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
下
請
業
者
に
三
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
を
取

り
置
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
十
分
に
証
明
し
え
た
場
合
に
は
，
個
別
的
状
況
に
照
ら
し
て
取
り
置
き
要
件
の
放
棄
を
契
約
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

者
に
認
め
る
と
し
て
い
た
。

　
プ
ラ
ソ
は
．
そ
の
後
公
聴
会
に
か
け
ら
れ
．
そ
こ
で
賛
成
派
と
反
対
派
の
激
し
い
意
見
の
応
酬
が
行
わ
れ
た
。
公
聴
会
に
出
席
し
意
見

を
述
べ
た
七
人
の
う
ち
五
人
を
占
め
た
賛
成
派
は
、
市
の
人
口
の
五
〇
％
が
黒
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
七
八
年
か
ら
一
九
八

三
年
の
五
年
間
に
お
い
て
市
と
の
契
約
の
○
・
六
七
％
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
が
与
え
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
や
、
条
例
に
反
対

し
て
い
る
多
く
の
契
約
業
者
の
団
体
の
中
に
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
は
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
プ
ラ
ン
を
採
用
す
る
よ
う
に

　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

主
張
し
た
。
ま
た
、
市
の
代
理
人
は
、
プ
ラ
ソ
が
、
フ
リ
ラ
ブ
判
決
に
照
ら
し
て
、
合
憲
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
賛
成
派
の
主
張
に
対
し
、
反
対
派
は
、
市
の
人
口
の
中
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
占
め
る
割
合
と
契
約
業
者
に
お
け
る
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
業
者
の
数
と
の
間
の
不
均
衡
は
、
建
設
業
界
に
お
け
る
差
別
を
示
す
証
明
価
値
（
質
。
奉
馨
⑦
＜
巴
琶
を
ほ
と
ん
ど
有
し
て
お
ら
ず
、

ま
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
建
設
業
者
が
合
衆
国
全
体
で
も
四
・
七
％
と
少
な
い
う
え
に
、
そ
の
四
一
％
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
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ク
、
イ
リ
ノ
イ
．
フ
官
リ
ダ
、
ハ
ワ
イ
の
諸
州
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
ソ
は
、
リ
ッ
チ
モ
ソ
ド
市
の
数
少
な
い
マ
イ
ノ
リ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

イ
業
者
に
た
な
ぼ
た
式
に
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
と
主
張
し
て
、
プ
ラ
ン
の
採
用
に
反
対
し
た
。
プ
ラ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
公
聴

会
と
い
う
手
続
き
を
経
て
、
結
局
六
対
二
（
棄
権
一
）
で
採
択
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
ブ
ラ
ン
の
合
憲
性
は
、
た
だ
ち
に
間
題
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
三
年
九
月
六
日
、
リ
ッ
チ
モ

ン
ド
市
は
、
市
の
刑
務
所
の
配
管
機
器
設
備
の
据
え
付
け
工
事
に
つ
い
て
、
入
札
を
行
う
む
ね
の
公
示
を
行
っ
た
が
、
工
事
計
画
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

製
造
元
の
特
定
さ
れ
た
機
器
の
据
え
付
け
工
事
が
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
機
器
の
総
額
は
．
全
体
の
契
約
金
額
の
七
五
％
に
達
し
て
い
た
。
し

た
が
っ
て
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
に
契
約
金
額
の
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
取
り
置
く
と
す
る
市
の
プ
ラ
ソ
の
要
件
を
満
た
す
た
め
に
は
、
当

該
機
器
を
供
給
で
き
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
の
利
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
こ
の
工
事
に
関
心
を
持
っ
た
の
が
、
オ
ハ
イ
オ
州
の
非
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
で
あ
る
」
・
A
・
ク
・
ソ
ン

会
社
（
以
下
、
ク
・
ソ
ソ
社
と
い
う
）
で
あ
っ
た
。
ク
・
ソ
ソ
社
は
、
機
器
を
供
給
し
う
る
可
能
性
を
持
っ
た
五
、
六
社
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業

者
と
電
話
で
接
触
し
た
が
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
に
よ
る
見
積
書
の
提
出
が
な
か
な
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
非
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

か
ら
の
見
積
書
を
得
て
入
札
に
臨
み
、
結
局
唯
一
の
入
札
者
と
し
て
工
事
を
落
札
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
ま
ま
で
は
市
の
プ
ラ
ン
の
要
件
を
満
た
せ
な
い
た
め
、
ク
戸
ソ
ン
社
は
、
市
に
対
し
て
、
三
〇
バ
ー
セ
ン
ト
取
り
置
き

要
件
の
放
棄
を
求
め
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
ク
ワ
ソ
ン
社
は
、
非
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
工
事
へ
の
参
加
の
回
答
を
得

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
た
だ
一
社
見
積
書
を
提
出
し
て
き
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
の
価
格
は
、
非
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
の
価
格
に

比
較
し
高
額
の
も
の
で
あ
り
．
契
約
金
額
の
増
額
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
プ
ラ
ン
の
要
件
を
満
た
せ
な
い
な
ど
の
点
を
あ
げ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
、
市
は
ク
ロ
ソ
ン
社
に
よ
る
放
棄
の
請
求
と
契
約
金
額
の
増
額
の
要
求
の
い
ず
れ
も
認
め
ず
、
工
事
に
つ
い
て
再
入
札
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

う
こ
と
を
ク
ロ
ソ
ソ
社
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
ク
ロ
ソ
ン
社
に
入
札
に
参
加
す
る
よ
う
に
求
め
た
。

　
こ
の
市
の
決
定
に
対
し
て
、
ク
ロ
ソ
ン
社
の
代
理
人
は
、
市
の
拒
否
処
分
の
決
定
に
つ
い
て
不
服
を
申
立
て
た
が
、
市
は
、
再
入
札
を
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（
M
）
　
　
　
　
（
焉
）

行
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
拒
否
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
回
答
し
た
。
そ
こ
で
、
ク
ロ
ソ
ソ
社
は

合
衆
国
法
典
四
二
巻
一
九
八
三
条
（
畠
弓
幹
Q
』
お
o
。
ω
）
に
基
づ
き
、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
条
例
の
文
面
上
違
憲
お
よ
び
適
用
違
憲
を
理
由

と
し
て
、
差
し
止
め
命
令
、
宣
言
的
救
済
、
損
害
賠
償
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
訴
え
に
対
し
、
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
プ
ラ
ソ
を
全
面
的
に
合
憲
と
す
る
判
断
を
下
し
、
ま
た
、
第
四
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
も
地

裁
の
判
断
を
支
持
し
た
。
連
邦
高
裁
は
、
連
邦
地
裁
と
同
様
に
、
第
一
一
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
が
最
高
裁
の
フ
リ
ラ
ブ
判
決
に
関
し
て
示

し
た
、
平
等
保
護
条
項
の
下
で
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
に
対
す
る
政
府
契
約
の
取
り
置
ぎ
に
つ
い
て
の
審
査
基
準
を
適
用
し
、
プ
ラ
ン
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

合
憲
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
ク
ロ
ソ
ン
社
に
よ
る
サ
ー
シ
オ
レ
イ
ラ
イ
を
受
理
し
た
最
高
裁
は
、
連
邦
高
裁
の
判
断
を
破
棄
差
戻
し
た
。
最
高
裁
は
、
連
邦
高
裁
に

対
し
て
、
一
九
八
六
年
に
最
高
裁
自
身
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
ワ
イ
ガ
ン
ト
対
ジ
ャ
ク
ソ
ン
教
育
委
員
会
（
毛
話
導
げ
ダ
鼠
。
5
9
切
3
置
。
協

　
　
　
（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

国
琴
慧
9
）
事
件
判
決
の
観
点
か
ら
、
事
件
を
再
度
考
慮
す
る
こ
と
を
求
め
て
差
戻
し
た
の
で
あ
る
．
こ
こ
で
最
高
裁
に
よ
り
言
及
さ
れ
た

ワ
イ
ガ
ソ
ト
事
件
と
は
、
教
育
委
員
会
と
教
員
組
合
と
の
間
で
結
ば
れ
た
労
働
協
約
の
中
で
、
公
立
学
校
の
教
員
の
レ
イ
オ
フ
に
関
し
て

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
教
員
に
認
め
ら
れ
た
優
先
処
遇
が
、
修
正
一
四
条
の
平
等
保
護
条
項
に
違
反
す
る
と
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。

　
差
戻
審
で
高
裁
は
、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
の
プ
ラ
ン
は
、
ワ
イ
ガ
ン
ト
事
件
で
の
最
高
裁
の
相
対
多
数
意
見
が
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
教
員
を

優
先
的
に
処
遇
す
る
と
い
う
プ
ラ
ン
を
違
憲
と
し
た
主
た
る
二
つ
の
理
由
、
す
な
わ
ち
人
種
に
基
づ
く
優
先
処
遇
が
、
過
去
の
差
別
に
関

す
る
適
切
な
事
実
認
定
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
し
て
優
先
処
遇
の
た
め
に
と
ら
れ
た
具
体
的
な
手
段
が
、
厳
密
に
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

合
さ
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
を
根
拠
と
し
て
違
憲
で
あ
る
と
す
る
判
決
を
下
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
判
決
を
不
服
と
し
、
ク
ロ
ソ
ソ
社
が
上
告
す
る
に
い
た
っ
た
．
最
高
裁
は
そ
れ
に
対
し
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
ア

フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
合
憲
性
に
関
す
る
具
体
的
な
審
査
基
準
と
し
て
、
厳
格
な
審
査
基
準
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
は

じ
め
て
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
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2
　
最
高
裁
判
決

　
ω
　
判
決
意
見

　
ク
ロ
ソ
ソ
判
決
は
、
い
ま
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
の
合
憲
性
に
対
す
る
審
査
基
準
と
し
て
、
最
高
裁
の

内
部
で
厳
格
な
審
査
基
準
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
は
じ
め
て
多
数
派
が
形
成
さ
れ
た
点
で
、
重
要
性
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
最
高
裁
判
決
で
み
ら
れ
た
裁
判
官
内
部
で
の
見
解
の
多
様
性
と
い

う
特
色
は
、
こ
の
判
決
に
も
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
判
決
が
、
部
分
的
に
し
か
法
廷
意
見
を
構
成
し
え
て
お
ら
ず
、
そ
の
他
は
相
対

多
数
意
見
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
点
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
執
筆
に
よ
る
判
決
意
見
は
、
大
き
く
五
つ
の
部
分
に
分

か
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
に
つ
い
て
、
一
貫
し
て
同
調
し
て
い
る
の
は
、
レ
イ
ン
ク
イ
ス
ト
、
ホ
ワ
イ
ト
の
二
人
の
裁
判
官
に
す
ぎ

（
2
0
）

な
い
。
そ
の
意
味
で
．
判
決
の
細
部
に
つ
い
て
は
な
お
混
沌
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判

官
に
よ
る
判
決
意
見
の
内
容
を
具
体
的
に
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
は
、
ま
ず
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
に
よ
る
プ
ラ
ソ
の
制
定
が
市
の
権
能
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
判
断

を
加
え
る
。
こ
の
点
は
、
フ
リ
ラ
ブ
判
決
で
、
パ
ー
ガ
ー
長
官
の
執
筆
す
る
相
対
多
数
意
見
が
、
二
段
階
か
ら
な
る
審
査
方
法
の
第
一
段

階
と
し
て
．
当
該
立
法
の
目
的
が
連
邦
議
会
の
権
能
に
属
す
る
か
を
問
題
に
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
も
の
で
あ
る
．
バ
ー
ガ
ー
長

官
は
、
そ
の
判
決
の
中
で
、
「
連
邦
議
会
の
救
済
上
の
権
限
は
、
連
邦
、
州
を
間
わ
ず
、
他
の
い
か
な
る
政
府
機
関
よ
り
も
、
よ
り
包
括

的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
連
邦
議
会
が
明
示
的
に
憲
法
に
よ
っ
て
、
平
等
保
護
条
項
を
執
行
す
る
権
威
と
能
力
を
与
え
ら
れ
て
い
る
か

　
　
（
2
1
）

ら
で
あ
る
」
と
述
べ
、
広
範
な
権
限
を
連
邦
議
会
に
認
め
る
敬
譲
的
な
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。

　
ク
ロ
ソ
ン
事
件
で
の
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
手
に
な
る
判
決
意
見
も
、
フ
リ
ラ
ブ
判
決
が
厳
格
な
審
査
基
準
を
採
用
し
て
い
な
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
逡

を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
パ
ー
ガ
ー
前
長
官
の
連
邦
議
会
の
権
限
に
対
す
る
敬
譲
的
な
見
解
を
肯
定
す
る
。
し
か
し
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判

官
は
市
と
連
邦
議
会
と
を
異
な
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
す
る
．
す
な
わ
ち
、
市
億
連
邦
議
会
と
異
な
り
、
地
元
の
建
設
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業
界
に
お
け
る
過
去
の
差
別
が
現
在
ど
の
よ
う
な
効
果
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
非
常
に

広
範
な
立
法
権
限
を
有
し
て
い
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
．
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、
連
邦
議
会
の
憲
法
上
の
権
限
と
、
州
や
地
方

自
治
体
の
権
限
と
の
間
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
大
ぎ
な
相
違
が
存
在
す
る
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
す
な
わ
ち
．
連
邦
議
会
は
、
修
正
一
四
条
五
項
に
よ
り
修
正
一
四
条
の
諸
規
定
を
執
行
す
る
権
限
を
憲
法
上
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
よ
り
、
特
定
の
差
別
が
存
在
す
る
と
い
う
認
定
を
す
る
こ
と
な
し
に
、
社
会
的
に
差
別
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

の
差
別
の
効
果
を
除
去
す
る
た
め
の
人
種
を
意
識
し
た
救
済
（
蚕
＄
8
霧
魯
毒
お
馨
薯
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
オ
コ
ー
ナ

ー
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、
連
邦
議
会
は
修
正
一
四
条
五
項
の
執
行
権
限
の
下
で
、
平
等
の
原
理
を
脅
か
し
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
、
そ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
状
況
に
対
応
す
る
予
防
的
規
則
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
州
や
地
方
自
治
体
に
つ
い
て
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
は
、
同
様
の
権
限
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
．
む
し
ろ
修
正
一
四
条

一
項
は
、
州
の
権
限
に
対
す
る
明
示
的
な
制
約
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
単
に
恩
恵
的
（
ぎ
巳
讐
）
目
的
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

州
や
地
方
自
治
体
が
、
人
種
に
基
づ
く
分
類
に
基
礎
を
お
い
た
立
法
を
な
す
こ
と
を
認
め
る
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
州
の
立
法
作
用
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

し
て
、
明
白
な
制
限
を
お
く
こ
と
を
望
ん
だ
修
正
一
四
条
に
つ
い
て
の
憲
法
起
草
者
の
意
思
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
見
解
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
従
来
フ
ェ
デ
ラ
リ
ズ
ム
に
好
意

的
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
を
は
じ
め
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
保
守
派
の
裁
判
官
の
こ
れ
ま
で
の
見
解
と
一
致
す
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

ま
ず
疑
問
と
さ
れ
よ
う
。

　
こ
の
疑
問
に
対
し
て
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
は
、
州
及
び
州
か
ら
権
限
を
委
任
さ
れ
た
地
方
自
治
体
も
、
修
正
一
四
条
一
項
の
制
約
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

範
囲
内
で
、
自
己
の
立
法
権
に
基
づ
ぎ
、
私
人
に
よ
る
差
別
を
根
絶
す
る
権
威
を
有
す
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
ワ
イ
ガ
ン
ト
事
件
の
相
対

多
数
意
見
が
、
平
等
保
護
条
項
は
当
該
政
府
機
関
自
身
に
よ
る
過
去
の
差
別
を
あ
る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
と
し
た
の
は
、

教
育
委
員
会
が
人
種
に
基
礎
を
お
く
レ
イ
オ
フ
制
度
を
採
用
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
か
い
な
か
を
間
題
と
し
た
文
脈
の
上
の
も
の
で
あ
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り
、
人
種
を
意
識
し
た
救
済
は
、
市
自
身
に
よ
る
過
去
の
差
別
の
効
果
を
根
絶
す
る
こ
と
だ
け
に
は
限
定
さ
れ
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
実
際
、
ク
・
ソ
ン
事
件
の
場
合
に
も
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
は
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
下
で
、
リ
ッ
チ
モ
ソ
ド
市
が
州
法
の
下
で
調
達

政
策
に
関
す
る
立
法
権
限
を
有
し
て
お
り
、
市
が
争
わ
れ
て
い
る
差
別
を
修
正
一
四
条
に
よ
り
禁
じ
ら
れ
て
い
る
差
別
で
あ
る
と
確
認
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
の
支
出
権
限
の
行
使
を
通
し
て
、
私
人
に
よ
る
差
別
を
救
済
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
．
こ
の
よ
う
な

オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
考
え
方
を
理
解
す
る
上
で
の
重
要
な
要
素
と
し
て
、
ワ
イ
ガ
ソ
ト
判
決
に
お
け
る
同
裁
判
官
の
一
部
同
意
、
結
果

同
意
意
見
の
中
で
示
さ
れ
た
認
識
を
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
意
見
の
中
で
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
は
、
社
会
的
差
別
、
す

な
わ
ち
そ
の
機
関
自
身
の
行
為
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
い
差
別
を
救
済
す
る
と
い
う
政
府
の
利
益
は
、
厳
格
な
審
査
基
準
の
下
で
の
十

分
な
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
で
は
な
い
が
、
し
か
し
他
方
公
共
使
用
者
（
2
呂
。
昏
筈
岩
り
）
に
対
し
て
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ

ョ
ン
を
実
施
す
る
際
に
過
去
に
お
い
て
自
ら
が
違
法
な
差
別
に
従
事
し
て
い
た
と
い
う
事
実
認
定
を
求
め
る
こ
と
は
、
公
共
使
用
者
が
自

発
的
に
公
民
権
に
関
す
る
責
任
を
果
た
そ
う
と
す
る
動
機
を
著
し
く
損
な
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

を
ア
ソ
ヴ
ィ
バ
レ
ン
ト
な
性
格
を
強
く
有
す
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
判
断
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
い
ま
述
べ
た
よ
う
な
修
正
一
四
条
に
対
す
る
理
解
を
示
し
た
上
で
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
は
、
つ
ぎ
に
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

ヨ
ソ
と
平
等
保
護
条
項
の
下
で
審
査
基
準
と
の
関
係
に
言
及
し
、
厳
格
な
審
査
の
基
準
を
用
い
る
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
厳
格
な

審
査
基
準
を
と
る
理
由
と
し
て
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
は
、
ま
ず
第
一
に
、
修
正
一
四
条
一
項
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
権
利
は
、
個
人

に
保
障
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
点
を
あ
げ
る
。
市
民
が
ど
の
よ
う
な
人
種
に
属
す
る
と
し
て
も
、
平
等
な
尊
厳
と
敬
意
を
持
っ
て
取
り
扱
わ

れ
る
こ
と
は
個
人
の
権
利
で
あ
り
、
ク
ロ
ソ
ン
事
件
の
よ
う
に
人
種
を
公
的
意
思
決
定
の
唯
一
の
基
準
と
す
る
厳
格
な
ル
ー
ル
が
と
ら
れ

る
場
合
に
は
、
そ
の
権
利
と
の
関
係
が
厳
格
な
形
で
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
オ
コ
ー
ナ
i
裁
判
官

は
、
人
種
に
基
づ
く
分
類
が
、
ス
テ
ィ
グ
マ
に
よ
る
被
害
と
い
う
危
険
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
分
類
は
厳
密
な
形
で
救
済
の
状

況
に
限
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
は
、
ワ
イ
ガ
ン
ト
判
決
の
相
対
多
数
意
見
の
見
解
で
あ
る
、
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平
等
保
護
条
項
の
下
で
の
司
法
審
査
の
基
準
は
、
そ
の
分
類
に
よ
っ
て
負
担
を
課
さ
れ
た
り
利
益
を
享
受
し
た
り
す
る
人
々
の
人
種
に
依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

存
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
カ
ラ
ー
・
ブ
ラ
イ
ン
ド
的
立
場
を
再
確
認
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
立
場
は
、
こ
れ
ま
で
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
の
合
憲
性
に
関
し
て
、
最
高
裁
の
裁
判

官
の
内
部
で
有
力
な
考
え
方
と
し
て
存
在
し
て
き
た
ブ
レ
ナ
ン
裁
判
官
や
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
ら
の
考
え
方
を
明
確
に
拒
否
す
る
姿
勢
を

示
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
事
実
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
は
、
よ
り
厳
格
で
な
い
審
査
を
恩
恵
的
な
人
種
的
分
類
に
適
用
す
べ
き
で
あ
る

と
す
る
立
場
に
関
し
て
、
そ
の
根
拠
を
提
供
す
る
と
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
ぎ
た
理
由
を
あ
げ
た
上
で
、
そ
れ
ら
を
拒
否
す
る
姿
勢
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
合
憲
性
に
対
す
る
よ
り
厳
格
で
な
い
司
法
審
査
基
準

を
提
唱
す
る
諸
理
論
、
た
と
え
ば
「
分
離
し
孤
立
し
た
少
数
派
の
保
護
」
の
必
要
性
と
の
関
連
で
、
審
査
基
準
を
よ
り
緩
や
か
に
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
や
、
社
会
や
特
定
の
部
分
社
会
に
お
け
る
差
別
の
歴
史
と
い
う
負
債
を
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
優
先
的
に
処
遇
し
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
支
払
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
を
否
定
す
る
と
と
も
に
、
ワ
イ
ガ
ソ
ト
事
件
で
下
級
審
が
示
し
た
役
割
モ
デ
ル

論
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
三
つ
の
考
え
方
に
対
す
る
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
批
判
の
中
で
と
く
に
注
目
に
価
す
る
の
は
、
最
後
に
あ
げ
た
役
割
モ
デ
ル

論
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
役
割
モ
デ
ル
論
は
．
社
会
に
お
け
る
過
去
の
差
別
の
効
果
を
緩
和
す
る
た
め
に
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
生
徒

に
よ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
教
師
と
い
う
役
割
モ
デ
ル
の
学
習
が
不
可
欠
で
あ
る
と
す
る
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
正
当
化
の

た
め
の
理
論
で
あ
る
が
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
は
、
こ
の
役
割
モ
デ
ル
論
に
含
ま
れ
る
欠
点
が
、
ク
・
ソ
ソ
事
件
で
争
わ
れ
て
い
る
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
計
画
に
も
存
在
す
る
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

　
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
に
よ
れ
ぽ
、
リ
ッ
チ
モ
ソ
ド
市
の
プ
ラ
ン
は
、
市
が
主
張
す
る
よ
う
な
建
設
業
界
全
体
に
お
け
る
過
去
の
差
別
の

存
在
と
い
う
一
般
化
さ
れ
た
言
明
だ
け
で
あ
り
、
立
法
機
関
に
よ
る
救
済
の
対
象
と
な
る
権
利
侵
害
の
正
確
な
範
囲
を
決
定
す
る
指
針
を

提
供
し
え
て
な
い
と
い
う
間
題
点
を
有
す
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
過
去
の
社
会
的
差
別
が
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
、
現
在
は
多
く
の
マ
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イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
が
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
な
る
憶
測
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
ク
・
ソ
ソ
事
件
で
問
題
と
な
っ
た
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
3
5
）

○
パ
ー
セ
ン
ト
割
当
（
β
。
ε
制
も
、
個
人
に
対
す
る
権
利
侵
害
と
い
う
事
実
と
結
び
付
い
て
い
な
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
い
ま
述
べ
た
よ
う
な
観
点
か
ら
、
つ
ぎ
に
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
は
、
連
邦
地
裁
が
三
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
割
当
制
を
支
持
す
る
根
拠
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

あ
げ
た
五
つ
の
「
事
実
」
に
つ
い
て
、
市
の
建
設
業
界
に
お
け
る
確
認
さ
れ
た
差
別
を
証
明
す
る
上
で
十
分
な
も
の
で
あ
る
か
い
な
カ
と

い
う
観
点
か
ら
、
個
別
に
検
討
を
加
え
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
と
く
に
、
市
の
人
口
に
占
め
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
割
合
と
、
市
と

契
約
を
結
ん
だ
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
の
契
約
金
額
に
占
め
る
割
合
が
、
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
と
○
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
と
い

う
点
に
つ
い
て
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
は
、
特
別
の
資
格
が
そ
の
特
定
の
職
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
一

般
の
人
口
と
比
較
す
る
こ
と
は
、
証
明
的
価
値
を
ほ
と
ん
ど
有
し
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、

そ
の
場
合
の
有
意
味
な
比
較
は
、
特
定
の
職
業
を
行
う
資
格
を
有
す
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
数
と
、
そ
の
職
業
に
お
け
る
差
別
的
排
除
の
慣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

行
の
結
果
生
じ
た
と
み
ら
れ
る
数
値
と
の
間
で
な
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
し
、
ク
ロ
ソ
ソ
事
件
の
場
合
に
は
、
そ
の
適
切
な
比
較
が

行
わ
れ
て
い
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
．
し
た
が
っ
て
、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
に
お
け
る
建
設
業
界
の
特
定
の
者
に
よ
る
憲
法
違
反
あ
る
い
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

法
律
違
反
の
行
為
の
存
在
に
関
し
て
一
応
の
立
証
が
な
さ
れ
て
い
る
事
件
（
三
暴
蜜
箒
。
器
。
）
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、
市
は
や
む
に
や
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

れ
ぬ
利
益
を
示
し
え
て
い
な
い
、
と
オ
コ
！
ナ
ー
裁
判
官
は
判
断
す
る
の
で
あ
る
。

　
厳
格
な
審
査
基
準
の
下
で
は
本
来
な
ら
ば
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
が
示
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
政
府
利
益
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段

の
問
題
に
立
ち
入
る
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
二
つ
の
点
に

触
れ
て
い
る
。

　
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
第
一
に
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
に
よ
る
市
と
の
契
約
の
増
大
が
、
市
の
政
策
目
的
で
あ
る
な
ら

ば
、
市
は
人
種
を
意
識
し
た
救
済
を
検
討
す
る
前
に
、
融
資
等
の
人
種
中
立
的
な
手
段
の
使
用
可
能
性
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。
そ
し
て
第
二
に
、
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
割
当
制
が
む
き
出
し
の
人
種
的
均
衡
の
達
成
と
い
う
目
的
を
除
け
ば
、
目
的
に
厳
密
に
適
合
さ
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せ
ら
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
三
〇
％
取
り
置
き
制
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
特
殊
な
職
業
を
そ
の
地
域
に
お
け
る
彼
ら
の
人
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

に
合
わ
せ
て
選
択
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
、
ま
っ
た
く
非
現
実
的
な
仮
定
に
依
拠
し
て
い
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
や
や
詳
細
に
、
ク
ロ
ソ
ソ
事
件
の
判
決
意
見
に
検
討
を
加
え
て
き
た
．
ク
・
ソ
ソ
判
決
は
、
一
般
的
に
は
す
で
に
繰
り
返
し
述
べ

た
よ
う
に
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
合
憲
性
の
審
査
基
準
と
し
て
、
厳
格
な
審
査
基
準
を
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

は
じ
め
て
最
高
裁
内
部
で
多
数
派
の
形
成
を
み
た
と
い
う
点
で
、
注
目
に
値
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ

う
に
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
意
見
の
中
で
考
え
ら
れ
て
い
る
厳
格
な
審
査
基
準
は
、
従
来
理
解
さ
れ
て
き
た
意
味
で
の
厳
格
な
審
査
基

準
と
同
様
な
程
度
の
厳
格
さ
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
．
明
瞭
な
形
で
、
こ
れ
ま
で
の
意
味
で
の
厳
格
な
審
査
基
準
の
適

用
を
求
め
る
の
が
、
つ
ぎ
に
述
べ
る
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
の
結
果
同
意
意
見
で
あ
る
。

　
㈲
　
ス
カ
リ
ア
結
果
同
意
意
見

　
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
は
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
意
見
の
多
く
に
賛
意
を
示
し
な
が
ら
も
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
が
、
州
あ
る
い
は
地
方

自
治
体
が
あ
る
種
の
状
況
下
に
お
い
て
は
、
過
去
の
差
別
の
効
果
を
改
善
す
る
た
め
に
、
人
種
を
意
識
し
た
救
済
の
可
能
性
を
認
め
て
い

る
点
に
つ
い
て
、
批
判
を
加
え
る
。
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、
人
種
を
意
識
し
た
救
済
が
修
正
一
四
条
の
下
で
許
容
さ
れ
る
場
合
は
、

つ
ぎ
の
二
つ
の
場
合
に
限
定
さ
れ
る
．
第
一
の
場
合
は
、
刑
務
所
内
で
の
人
種
的
暴
動
な
ど
の
「
生
死
に
関
わ
る
ほ
ど
の
差
し
迫
っ
た
危

　
　
　
（
41
）

険
の
段
階
」
に
相
当
す
る
よ
う
な
高
度
の
社
会
的
緊
急
事
態
が
生
じ
た
場
合
で
あ
り
、
第
二
の
場
合
は
、
州
自
ら
が
違
法
な
人
種
に
よ
る

分
類
の
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
て
き
た
が
、
後
に
そ
れ
を
除
去
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
で
あ
る
．
こ
の
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
の
見
解

に
よ
れ
ば
、
州
が
過
去
の
差
別
の
効
果
を
取
り
消
す
た
め
に
取
り
う
る
手
段
は
、
州
自
身
に
よ
る
違
法
行
為
の
場
合
を
除
け
ば
、
人
種
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

立
的
な
方
法
に
基
本
的
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
は
、
他
方
に
お
い
て
、
連
邦
政
府
に
よ
る
人
種
に
基

づ
く
分
類
の
使
用
を
認
め
る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
両
者
の
区
別
に
関
す
る
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
の
見
解
で
あ
る
。

　
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
連
邦
政
府
と
州
政
府
と
の
人
種
に
基
づ
く
活
動
と
を
区
別
す
べ
き
理
由
と
し
て
、
第
一
に
、
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南
北
戦
争
後
の
憲
法
修
正
の
内
容
を
あ
げ
る
が
、
見
落
と
し
て
な
ら
な
い
の
は
、
社
会
の
現
実
と
統
治
理
論
（
の
。
岳
＝
邑
…
Φ
霊
邑
㎎
。
ぎ
亭

馨
暮
夢
8
薫
）
の
重
要
性
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ス
カ
リ
ァ
裁
判
官
は
、
ま
ず
あ
ら
ゆ
る
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
人
種

的
差
別
は
、
連
邦
の
段
階
よ
り
も
州
や
地
方
自
治
体
の
段
階
に
お
い
て
か
つ
て
と
同
様
に
現
在
で
も
多
く
み
ら
れ
る
の
が
現
実
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
マ
デ
ィ
ソ
ソ
の
言
葉
を
引
用
し
な
が
ら
、
政
治
的
派
閥
に
よ
る
抑
圧
の
危
険
性
は
、
大
き
な
政
治
的

社
会
よ
り
も
小
さ
な
政
治
的
社
会
に
お
い
て
増
大
す
る
と
い
う
の
が
、
伝
統
的
な
政
治
的
考
え
方
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
リ
ッ
チ
モ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

ド
市
の
プ
ラ
ソ
も
そ
の
一
つ
の
例
で
あ
る
と
す
る
判
断
を
示
す
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
オ
コ
ー
ナ
ー
及
び
ス
カ
リ
ア
各
裁
判
官
の
見
解
は
、
少
な
く
と
も
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ

ョ
ソ
の
う
ち
、
州
及
び
州
か
ら
権
限
を
委
任
さ
れ
た
地
方
自
治
体
に
よ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
厳
格
な
審
査
基
準
を
適
用
す
る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
に
反
対
す
る
、
ブ
レ
ナ
ン
、
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
ら
の
見
解
も
、
つ
ぎ

に
み
る
よ
う
に
依
然
と
し
て
根
強
く
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
⑥
　
マ
ー
シ
ャ
ル
反
対
意
見

　
ブ
レ
ナ
ソ
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
各
裁
判
官
の
同
調
す
る
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
の
反
対
意
見
は
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姐
）

す
る
司
法
審
査
基
準
と
し
て
、
バ
ッ
キ
ー
判
決
以
来
こ
れ
ら
の
裁
判
官
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
き
た
、
重
要
な
政
府
目
的
と
そ
の
目
的
達

成
と
実
質
的
に
関
連
す
る
手
段
の
有
無
を
間
う
と
い
う
中
間
的
審
査
基
準
を
と
る
こ
と
を
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
。

　
そ
の
上
で
、
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
は
、
ま
ず
第
一
に
政
府
目
的
に
関
し
て
、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
が
過
去
の
差
別
の
効
果
を
消
去
す
る
と

い
う
利
益
と
市
に
よ
る
財
政
支
出
が
過
去
の
差
別
に
基
づ
く
人
種
的
排
除
の
効
果
を
強
化
あ
る
い
は
永
続
化
さ
せ
る
こ
と
を
防
ぐ
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

将
来
的
な
利
益
と
い
う
二
つ
の
強
力
な
政
府
利
益
を
有
し
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
．

　
つ
ぎ
に
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
は
、
い
ま
述
べ
た
二
つ
の
政
府
利
益
を
支
持
す
る
に
足
る
過
去
の
人
種
差
別
に
関
す
る
十
分
な
証
拠
の
立

証
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
と
異
な
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
立
場
を
と
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
問
題
に
対
す
る
基
本
的
な
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立
場
と
し
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
は
、
差
別
が
無
数
の
形
態
を
と
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
の
反
映
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
テ
ス
ト
は
、

政
府
に
対
し
て
統
計
的
な
も
の
を
含
め
て
特
定
の
種
類
の
証
拠
を
提
出
す
る
よ
う
に
求
め
る
厳
格
な
性
格
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
す
る

の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
そ
こ
で
考
え
ら
れ
て
き
た
テ
ス
ト
は
、
一
般
的
、
実
際
的
な
形
で
そ
の
要
件
が
求
め
ら
れ
て
い
た
に
過
ぎ
ず
、
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妬
）

体
的
に
は
よ
り
緩
や
か
な
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
は
、
市
が
プ
ラ
ソ
の
目
的
の
正
当
性
、
必
要
性
の
根
拠
と
し
て
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者

の
市
と
の
契
約
金
額
に
占
め
る
割
合
○
・
六
七
％
と
市
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
人
口
の
割
合
約
五
〇
％
と
の
比
率
の
不
均
衡
を
あ
げ
た

こ
と
に
対
す
る
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
批
判
に
対
し
て
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
点
で
反
論
を
加
え
る
。
ま
ず
第
一
に
、
こ
の
比
率
は
、
極
端
な

も
の
で
あ
っ
て
、
は
な
は
だ
し
い
統
計
上
の
不
均
衡
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
．
第
二
に
、
裁
判
で
の
争
点
が
現
在
の
差

別
で
は
な
く
て
、
過
去
の
差
別
に
よ
る
効
果
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
強
固
な
結
束
を
特
徴
と
す
る
業
界
か
ら
持
続
的
に

排
除
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
．
こ
の
よ
う
な
対
比
が
排
除
の
程
度
を
測
る
上
で
適
切
な
助
け
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘

（
47
）

す
る
。

　
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
の
プ
ラ
ソ
が
目
的
と
手
段
の
実
質
的
関
連
性
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
と
い
う
第
三
の
点
に
つ
い
て
も
、
マ
ー
シ

ャ
ル
裁
判
官
は
そ
れ
を
強
く
肯
定
す
る
。
と
く
に
、
こ
の
点
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
反
対
意
見
が
市
の
条
例
と
フ
リ
ラ
ブ
判

決
で
合
憲
と
さ
れ
た
連
邦
法
の
取
り
置
き
条
項
と
の
類
似
性
を
強
調
し
、
条
例
の
効
力
の
期
間
、
放
棄
条
項
の
存
在
、
罪
な
き
第
三
者
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
48
）

の
イ
ソ
バ
ク
ト
の
少
な
さ
な
ど
を
そ
の
共
通
点
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
は
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁

判
官
が
市
は
人
種
中
立
的
な
手
段
を
考
慮
し
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
反
論
を
加
え
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
は
市
が
一
九
七
五
年

以
来
公
共
契
約
の
付
与
及
び
公
共
建
設
請
負
契
約
業
者
に
よ
る
差
別
を
禁
じ
て
き
た
が
、
そ
れ
が
成
功
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
看

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

過
し
て
い
る
と
批
判
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
の
反
対
意
見
は
、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
の
プ
ラ
ン
が
、
中
間
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的
な
審
査
基
準
の
下
で
、
政
府
目
的
お
よ
び
目
的
達
成
と
の
実
質
的
関
連
性
の
二
つ
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す
も
の
と
し
て
合
憲
と
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
は
、
多
数
意
見
が
、
「
人
種
を
意
識
し
た
救
済
の
平
等
保
護
条
項
の
下
で
の
審
査
基
準
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

厳
格
な
審
査
基
準
を
採
用
し
た
」
こ
と
を
重
視
し
、
本
件
を
含
め
た
上
で
の
、
よ
り
一
般
的
な
言
明
を
な
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
は
、
人
種
差
別
的
な
州
の
活
動
と
、
過
去
の
人
種
差
別
主
義
の
効
果
を
救
済
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
も
の
及
び
中
立
的
な
政
府
活
動
で
あ
っ
て
も
そ
れ
が
人
種
差
別
主
義
を
浸
透
さ
せ
る
よ
う
な
場
合
に
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
の
州
の
活
動
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
51
）

の
間
に
は
、
重
大
な
相
違
が
存
在
す
る
と
し
、
両
者
の
審
査
基
準
は
異
な
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
オ
コ
ー
ナ

ー
裁
判
官
が
、
州
あ
る
い
は
地
方
自
治
体
に
よ
る
人
種
を
意
識
し
た
救
済
を
憲
法
違
反
あ
る
い
は
法
律
違
反
の
一
応
立
証
さ
れ
て
い
る
事

例
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
を
、
極
度
に
制
限
的
な
理
解
で
あ
る
と
し
て
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
理
解
は
、
修
正
一
四
条
一

項
あ
る
い
は
五
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
、
過
去
の
人
種
差
別
を
救
済
す
る
州
あ
る
い
は
地
方
自
治
体
の
権
能
を
実
質
的
に
剥
奪
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
重
大
な
誤
解
に
基
づ
く
見
解
に
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、

修
正
一
四
条
五
項
に
関
す
る
先
例
は
、
五
項
が
人
種
を
意
識
し
た
救
済
を
試
み
る
州
の
警
察
権
限
を
先
取
り
し
た
り
あ
る
い
は
制
限
し
た

り
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
は
お
ら
ず
、
一
項
に
つ
い
て
も
、
平
等
保
護
条
項
が
州
に
対
し
て
、
人
種
を
意
識
し
た
救

済
を
制
定
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
も
の
で
あ
る
と
も
は
や
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
マ
ー
シ
ャ
ル
反
対
意
見
の
根
底
に
は
、
す
べ
て
の
個
人
は
平
等
の
価
値
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
基
本
的

な
平
等
を
否
定
す
る
よ
う
な
特
定
の
人
種
が
こ
れ
ま
で
他
の
人
種
に
従
属
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
き
た
も
の
に
起
因
す
る

現
在
の
効
果
を
払
拭
す
る
政
策
や
立
法
は
、
そ
れ
を
支
え
る
十
分
な
事
実
の
存
在
と
適
切
に
手
段
の
形
成
が
確
保
さ
れ
る
な
ら
ば
許
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
平
等
保
護
に
関
す
る
広
範
な
理
解
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
判
決
意
見
、
ス
カ
リ
ア
結
果
同
意
意
見
、
マ
ー
シ
ャ
ル
反
対
意
見
の
内
容
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

本
判
決
に
は
、
両
者
の
立
場
に
属
し
な
い
独
自
の
見
解
を
示
す
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
裁
判
官
の
一
部
同
意
、
結
果
同
意
意
見
が
存
在
す
る
。
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ス
テ
ィ
ー
ブ
ソ
ス
裁
判
官
の
意
見
は
、
判
決
意
見
が
人
種
に
よ
る
分
類
に
依
拠
す
る
政
府
の
決
定
は
過
去
の
侵
害
に
対
す
る
救
済
を
除
い

て
は
決
し
て
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
に
は
賛
成
で
き
な
い
と
し
つ
つ
、
市
の
条
例
が
過
去
の
差
別
に
対
す
る
救
済
と
し
て
正
当

化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
最
高
裁
の
説
明
に
は
賛
成
す
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
．
こ
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ソ
ス
裁
判
官
の
意
見
は
、

結
論
に
お
い
て
は
、
判
決
意
見
に
同
調
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
考
え
ら
れ
て
い
る
審
査
の
基
準
の
程
度
は
、
ク
レ
バ
ー
ソ
対
ク
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

バ
ー
ン
・
リ
ビ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
O
一
①
言
導
。
ダ
9
書
弩
β
＝
三
甚
9
暮
貫
目
ε
事
件
判
決
で
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
裁
判
官
が
示
し
た
や
や
強

度
の
合
理
性
の
基
準
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

最近のアファーマティヴ・アクションをめぐる憲法問題

（
1
）
　
こ
こ
で
い
う
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
と
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
の
成
員
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
五
一
パ
ー
セ
ソ
ト
が
所
有
さ
れ
、
か

　
つ
支
配
さ
れ
て
い
る
企
業
で
あ
り
、
ま
た
そ
こ
で
い
う
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
の
成
員
と
は
、
「
黒
人
、
ス
ペ
イ
ソ
語
系
人
（
9
導
『
マ
呂
8
匹
鑛
）
、

東
洋
人
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ソ
、
エ
ス
キ
モ
ー
、
ア
レ
ウ
ト
族
で
あ
る
合
衆
国
の
市
民
」
を
さ
す
と
さ
れ
る
。
霊
畠
ヨ
o
邑
悔
＜
ε
9
ぐ
Q
鼠
①
』
一
㌣
器

　
（
お
o。
㎝
）
。

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

　
な
放
棄
は
、

試
み
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

　する

能
力
の
あ
る
、

　ら

な
㌧
」

（
8
）

（
9
）

田
9
目
o
注
一
く
欝
9
蔓
Q
a
ρ
ゆ
一
㌣
一
㎝
O
（
魯
）
（
一
〇
〇。
㎝
）
。

康
o
o
q
・
P
魔
oo
（
一
〇
〇〇
〇
）
。

合
q
。
ω
。
ρ
吻
爲
O
㎝
（
暁
）
（
⑲
）
●

Z
国
毛
閃
宅
話
＝
P
蜜
即
嘱
μ
一
〇
〇
〇
ρ
暮
一
ρ

U
塁
。
。
一
鵠
蔑
ミ
。
黛
8
吋
き
国
ピ
㍉
。
翫
ρ
朕
斜
（
一
〇
〇。
刈
）
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
条
例
は
具
体
的
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
「
前
述
の
要
件
〔
三
〇
％
取
り
置
ぎ
〕
の
部
分
的
あ
る
い
は
全
面
的

　
　
　
例
外
的
な
場
合
以
外
に
は
市
に
よ
り
認
め
ら
れ
な
い
．
放
棄
を
正
当
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
可
能
と
思
わ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
応
諾
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
三
〇
％
を
M
B
E
へ
と
い
う
目
標
を
満
た
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
契
約
に
参
加

　
　
　
　
　
　
関
連
の
、
資
格
を
有
す
る
M
B
E
を
利
用
し
え
な
い
あ
る
い
は
M
B
E
が
参
加
に
自
発
的
で
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な

、
。
國
一
魯
窮
o
邑
一
く
帥
こ
9
蔓
O
＆
ρ
㈲
旨
－
一
竃
（
∪
）
●

一
8
ω
●
O
“
ぎ
ρ
刈
溝
（
お
o
o
O
y

笥
§
蕊
b
§
N
。
導
§
い
。
。
堕
q
§
。
・
§
§
む
蓉
胸
b
§
％
鐙
§
胸
等
。
§
§
§
§
g
』
勘
慧
い
§
卜
§
§
蓄
い
§
執
Q
§
馨
§
蕊
9
ま
馨
。
警
喚
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1
9
＆
。
、
訪
帖
匙
§
。
＆
§
S
卜
q
嘩
。
。
。
§
q
ε
N
塗
㊤
q
貸
こ
q
（
這
。
。
鴇
）
一
一
ト
。
国
夷
～
』
則
印
勺
d
甲
勺
o
r
ゲ
一
〇
8
㌧
一
〇
刈
O
（
一
〇
〇。
O
）
●

ハ　　パ　　ハ　　パ　　パ
14　13　12　11　10
）　　）　　）　　）　　）

　
を
拒
否
さ
れ
た
業
者
は
、

　ゆ一㌣一8

（
や
）
●

（
拐
）
　
一
〇
〇
ω
・
O
“
ざ
ρ
譲
“
山
㎝
（
一
〇
〇〇
〇
）
●

（
掲
）
　
こ
の
事
件
で
、
連
邦
高
裁
が
用
い
た
基
準
は
、
具
体
的
に
は
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
コ
ソ
ト
ラ
ク
タ
ー
ズ
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
南
フ
ロ
リ
ダ
支
部
対
フ

　
ロ
リ
ダ
州
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
デ
ー
ド
郡
（
ω
自
爵
固
＆
富
Q
ぽ
昌
ひ
霞
9
爵
①
＞
器
＆
暮
8
0
①
コ
■
O
。
暮
蜜
9
①
お
9
》
目
＆
8
冒
ρ
＜
。
寓
9
舅
o
－

冒
馨
導
U
＆
①
O
。
暮
蔓
堕
固
＆
費
）
事
件
で
、
第
一
一
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
が
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
基
準
が
示
さ
れ

　
て
い
た
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
取
り
置
き
制
が
合
憲
と
な
る
た
め
に
は
、
ω
政
府
（
讐
ぎ
毎
ヨ
撃
冨
一
ぎ
貴
）
が
そ
の
よ
う
な
立
法
を
制
定
す
る

権
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
ω
政
府
が
一
つ
の
人
種
グ
ル
ー
プ
あ
る
い
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
利
益
を
他
の
人
種
グ
ル
ー
プ
や
エ
ス
ニ
ッ

　
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
利
益
よ
り
も
促
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
過
去
の
人
種
差
別
の
現
在
に
お
け
る
効
果
を
救
済
し
て
い
る
、
と
い
う
こ

　
と
を
保
証
す
る
適
当
な
認
定
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
⑥
人
種
に
基
づ
く
分
類
が
、
過
去
の
人
種
差
別
の
効
果
を
救
済
す
る
上
で
明
確
に
必
要
と
さ

　
れ
て
い
る
以
上
に
、
拡
張
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
の
三
つ
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点

　
に
関
し
て
、
連
邦
高
裁
は
、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
の
プ
ラ
ン
は
こ
れ
ら
の
基
準
を
満
た
す
と
し
て
、
合
憲
と
し
た
の
で
あ
る
。
ミ
。
コ
謹
一
〇。
一
し
o。
o。

　
（
鼻
げ
O
ダ
一
〇
〇〇
q
）
。

　　パ　　パ　　パ　　パ
　　20　19　18　17
ト　））））

一
〇
〇
ω
●
O
“
拶
“
刈
一
“
。

』
9

慶
●条

例
に
よ
れ
ば
、
取
り
置
き
要
件
に
関
す
る
最
終
的
な
判
断
は
、
市
の
総
務
局
長
の
自
由
裁
量
と
さ
れ
、
要
件
を
満
た
さ
ず
に
市
に
よ
り
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
市
の
調
達
政
策
の
も
と
で
、
一
般
的
な
抗
議
の
権
利
を
持
つ
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。
家
魯
目
o
呂
一
＜
ε
9
蔓
O
＆
ρ

ー
ト
皿
I
A
、

ミ
①
q
・
ψ
8
S
一
8
の
●
O
蛭
一
〇〇
畠
（
一
〇
〇〇
①
）
’

ミ
o
o
q
。
ω
●
一
〇
一
①
（
一
〇
〇〇
①
）
、

oo

旨
コ
臣
一
ω
田
u
一
ω
鶏
（
“
爵
O
ダ
一
〇
〇〇
刈
）
・

具
体
的
に
は
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
意
見
の
う
ち
、
パ
ー
ト
ー
、
皿
ー
B
、
N
に
つ
い
て
は
多
数
意
見
が
形
成
さ
れ
た
が
（
レ
イ
ン
ク
イ
ス

ホ
ワ
イ
ト
、
ス
チ
ー
ブ
ソ
ス
、
ケ
ネ
デ
ィ
各
裁
判
官
同
調
）
、
パ
ー
ト
H
に
つ
い
て
は
レ
イ
ソ
ク
イ
ス
ト
、
ホ
ワ
イ
ト
各
裁
判
官
が
、
ま
た
パ

　
　
　
　
V
に
つ
い
て
は
レ
イ
γ
ク
イ
ス
ト
、
ホ
ワ
イ
ト
、
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
が
同
調
す
る
相
対
多
数
意
見
が
形
成
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
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（
2
1
）
　
一
〇
〇
砕
O
“
ミ
㎝
oo
”
ミ
ミ
。

（
2
2
）
　
一
8
ω
。
O
虻
暮
置
S

（
2
3
）
　
修
正
一
四
条
五
項
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
「
連
邦
議
会
は
、
適
当
な
立
法
に
よ
っ
て
本
条
の
規
定
を
執
行
す
る
権
限
を
有
す
る
』
。

　
（
樋
口
陽
一
、
吉
田
善
明
編
・
解
説
世
界
憲
法
集
五
二
頁
（
一
九
八
八
年
）
（
野
坂
泰
司
執
筆
部
分
）
）
。

（
24
）
　
一
8
ω
。
O
ぐ
暮
§
O
●

（
2
5
）
　
糞

（
2
6
）
　
§

（
27
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
考
え
方
の
背
景
に
は
、
本
来
ア
メ
リ
カ
の
政
治
機
構
の
基
本
的
枠
組
み
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
与
え

　
ら
れ
た
権
限
を
有
す
る
連
邦
政
府
と
、
憲
法
、
条
約
、
連
邦
法
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
い
る
も
の
の
本
来
主
権
を
有
す
る
州
の
二
つ
が
存
在
し
、
連

　
邦
政
府
が
修
正
一
四
条
五
項
に
基
づ
い
て
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
を
創
設
し
う
る
の
と
同
様
な
権
限
を
州
政
府
も
有
し
、
修
正
一
四

　
条
一
項
は
、
そ
の
制
定
者
、
具
体
的
に
は
第
三
九
議
会
が
禁
じ
よ
う
と
求
め
た
州
の
行
為
の
み
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
憲
法
観
が
存
在
す
る

　
と
い
う
シ
ュ
ア
ラ
ー
（
望
ω
魯
霞
包
の
指
摘
が
あ
る
。
シ
ュ
ア
ラ
ー
は
、
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
憲
法
観
の
下
で
は
、
連
邦
議
会
に
よ
っ
て
州
あ
る

　
い
は
地
方
自
治
体
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
修
正
一
四
条
一
項
に
反
す
る
か
否
か
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
よ

　
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
．
マ
ー
ベ
リ
ー
事
件
で
の
マ
ー
シ
ャ
ル
長
官
の
「
憲
法
は
、
そ
れ
に
反
す
る
す
べ
て
の
立
法
機
関
の
行
為
を
統
制
す
る
」
と
い

　
う
言
葉
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
す
る
。
の
魯
霞
聾
卜
瓢
『
§
9
画
竃
卜
§
§
b
。
9
壕
き
。
§
9
蛛
ぎ
q
§
蕊
9
き
嶋
ミ
§
＆
錺
＆
q
さ
。
。
§
一
ω
o。

　
q
。
国
〉
昇
ピ
●
閃
国
＜
●
ω
oo
ど
ω
一
〇〇
1
一
〇
（
一
8
0
）
・

（
2
8
）
　
一
〇
〇
ω
．
O
ダ
認
ρ

（
2
9
）
　
糞

（
30
）
　
ミ
O
q
．
の
●
N
oo
刈
I
O
O
（
一
〇
〇〇
①
）
。

（
3
1
）
　
多
数
意
見
に
よ
れ
ぽ
、
厳
格
な
審
査
の
目
的
は
、
高
度
に
疑
わ
し
い
道
具
の
使
用
を
正
当
化
す
る
ほ
ど
に
重
要
な
目
標
を
、
立
法
機
関
が
追
求

　
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
実
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
種
を
正
当
化
し
え
な
い
形
で
使
用
す
る
こ
と
を
、
い
ぶ
り
出
す
こ
と
に
あ
る
と

　
さ
れ
る
。
ま
た
、
厳
格
な
審
査
基
準
は
、
選
択
さ
れ
た
手
段
が
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
と
密
接
に
適
合
し
、
分
類
の
動
機
が
不
合
理
な
人
種
的
偏
見

　
あ
る
い
は
ス
テ
レ
オ
・
タ
イ
プ
で
あ
る
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
一
〇
〇
ψ
O
“
φ
ひ
く
N
一
’

（
32
）
　
』
9
暮
認
（
丁
曽
。
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（
3
3
）
　
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
イ
リ
ー
（
9
国
ξ
）
や
ワ
ッ
サ
ー
ス
ト
ラ
ー
ム
（
罰
≦
器
器
冨
訂
。
ヨ
）
に
代
表
さ
れ
る
。
国
ざ
『
ぎ
8
醤
§
§
ざ
§
§
健

　
。
、
寒
e
ミ
。
D
。
6
霜
§
軌
匙
b
詠
ミ
誉
き
駐
帖
§
｝
合
q
の
O
国
い
炉
国
国
～
認
ω
（
一
〇
因
）
“
毒
器
器
毎
霞
。
β
掬
§
軋
。
。
詳
硫
§
醜
。
。
§
る
ミ
等
。
瀞
。
D
。
D
画
§
9
『
壕
。
§
－

　
§
§
、
ト
さ
ト
態
き
§
勘
ご
肺
ぎ
§
冨
β
漣
d
O
い
ト
則
国
摯
q
o
。
一
（
一
〇
唱
y
　
し
か
し
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
は
、
こ
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

　
そ
れ
が
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
支
配
的
な
人
種
に
よ
る
自
ら
に
不
利
益
を
課
す
選
択
を
意
味
し
、
平
等
保
護
条
項
の
下
で
の
司
法

　
の
役
割
で
あ
る
「
分
離
し
孤
立
し
た
少
数
派
の
保
護
」
と
は
関
係
し
な
い
か
ら
、
厳
格
な
審
査
は
採
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
考
え
方
と
と
ら

　
え
た
上
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ク
ロ
ソ
ソ
事
件
の
場
合
、
市
の
人
口
の
五
〇
％
は
黒
人
で
あ
り
、
市
議
会
の
九
つ
の
議
席
の

　
う
ち
五
つ
は
、
黒
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ク
ロ
ソ
ソ
事
件
の
場
合
、
そ
の
考
え
方
に
従
え
ば
、
厳
格
な
審
査
基
準
の
適
用

　
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
の
で
あ
る
．

（
3
4
）
　
役
割
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
指
摘
す
る
問
題
点
は
、
具
体
的
に
は
、
ま
ず
第
一
に
、
生
徒
数
と
教
師
数
の
統
計
上
の
不
均

衡
は
、
雇
用
あ
る
い
は
昇
進
に
関
す
る
過
去
の
差
別
が
人
種
に
基
づ
く
救
済
を
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
明
ら
か
に
示
す
よ
う
な

証
明
価
値
を
有
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
役
割
モ
デ
ル
理
論
は
憲
法
違
反
あ
る
い
は
法
律
違
反
の
原
因
と
は
無
関
係
で
あ
り
、

役
割
モ
デ
ル
理
論
は
人
種
に
基
づ
く
意
思
決
定
が
範
囲
及
び
期
間
の
点
に
お
い
て
本
質
的
に
無
制
限
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
正
当
化
す
る
も

　
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
危
険
性
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
一
8
ω
●
O
鱈
暮
認
G。

●

（
3
5
）
　
一
鮮
暮
認
ω
ー
漣
．

（
3
6
）
　
五
つ
の
事
実
と
は
、
市
に
よ
り
主
張
さ
れ
た
も
の
で
、
具
体
的
に
は
、
ω
条
例
自
ら
が
救
済
的
で
あ
る
と
宣
言
し
て
い
る
こ
と
．
ω
救
済
手
段

　
の
提
唱
者
が
建
設
業
界
に
お
い
て
過
去
差
別
が
存
在
し
た
と
述
べ
た
こ
と
。
㈲
市
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
口
が
五
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
以
上
で
あ

　
る
の
に
対
し
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
は
○
・
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
市
と
契
約
を
結
ん
で
い
な
い
こ
と
。
＠
地
方
及
び
州
の
契
約
業
者
の
団
体
に
マ

　
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
契
約
業
者
の
数
が
少
な
い
こ
と
。
⑥
一
九
七
七
年
、
連
邦
議
会
が
過
去
の
差
別
の
効
果
が
建
設
業
界
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
参

加
を
全
国
的
に
抑
え
て
い
る
と
明
確
に
し
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

（
37
）
　
こ
の
点
で
、
最
高
裁
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
な
ど
の
初
歩
的
あ
る
い
は
最
低
限
の
訓
練
を
要
求
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
地
位
と
は
区
別
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
し
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
労
働
人
口
に
占
め
る
人
種
構
成
の
割
合
と
一
般
の
人
口
に
お
け
る
人
種
構
成
の
割
合
と
の
統
計
的
比
較
は
、

有
意
味
で
あ
る
と
す
る
。
一
8
ψ
O
“
ぎ
ρ
認
㎝
あ
8
日
＄
目
9
Φ
毎
～
q
三
ひ
8
の
蜜
奮
」
ω
一
戸
ψ
ω
漣
る
零
山
o。
（
這
ミ
）
・

（
3
8
）
　
一
8
幹
9
。
魯
認
9

（
3
9
）
　
』
鼻
暮
認
ド

（
4
0
）
　
嵐
●
暮
鳶
o。
●
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（
4
1
）
　
籍
。
暮
お
9

（
4
2
）
　
こ
の
点
は
、
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
が
、
公
立
学
校
に
お
け
る
人
種
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
州
及
び
地
方
自
治
体
の
人
種
に
基
づ
く
救
済
を
、
第

　
二
の
場
合
に
該
当
す
る
例
外
的
な
事
態
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
．
一
層
限
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
ミ
彗
お
S

（
4
3
）
　
こ
の
よ
う
な
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
の
見
解
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
点
で
重
要
性
を
有
す
る
。
そ
れ
は
本
件
で
ケ
ネ

　
デ
ィ
裁
判
官
が
ス
カ
リ
ア
意
見
よ
り
も
相
対
多
数
意
見
に
同
調
す
る
理
由
を
、
ス
カ
リ
ア
意
見
の
最
高
裁
の
先
例
と
の
不
一
致
に
主
に
求
め
て
い
る

　
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
将
来
的
に
新
た
な
判
例
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
な
ら
ば
、
そ
の
時
点
で
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
が
ス
カ
リ
ア
意
見
に
同
調

す
る
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
q
o
ミ
鐘
暮
お
ド

（
4
4
）
　
阪
本
昌
成
「
優
先
処
遇
と
平
等
原
則
ー
審
査
基
準
と
実
体
的
価
値
ー
』
・
1
・
ス
ク
ー
ル
ニ
八
号
二
七
頁
、
三
六
頁
（
一
九
八
一
）
。

（
4
5
）
　
一
〇
〇
ω
。
O
“
暮
誤
ω
1
麿
・

（
4
6
）
　
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
政
府
に
対
し
て
、
全
体
的
に
み
た
場
合
に
政
府
の
主
張
す
る
利
益
を
支
持
し
、
そ
し
て
政
府
が
現
代

　
の
社
会
状
況
を
注
意
深
く
考
慮
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
単
な
る
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
を
基
に
行
動
し
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
、
ご
く
自
然
な
関
心
を
払
拭
す
る
の
に
、
十
分
な
証
拠
の
提
出
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
糞
暮
設
9

（
47
）
　
こ
の
よ
う
な
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
公
聴
会
で
の
過
去
の
差
別
の
効
果
に
対
す
る
好
意
的
な
証
言
や
、
連
邦
議
会
が
全
国

　
的
な
見
地
か
ら
み
た
場
合
に
は
過
去
の
建
設
業
界
に
お
け
る
組
織
的
差
別
に
よ
っ
て
現
在
で
も
経
済
的
不
平
等
と
い
う
効
果
が
存
在
す
る
と
い
う
判

断
を
示
し
た
と
い
う
点
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
糞
暮
謹
刈
占
ρ

（
4
8
）
　
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、
市
の
採
用
し
た
手
段
よ
り
、
公
共
建
設
事
業
費
の
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
影
響
を
受
け
る
が
、
そ
れ
は
全
体
の

　
リ
ッ
チ
モ
ソ
ド
市
地
域
の
契
約
の
わ
ず
か
三
パ
ー
セ
ソ
ト
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。

（
4
9
）
　
一
〇
〇
ω
。
9
●
暮
謡
一
。

（
50
）
　
匙
●
暮
胡
ド

（
5
1
）
　
匙
●
暮
刈
鰹
－
田
．

（
52
）
　
こ
の
よ
う
な
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
の
見
解
は
、
判
決
意
見
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
の
最
高
裁
の
立
場
か
ら
の
明
ら
か
な
後
退
で
あ
る
と
す
る
ブ
ラ

　
ッ
ク
マ
γ
反
対
意
見
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
補
足
さ
れ
て
い
る
。
O
o
ミ
鐘
無
誤
S

（
5
3
）
　
こ
の
他
に
、
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
と
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
裁
判
官
の
意
見
が
あ
る
。
注
（
4
3
）
及
び
（
5
2
）
参
照
。

（
54
）
　
囑
ω
d
．
。
o
Q
」
貫
ホ
㌣
濫
ω
」
8
幹
○
鱈
器
お
℃
器
曾
（
お
o
。
q
）
。
な
お
、
邦
語
評
釈
で
あ
る
が
、
青
柳
幸
一
「
知
恵
遅
れ
の
人
の
権
利
と
平

等
保
護
し
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
七
〇
号
八
八
頁
（
一
九
八
六
V
、
と
く
に
九
三
頁
を
参
照
の
こ
と
。
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三
　
ク
ロ
ソ
ン
判
決
と
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
問
題
点

　
1
　
共
同
声
明
と
フ
リ
ー
ド
の
反
論

　
こ
れ
ま
で
や
や
詳
細
に
わ
た
っ
て
み
て
き
た
ク
ロ
ソ
ソ
判
決
は
、
そ
の
判
決
が
下
さ
れ
て
以
後
、
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
の
合
憲
性
に
対
し
て
厳
格
な
審
査
基
準
を
適
用
す
る
と
い
う
内
容
の
ゆ
え
に
、
か
な
り
の
社
会
的
影
響
を
与
え
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
影
響
は
、
単
に
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
学
界
に
お
い
て
も
大
ぎ
な
反
響
を
も
た
ら
す
と
い
う
形
で
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
端
的
に
示
す
の
が
、
憲
法
学
者
を
中
心
に
ア
メ
リ
カ
の
法
学
者
三
〇
名
に
よ
っ
て
署
名
を
さ
れ
た
共
同
声
明

　
　
　
　
　
（
2
）

の
存
在
で
あ
る
。

　
こ
の
共
同
声
明
は
、
ク
ロ
ソ
ソ
判
決
の
結
果
、
州
及
び
地
方
自
治
体
に
よ
る
人
種
を
意
識
し
た
救
済
が
、
最
高
裁
に
よ
り
す
べ
て
違
憲

で
あ
る
と
さ
れ
た
と
す
る
風
評
や
、
動
き
の
鈍
化
し
そ
う
な
州
や
地
方
自
治
体
の
動
き
に
対
し
て
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

を
肯
定
す
る
立
場
か
ら
、
現
在
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
判
例
法
の
現
状
お
よ
び
今
後
の
審
査
基
準
の
方
向
に
つ

い
て
の
指
針
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
共
同
声
明
は
、
ク
巨
ソ
ン
判
決
の
学
界
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
を
示
す
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
代
表
的
な
論
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
で
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
以
下
、
共
同
声
明
の
具
体
的
な
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
共
同
声
明
は
、
ま
ず
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
に
関
す
る
現
在
の
法
理
の
理
解
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
（
3
）

五
点
を
あ
げ
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
共
同
声
明
は
、
平
等
保
護
条
項
の
趣
旨
を
、
人
種
間
の
従
属
関
係
の
打
破
と
人
種
を
基
礎
と
し
て
市
民
を
格
付
け
る
こ

と
の
排
除
に
求
め
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
平
等
保
護
条
項
に
関
す
る
広
範
な
理
解
か
ら
、
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
が
、
人
種
を
考
慮
し
た
と
い
う
こ
と
の
み
の
た
め
に
、
憲
法
に
反
す
る
と
は
い
え
な
い
と
す
る
。
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第
二
に
、
共
同
声
明
は
、
社
会
的
差
別
が
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
を
正
当
化
す
る
か
と
い
う
点
を
間
題

と
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
共
同
声
明
は
、
最
高
裁
が
ク
ロ
ソ
ン
判
決
で
、
社
会
的
差
別
そ
れ
の
み
で
は
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
結
論
づ
け
た
こ
と
を
認
め
る
。
し
か
し
、
共
同
声
明
は
、
最
高
裁
が
同
時

に
、
州
や
地
方
自
治
体
に
対
し
て
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
実
施
を
、
そ
れ
ら
自
身
が
過
去
に
お
い
て
意
図
的
に
差
別
を

行
っ
た
こ
と
を
示
す
特
定
の
事
件
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
た
場
合
の
み
に
限
定
す
る
と
い
う
考
え
方
も
拒
絶
し
て
い
る
と
す
る
。
共
同
声

明
に
よ
れ
ば
、
最
高
裁
は
、
柔
軟
な
性
質
を
内
容
と
す
る
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
統
計
上

の
関
連
性
を
根
拠
に
認
め
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
共
同
声
明
は
、
最
高
裁
が
、
州
や
地
方
自
治
体
に
よ
る
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
手
段
に
つ

い
て
、
そ
れ
が
憲
法
上
、
州
や
地
方
自
治
体
自
身
に
よ
る
過
去
の
差
別
の
効
果
を
矯
正
す
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
る
と
は
し
て
お
ら
ず
、
ま

た
そ
の
救
済
の
対
象
は
、
過
去
の
差
別
に
関
し
て
確
認
さ
れ
た
事
件
に
お
け
る
被
害
者
の
み
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
を
否
定
し
て

い
る
と
す
る
。

　
第
四
に
、
共
同
声
明
は
、
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
正
当
化
事
由
に
つ
い
て
、
過
去
の
差
別
を
矯
正
す

る
手
段
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
加
え
て
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
差
別
を
将
来
に
向
か
っ
て
解
消
し
て
い
く
手
段
で
あ
る
と
い
う
理
由

も
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。

　
最
後
に
、
共
同
声
明
は
、
最
高
裁
が
、
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
計
画
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

全
体
の
観
点
か
ら
み
て
、
そ
の
計
画
に
伴
う
負
担
が
衡
平
に
分
配
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
こ
の
よ
う
な
共
同
声
明
に
対
し
て
、
反
論
を
加
え
る
の
が
、
フ
リ
ー
ド
（
ρ
牢
芭
）
で
あ
る
．
フ
リ
ー
ド
の
見
解
は
、
彼
が
一
九
八
五

年
六
月
一
日
か
ら
一
九
八
九
年
一
月
二
〇
日
ま
で
訟
務
長
官
代
理
（
》
＆
轟
の
＆
魯
自
O
Φ
器
吋
邑
、
訟
務
長
官
（
ω
。
一
憲
耳
9
ま
巨
）
の
職
に

あ
っ
た
た
め
．
当
時
の
司
法
省
の
見
解
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
一
言
で
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
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（
6
）

ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
対
し
て
好
意
的
な
見
解
と
は
対
極
的
な
位
置
に
立
つ
き
わ
め
て
批
判
的
な
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
フ
リ
ー
ド
の
見
解

に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
フ
リ
ー
ド
は
、
共
同
声
明
の
示
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
に
関
す
る
現
在
の
法
理
の
理
解
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

反
論
す
る
。
ま
ず
、
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
ク
・
ソ
ン
判
決
は
、
平
等
保
護
条
項
の
下
で
の
司
法
審
査
の
基
準
は
、
人
種
中
立
的
で
あ

る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ぎ
に
、
フ
リ
ー
ド
は
、
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
正
当
化
事

由
に
つ
い
て
、
社
会
的
差
別
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
ク
ロ
ソ
ン
判
決
は
、
社
会
的
差
別
は
、
無
定
型
で
あ
り
人
種
を
意

識
し
た
手
段
の
基
礎
と
し
て
は
不
適
切
で
あ
る
と
す
る
、
バ
ッ
キ
ー
判
決
お
よ
び
ワ
イ
ガ
ン
ト
判
決
に
お
け
る
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
の
判
断

に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
フ
リ
ー
ド
は
、
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
の

場
合
に
は
、
建
設
業
界
全
体
に
お
け
る
過
去
の
差
別
と
か
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
別
の
悲
し
む
べ
ぎ
歴
史
の
存
在
と
か
、
種
々
の
統
計

上
の
比
較
に
よ
っ
て
は
正
当
化
さ
れ
え
ず
、
憲
法
違
反
あ
る
い
は
法
律
違
反
の
一
応
の
立
証
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
う
る
よ
う
な
特
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

性
の
高
い
確
認
さ
れ
た
差
別
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

　
共
同
声
明
に
お
け
る
、
第
四
の
点
で
あ
る
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
が
許
容
さ
れ
る
場
合
と
し
て
、
人
種

間
の
調
和
を
促
進
す
る
と
い
う
将
来
志
向
的
な
手
段
で
あ
る
場
合
を
も
含
む
と
す
る
主
張
に
対
し
て
、
フ
リ
ー
ド
は
、
そ
れ
が
、
ス
テ
ィ

グ
マ
に
よ
る
害
を
も
た
ら
す
危
険
性
を
有
し
て
い
る
と
批
判
し
、
過
去
の
差
別
に
対
す
る
救
済
の
状
況
に
限
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
す

（
8
）

る
。　

フ
リ
ー
ド
は
、
い
ま
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
に
加
え
て
、
さ
ら
に
、
共
同
声
明
に
対
し
て
、
よ
り
大
き
な
観
点
か
ら
批
判
す
る
。
す
な

わ
ち
、
政
府
が
負
担
と
利
益
の
分
配
に
お
い
て
人
種
を
基
準
に
用
い
る
こ
と
は
、
そ
の
た
び
ご
と
に
ア
メ
リ
カ
の
立
憲
政
治
の
基
本
的
価

値
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
共
同
声
明
が
、
包
括
的
（
ぎ
ぎ
ぎ
）
手
段
と
排
他
的
（
①
蓉
富
ぎ
）
手
段
と
の

区
別
を
提
唱
し
た
り
、
人
種
的
選
好
に
対
し
て
将
来
志
向
的
な
正
当
化
を
好
ま
し
い
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
立
憲
政
治
に
関
す
る
原
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（
9
）

則
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
共
同
声
明
あ
る
い
は
そ
れ
に
対
す
る
フ
リ
ー
ド
の
反
論
な
ど
を
見
て
ぎ
た
が
、
そ
こ
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
現
在
の

ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
代
表
的
な
論
点
と
そ
れ
に
対
す
る
見
解
の
対
立
が
お
お
よ
そ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
論
点
で
あ
る
、
修
正
一
四
条
の
趣
旨
と
司
法
審
査
の
基
準
と
の
関
連
と
い
う
間
題
、

社
会
的
差
別
が
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
正
当
化
事
由
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
か
、
認
め
ら
れ
な
い
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

た
場
合
に
差
別
行
為
の
立
証
が
ど
の
程
度
要
求
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
、
さ
ら
に
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
の
正
当
化
事
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

と
し
て
将
来
志
向
的
な
理
由
が
認
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
な
ど
が
、
公
的
部
門
に
関
わ
る
ク
・
ソ
ン
判
決
を
含
め
て
、
自
発
的
な
人

種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
関
し
て
争
わ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
．

　
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
論
点
の
背
後
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
フ
リ
ー
ド
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
よ
り
大
き
な

対
立
点
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
憲
政
上
の
原
則
に
か
か
わ
る
争
い
で
あ
る
。
ア
メ
リ
ヵ
の
立
憲
政
治
の
基
本
的
価
値
を
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
す
る
司
法
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
が
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
く
に
公
的
部
門

に
お
け
る
自
発
的
な
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
将
来
を
決
定
す
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
公
的
部
門
に
お
け
る
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
現
在
の
論
点
に
言
及

し
た
上
で
、
そ
の
後
節
を
改
め
て
、
そ
れ
ら
の
背
後
に
存
在
す
る
よ
り
基
本
的
な
間
題
点
に
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
2
　
修
正
一
四
条
と
司
法
審
査
基
準

　
ク
ロ
ソ
ソ
判
決
の
相
対
多
数
意
見
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
連
邦
議
会
は
、
修
正
一
四
条
の
執
行
権
限
に
基
づ
き
、
社
会
的
差
別
の
存

在
を
根
拠
に
、
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
一
方
で
、
州
や
地
方
自

治
体
に
対
し
て
は
、
修
正
一
四
条
一
項
の
制
約
の
下
で
同
様
の
権
限
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
相
対
多
数
意
見
の
考
え
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方
に
従
え
ば
、
連
邦
議
会
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
計
画
に
は
敬
譲
的
な
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
、
州
や
地
方
自
治
体
の
立

法
の
場
合
に
は
、
厳
格
な
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
．

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
は
、
連
邦
議
会
の
救
済
権
限
と
州
の
救
済
権
限
と
の
区
分
が
、
人
為
的
に
過
ぎ
る
と
の
批
判
が

　（12

）

あ
る
。
こ
の
点
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
に
あ
た
っ
て
重
要
な
の
は
、
ク
ロ
ソ
ソ
判
決
の
相
対
多
数
意
見
が
先
例
と
し
た
フ
リ
ラ
ブ
判

決
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
フ
リ
ラ
ブ
判
決
の
判
旨
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
連
邦
議
会
の
立
法
に
対
し
て
敬
譲
的
な
司
法
審
査
の
基
準
を
適
用
す
べ
ぎ
で
あ
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
フ
リ
ラ
ブ
判
決
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
相
対
多
数
意
見
が
、
連
邦
議
会
の
立
法
権
限
と

州
の
権
限
と
の
比
較
を
せ
ず
、
州
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
触
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
そ
の

判
決
の
中
で
は
、
司
法
と
の
関
係
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ぽ
、
そ
の
意
見
で
は
、
「
た
だ
一
人
の
裁
判
官
あ
る
い
は
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

育
委
員
会
の
選
択
で
は
な
く
、
連
邦
議
会
と
大
統
領
の
熟
慮
に
基
づ
く
判
断
」
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
人

種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
手
段
と
目
的
と
の
関
連
性
の
判
断
に
あ
た
っ
て
も
、
裁
判
所
に
よ
る
救
済
判
決
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

連
邦
議
会
の
立
法
権
限
と
は
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
人
種
を
意
識
し
た
救
済
を
な
す
州
の
行
為
が
修
正
一
四
条
の
立
法
者
意
思
か
ら
考
え
て
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
見
解

は
、
フ
リ
ラ
ブ
判
決
で
は
な
く
今
回
の
ク
ロ
ソ
ン
判
決
で
初
め
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
問
題
は
、
修
正
一
四
条
の

立
法
者
意
思
を
こ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
最
高
裁
の
見
解
は
、
明
確
で
は
な
い
。
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
と
修
正
一
四
条
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

立
法
経
過
と
の
関
連
に
触
れ
た
最
高
裁
の
裁
判
官
に
よ
る
意
見
に
つ
い
て
も
、
バ
ッ
キ
ー
判
決
に
お
け
る
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
の
意
見
が

あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
は
、
そ
の
意
見
の
中
で
、
修
正
一
四
条
が
連
邦
議
会
を
通
過
し
た
際
に
そ
れ
と
同
時
に
、
黒
人

に
多
く
の
利
益
を
優
先
的
に
与
え
る
一
八
六
六
年
黒
人
解
放
局
設
置
法
（
富
①
量
き
．
砿
窪
歪
仁
＞
9
）
が
議
会
を
通
過
し
た
こ
と
を
根
拠
に
、
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修
正
一
四
条
が
黒
人
に
対
す
る
過
去
の
差
別
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
現
在
に
お
け
る
効
果
を
救
済
す
る
た
め
の
手
段
を
禁
じ
て
い

　
　
　
　
　
（
1
6
）

な
い
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
し
か
し
、
こ
の
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
の
見
解
に
影
響
を
与
え
た
シ
ュ
ナ
ッ
パ
ァ
ー
（
国
あ
。
ご
碧
冨
吋
）
の
論
文
の
中
に
は
、
必
ず
し
も
マ
ー

シ
ャ
ル
裁
判
官
の
見
解
を
支
持
す
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
に
反
す
る
よ
う
な
資
料
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
黒
人
解
放
局
設
置
法
は
、
そ
の
成
立
過
程
で
、
一
貫
し
て
特
定
の
黒
人
階
層
に
向
け
ら
れ
た
階
層
法
案
で
あ
る
と
の
批
判
を

　
　
（
B
）

受
け
続
け
、
一
八
六
六
年
の
黒
人
解
放
局
設
置
法
の
際
に
も
、
当
時
の
ジ
ョ
ン
ソ
ソ
大
統
領
の
拒
否
権
の
行
使
に
あ
い
、
さ
ら
に
そ
の
内

容
を
緩
和
し
た
法
案
に
対
し
て
も
、
そ
の
審
議
過
程
に
お
い
て
黒
人
と
い
う
階
層
の
み
を
対
象
と
し
た
法
案
で
あ
る
と
の
批
判
を
受
け
、

再
度
ジ
ョ
ソ
ソ
ソ
大
統
領
の
拒
否
権
の
行
使
に
遭
遇
す
る
と
い
う
経
緯
を
た
ど
っ
て
い
る
の
で
あ
る
．
そ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
そ
こ
に

一
貫
し
て
批
判
的
な
見
解
が
根
強
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
さ
ら
に
、
一
八
六
六
年
黒
人
解
放
局
設
置
法
そ
れ
自
体
は
、
大
統
領
の
拒
否
権
の
行
使
に
も
か
か
わ
ら
ず
成
立
し
た
が
、
一
八
六
六
年

法
は
、
一
八
六
五
年
法
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
黒
人
解
放
局
の
活
動
を
二
年
間
延
長
す
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
結
果
、
結
局
に
お
い
て

黒
人
解
放
局
は
一
八
七
二
年
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
考
え
合
わ
せ
る
と
き
．
修
正
一
四
条
の
審
議
と

一
八
六
六
年
黒
人
解
放
局
設
置
法
の
審
議
が
同
一
の
議
会
に
お
い
て
、
ほ
ぽ
同
時
期
に
並
行
し
て
行
わ
れ
、
か
つ
そ
の
賛
成
者
が
ほ
ぼ
同

様
な
構
成
を
と
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
、
修
正
一
四
条
の
立
法
者
意
思
が
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ

ョ
ソ
を
許
容
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
点
を
証
明
す
る
も
の
で
は
な
く
、
単
に
強
く
示
唆
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ

（
2
0
）

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
修
正
一
四
条
の
条
文
に
明
文
を
も
っ
て
示
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
黒
人
解
放
局
設
置
法
の
立
法
経
過
は
修
正
一
四
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
）

に
関
す
る
解
釈
上
の
指
針
を
示
す
に
と
ど
ま
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
修
正
一
四
条
の
立
法
者
意
思
を
根
拠
に
、
州

が
広
範
な
救
済
上
の
手
段
を
行
使
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
過
去
の
人
種
差
別
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
現
在
み
ら
れ
る
効
果
を
救
済
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

と
を
妨
げ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
積
極
的
な
州
の
行
為
を
修
正
一
四
条
か
ら
引
き
出
せ
る
か
ど
う
か
は
、
疑
問
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
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し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
．
修
正
一
四
条
を
州
の
立
法
機
関
が
人
種
に
基
づ
く
立
法
を
な
す
こ
と
に
対
す
る
不
信
感
か
ら
生
じ
た
も
の
と

と
ら
え
、
そ
れ
ゆ
え
に
修
正
一
四
条
は
人
種
を
意
識
し
た
救
済
を
州
が
策
定
、
実
施
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て

州
に
ょ
る
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
に
対
し
て
は
、
厳
格
な
審
査
基
準
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
オ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

ー
ナ
ー
裁
判
官
の
見
解
を
額
面
通
り
受
け
取
る
べ
き
こ
と
を
意
味
し
て
い
な
い
。
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
い
う
厳
格
審
査
は
、
こ
れ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蟄
）

の
理
解
と
は
異
な
り
、
緩
や
か
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
シ
ュ
ア
ラ
ー
（
U
あ
魯
。
琵
）
は
、
厳
格
な
審
査
と
は
、
ス
カ

リ
ア
裁
判
官
の
反
対
意
見
で
表
明
さ
れ
て
い
る
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
提
唱
す
る
厳
格
な
審
査
基
準
は
、
そ
の
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
25
）

体
的
な
適
用
に
お
い
て
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
の
い
う
中
間
的
な
審
査
基
準
に
近
い
と
ま
で
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判

官
自
身
、
審
査
基
準
に
関
し
て
み
ら
れ
る
裁
判
官
内
部
の
不
一
致
は
、
政
府
目
的
の
点
よ
り
も
、
政
府
利
益
と
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
26
）

手
段
と
の
適
合
性
を
ど
の
程
度
ま
で
求
め
る
か
に
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
見
解
は
、
現
在
ま
で
の
最
高
裁
の
動
向
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
27
）

る
一
つ
の
理
由
は
、
「
理
論
の
上
で
は
厳
格
に
と
ど
ま
る
が
、
実
際
に
お
い
て
は
致
命
的
」
（
跨
§
冒
爵
8
蔓
き
畠
♂
邑
ぎ
富
9
）
で
あ
る

と
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
は
違
憲
判
断
が
導
き
出
さ
れ
る
厳
格
な
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
州
及
び
地
方
自
治
体

に
よ
る
自
発
的
な
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
に
関
す
る
最
高
裁
の
先
例
の
中
に
、
一
貫
し
た
判
断
を
見
い
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
あ
る
。
州
及
び
地
方
自
治
体
の
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
関
し
て
合
憲
性
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

争
わ
れ
た
事
件
に
は
、
バ
ッ
キ
ー
事
件
、
合
衆
国
対
パ
ラ
ダ
イ
ス
（
q
鼻
＆
の
§
8
ダ
勺
導
”
q
ぎ
）
事
件
、
ワ
イ
ガ
ン
ト
事
件
が
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
、
最
高
裁
と
し
て
の
憲
法
判
断
が
示
さ
れ
た
パ
ラ
ダ
イ
ス
事
件
、
ワ
イ
ガ
ソ
ト
事
件
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
合
憲
、
違
憲
と
い
う
異

な
る
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
パ
ラ
ダ
イ
ス
事
件
で
は
．
ア
ラ
パ
マ
州
の
州
兵
組
織
内
で
の
昇
進
に
関
し
て
、
二
五
パ
ー
セ
ソ
ト
の
幹
部
が
黒
人
に
な
る
ま
で
、
昇
進

者
の
う
ち
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
黒
人
で
あ
る
こ
と
を
命
ず
る
連
邦
地
裁
に
よ
る
同
意
判
決
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
が
、
最
高
裁
は
、
厳
格
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な
審
査
基
準
を
適
用
し
て
合
憲
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
公
民
権
法
第
七
編
と
と
も
に
憲
法
違
反
が
争
わ
れ
た
シ
ー
ト
・
メ
タ
ル
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

ワ
ー
カ
ー
ズ
対
E
E
O
C
（
い
§
一
N
。
。
u
幹
。
9
穿
邑
≦
。
蒔
器
一
三
．
一
＞
器
⇒
。
ダ
目
O
Q
）
事
件
で
も
、
五
人
の
裁
判
官
が
、
厳
格
な
審
査
基

準
を
適
用
し
て
、
合
憲
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
バ
ッ
キ
ー
事
件
で
は
、
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
は
争
点
と
な
っ
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
・
プ
ラ
ン
に
対
し
て
厳
格

な
審
査
基
準
を
適
用
し
、
政
府
利
益
の
点
で
は
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
の
存
在
を
認
め
な
が
ら
、
そ
の
利
益
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

厳
密
に
適
合
さ
せ
ら
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
い
ま
述
べ
た
こ
と
は
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
に
代
表
さ
れ
る
審
査
基
準
の
考
え
方
と
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
の
示
す
審
査
基
準

と
の
相
違
が
あ
ま
り
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
両
者
の
間
に
は
、
将
来
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ

ソ
の
展
開
を
か
な
り
異
な
る
方
向
に
導
く
よ
う
な
、
実
質
面
で
の
重
要
な
相
違
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
相
違
は
、
ア
フ
ァ
ー

マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
州
あ
る
い
は
地
方
自
治
体
の
判
断
に
対
し
て
、
ど
の
程
度
の
敬
意
を
払
う
べ
き
か
、
具

体
的
に
は
、
社
会
的
差
別
を
理
由
と
し
た
ア
フ
ァ
！
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
を
政
府
が
行
う
こ
と
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と

　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

る
か
と
い
う
点
で
あ
り
、
さ
ら
に
社
会
的
差
別
を
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
正
当
化
事
由
と
し
て
認
め
え
な
い
と
し
て
も
、

差
別
行
為
の
立
証
に
つ
い
て
ど
の
程
度
の
厳
密
さ
を
求
め
る
か
と
い
う
点
に
存
在
す
る
．
こ
の
二
つ
の
点
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
は
、

今
後
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
展
開
の
方
向
性
を
占
う
上
で
も
重
要
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
み
て

い
く
こ
と
に
す
る
。

　
3
　
社
会
的
差
別
と
差
別
行
為
の
立
証

　
ク
・
ソ
ン
判
決
を
よ
り
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
場
合
、
多
数
派
の
内
部
が
レ
イ
ソ
ク
イ
ス
ト
、
オ
コ
ー
ナ
ー
、
ホ
ワ
イ
ト
、
ケ
ネ
デ
ィ

の
四
人
の
裁
判
官
の
提
唱
す
る
審
査
基
準
と
ス
カ
リ
ァ
裁
判
官
の
提
唱
す
る
厳
格
度
の
は
る
か
に
強
い
審
査
基
準
と
に
分
か
れ
て
お
h
．
、
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さ
ら
に
そ
れ
に
加
え
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ブ
レ
ナ
ソ
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
の
三
人
の
裁
判
官
の
提
唱
す
る
中
間
的
な
審
査
基
準
と
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
ス
裁
判
官
の
提
唱
す
る
や
や
強
度
の
合
理
性
の
基
準
の
四
種
類
の
審
査
基
準
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
そ
し
て
、
こ
の
四
種
類
の
司
法
審
査
基
準
の
中
で
は
、
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
の
提
唱
す
る
基
準
を
除
い
て
、
そ
の
他
の
基
準
は
、
「
ア
ド
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

ホ
ヅ
ク
な
．
事
実
関
係
に
依
存
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
」
が
と
ら
れ
て
い
る
点
で
共
通
の
特
色
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
ス
カ
リ
ア
裁

判
官
を
除
い
て
他
の
八
人
の
裁
判
官
の
間
で
は
、
過
去
の
差
別
に
基
づ
く
現
在
の
効
果
を
除
去
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
政
府
の
利
益
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
合
意
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
と
な
る
の
は
、
オ

コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
ら
の
見
解
と
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
ら
と
の
見
解
と
の
間
に
存
在
す
る
隔
た
り
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
で
あ
る
。

　
そ
の
隔
た
り
を
形
作
る
上
で
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
社
会
的
差
別
の
存
在
を
根
拠
に
州
や
州
か
ら
権
限
の
委
任
を
う
け
た

地
方
自
治
体
が
、
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
を
実
施
で
き
る
か
い
な
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
判
断
で
あ
り
、

そ
れ
と
の
関
連
で
の
差
別
行
為
の
立
証
の
程
度
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
社
会
的
差
別
の
問
題
に
関
し
て
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
は
、
社
会
的
差
別
の
み
で
は
人
種
に
よ
る
分
類
を
正
当
化
す
る
の
に
は
不
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

で
あ
る
と
す
る
ワ
イ
ガ
ン
ト
判
決
に
お
け
る
パ
ゥ
エ
ル
裁
判
官
の
意
見
を
引
用
し
な
が
ら
、
社
会
的
差
別
と
、
人
種
に
基
づ
く
救
済
を
許

容
す
る
も
の
の
社
会
的
差
別
と
は
異
な
り
救
済
の
範
囲
に
一
定
の
枠
を
は
め
得
る
も
の
と
し
て
の
「
確
認
さ
れ
た
差
別
」
（
浮
昌
藍
＆
験
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

自
鼠
づ
畳
8
）
と
の
区
別
を
提
唱
す
る
。

　
そ
し
て
、
具
体
的
に
、
オ
コ
ー
ナ
i
裁
判
官
は
、
非
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
の
下
請
契
約
受
注
の
機
会
を
組
織
的

に
排
除
す
る
な
ど
の
証
拠
を
、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
が
有
す
る
と
い
う
よ
う
な
確
認
さ
れ
た
差
別
が
存
在
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
州
あ
る

い
は
州
か
ら
授
権
さ
れ
た
地
方
自
治
体
は
そ
の
管
轄
内
で
、
確
認
さ
れ
た
差
別
の
効
果
を
矯
正
す
る
た
め
に
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
36
）

シ
ョ
ソ
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
区
別
に
関
し
て
間
題
と
な
る
の
は
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
連
邦
議
会
に
対
し
て
は
、
社
会
的
な
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差
別
の
効
果
を
確
認
し
矯
正
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
こ
と
と
の
関
連
で
、
州
あ
る
い
は
州
か
ら
授
権
さ
れ
た
地
方
自
治
体
と
の
関
連
で

い
わ
れ
る
確
認
さ
れ
た
差
別
と
、
社
会
的
差
別
と
の
相
違
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
い
う
確
認
さ
れ
た
差
別
と
は
、
具
体
的
に
は
な
に
を
さ
す
の
か
に
つ
い
て
、
は
っ
ぎ
り
と
定
義
的
に
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
下
級
審
の
判
決
の
中
に
は
、
特
定
の
一
つ
の
産
業
あ
る
い
は
そ
の
産
業
の
さ
ら
に
一
部
に
お
け
る
過
去

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

の
差
別
は
そ
の
焦
点
が
明
確
で
あ
る
点
で
社
会
的
差
別
で
は
な
く
確
認
さ
れ
た
差
別
に
あ
た
る
と
す
る
判
断
を
示
す
も
の
も
あ
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
38
）

よ
う
な
緩
や
か
な
理
解
は
、
当
初
こ
の
基
準
を
提
唱
し
た
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
の
意
図
に
沿
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
39
）

官
の
考
え
る
内
容
は
、
こ
れ
よ
り
格
段
と
き
び
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
オ
コ
ー
ナ
i
裁
判

官
が
、
確
認
さ
れ
た
差
別
と
い
う
観
念
を
認
め
な
が
ら
も
、
実
際
に
そ
れ
を
立
証
す
る
た
め
の
要
件
に
つ
い
て
、
か
な
り
制
限
的
に
解
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ω
）

う
と
す
る
態
度
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
は
、
こ
れ
ま
で
差
別
行
為
の
立
証
に
関
し
て
、
確
固
と
し
た
基
礎
（
ゆ
琶
富
器
）
を
示
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
求
め

て
ぎ
て
い
る
が
、
そ
の
考
え
方
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
れ
が
憲
法
上
及
び
公
民
権
法
上
の
基
準
の
一
元
化
を
意
図
し
て

　
　
（
41
）

い
る
こ
と
に
加
え
て
、
そ
こ
で
提
唱
さ
れ
て
い
る
基
準
が
厳
格
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ウ
ッ
ド
サ
イ
ド
（
¢
≦
。
。
鐘
琶
と
マ
ル

ク
ス
（
』
竃
魯
冥
）
は
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
示
す
基
準
を
、
著
し
い
統
計
上
の
不
均
衡
が
示
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
の
み
で
差
別
慣
行

や
差
別
の
パ
タ
ー
ン
の
存
在
に
関
し
て
、
一
応
の
立
証
が
な
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
』
応

の
立
証
基
準
」
（
冨
馨
壁
魯
暮
導
量
邑
と
名
付
け
る
。
そ
の
上
で
、
ウ
ッ
ド
サ
イ
ド
と
マ
ル
ク
ス
は
、
そ
の
長
所
と
し
て
基
準
の
明
瞭

化
を
あ
げ
つ
つ
も
、
そ
の
長
所
が
よ
り
大
き
な
問
題
点
を
引
き
起
こ
す
と
す
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
基
準
が
被
差
別
グ
ル
ー
プ
が
争
わ
れ
て

い
る
雇
用
な
り
そ
の
他
の
領
域
で
、
す
で
に
統
計
上
の
比
較
対
象
と
な
り
う
る
よ
う
な
か
な
り
の
部
分
を
占
め
て
い
な
け
れ
ば
意
味
を
有

し
な
い
と
い
う
特
色
を
持
っ
て
い
る
た
め
に
、
も
と
も
と
被
差
別
グ
ル
ー
プ
の
数
が
少
な
い
場
合
に
は
、
差
別
行
為
の
立
証
が
難
し
く
な

り
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
も
と
ら
れ
に
く
く
な
る
結
果
、
既
存
の
差
別
慣
行
を
温
存
す
る
効
果
を
有
す
る
と
い
う
欠
点
を
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（
4
2
）

持
つ
と
い
う
点
で
あ
る
と
す
る
。

　
こ
の
ウ
ッ
ド
サ
イ
ド
と
マ
ル
ク
ス
の
指
摘
す
る
問
題
点
は
、
ク
・
ソ
ソ
判
決
で
も
市
側
の
提
出
す
る
統
計
資
料
に
対
す
る
否
定
的
な
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

解
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
、
こ
の
一
応
の
立
証
基
準
に
は
、
大
き
く
い
っ
て
二
つ
の
問
題
点
が
存
在
す
る
。
第
一
の
間

題
点
は
、
こ
の
基
準
の
下
で
は
、
統
計
上
の
数
値
が
重
視
さ
れ
る
結
果
、
そ
の
他
の
要
素
、
た
と
え
ば
ク
・
ソ
ン
事
件
に
お
け
る
公
聴
会

で
の
証
言
な
ど
は
相
対
的
に
軽
視
さ
れ
や
す
く
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
本
来
差
別
と
い
う
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的

な
状
況
と
の
関
連
で
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
視
点
が
喪
失
さ
れ
、
画
一
的
な
処
理
が
優
先
さ
れ
て
し

ま
う
と
い
う
結
果
を
招
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
第
二
に
、
よ
り
重
要
な
間
題
点
と
し
て
、
こ
の
基
準
の
下
で
は
、
差
別
の
具
体
的
状
況
に
対
し
て
無
関
心
で
あ
る
結
果
、
差
別
行
為
を

積
極
的
に
解
消
す
る
と
い
う
政
策
に
対
し
て
も
消
極
的
態
度
に
終
始
し
や
す
い
と
い
う
欠
点
を
有
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
ク
・
ソ
ソ
判
決
の
場
合
に
も
明
瞭
に
現
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ク
・
ソ
ン
判
決
の
場
合
、
か
つ
て
フ
リ
ラ
ブ
判
決
さ

ら
に
ワ
イ
ガ
ソ
ト
判
決
に
関
連
し
て
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
、
州
と
の
契
約
と
い
う
分
野
で
の
差
別
慣
行
の
効
果
の
永
続
化
を
避
け
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

が
政
府
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
の
一
つ
に
該
当
す
る
と
い
う
観
念
は
、
も
は
や
見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
観
念
の
欠
如
と
関
連
し
て
、

州
あ
る
い
は
地
方
自
治
体
に
よ
る
自
発
的
な
人
種
を
意
識
し
た
救
済
は
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
州

あ
る
い
は
地
方
自
治
体
は
あ
く
ま
で
消
極
的
な
参
加
者
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し
た
場
合
、
差
別
行
為
の
立
証
の
点
に
関
す
る
ク
ロ
ソ
ン
判
決
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ス
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

イ
ー
ル
ワ
ー
カ
ー
ズ
対
ウ
ェ
ー
バ
ー
（
d
葺
a
望
8
ξ
。
詩
。
議
‘
マ
書
8
事
件
判
決
や
ジ
ョ
ン
ソ
ン
対
交
通
局
（
旨
ゴ
の
9
ダ
ギ
導
呂
。
詳
畳
8

　
　
（
46
）

＞
硫
霞
畠
）
事
件
判
決
の
中
で
示
さ
れ
た
、
「
伝
統
的
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
隔
離
さ
れ
て
き
た
職
種
」
に
お
け
る
人
種
的
不
均
衡
が
存
在
す

る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
除
去
す
る
た
め
に
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
、
広
範
な
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

釈
を
許
す
基
準
に
比
べ
て
、
は
る
か
に
厳
し
い
基
準
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
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（
48
）

　
い
ま
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
点
、
ま
た
最
近
あ
る
い
は
今
後
予
想
さ
れ
る
裁
判
官
の
人
員
の
交
替
に
よ
る
最
高
裁
の
保
守
化
の
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

な
ど
の
点
を
考
慮
し
た
場
合
に
は
、
差
別
行
為
の
立
証
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
予
想
さ
れ
て
い
る
以
上
に
、
州
あ
る
い
は
地
方
自
治
体

に
よ
る
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
実
施
に
障
害
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
こ
と
に
加
え
て
、

オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
が
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
実
施
の
具
体
的
手
段
の
点
に
つ
い
て
も
、
極
力
人
種
を
意
識
し
た
救
済
で
は

な
く
、
人
種
中
立
的
な
手
段
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
き
、
ク
・
ソ
ン
判
決
が
州
や
地
方
自
治
体
に

よ
る
自
発
的
な
人
種
を
意
識
し
た
救
済
に
与
え
る
今
後
の
影
響
は
、
判
決
が
出
た
当
初
予
想
さ
れ
て
い
た
以
上
に
大
き
く
な
る
可
能
性
が

　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

強
い
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ク
ロ
ソ
ソ
判
決
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
厳
格
な
態
度
を
と
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
背
景
的
理
由
を
指
摘
す
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
一
つ
の
理
解
は
、
そ
の
原
因
を
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
業
者
取
り
置
き
制
自
体
に
内
在
す
る
特
殊
な
要
因
に
求
め
る
立
場
で
あ

ろ
う
。
た
と
え
ぽ
、
取
り
置
き
制
が
、
二
つ
の
点
で
、
腐
敗
を
助
長
し
て
い
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
二
つ
の
方
法
と

は
、
一
つ
に
は
実
際
に
は
白
人
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
る
会
社
が
、
黒
人
を
雇
い
そ
の
会
社
の
所
有
者
と
す
る
と
い
う
方
法
に
起
因
す

る
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
に
は
、
実
体
の
あ
ま
り
な
い
黒
人
の
会
社
が
政
府
と
下
請
の
白
人
の
会
社
の
間
に
入
り
、
ブ
・
ー
カ
ー
的
な

役
割
を
果
た
す
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
方
法
に
よ
っ
て
腐
敗
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
51
）

し
た
が
っ
て
取
り
置
き
制
は
廃
止
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
説
明
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
も
、
ク
β
ソ
ン
判
決
の
背
景
的
理
由
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
う
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ク
ロ
ソ
ン
判
決
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ

ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
に
関
す
る
最
高
裁
内
部
の
意
見
の
対
立
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
ク
・
ソ
ン
判
決
の
厳

格
さ
を
そ
の
内
在
的
な
特
殊
要
因
に
よ
っ
て
説
明
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
高
裁
内
部
の
意
見

の
対
立
に
注
意
を
向
け
る
必
要
が
生
じ
る
が
、
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
を
め
ぐ
る
論
争
の
背

後
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
規
定
し
て
い
る
基
本
的
対
立
点
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ぎ
に
、
章
を
改
め
て
そ
の
点
を
み
て
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み
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
1
）
　
頃
＆
ぴ
q
§
蕊
b
画
§
＆
。
。
硫
ミ
蛛
鵠
、
㌧
O
弩
ミ
言
q
。
。
恥
嶺
9
S
き
O
O
§
飛
§
識
き
9
≦
亀
一
ω
“
ト
㍉
導
，
巽
℃
お
Q
o
ρ
騨
一
ト
ρ
8
ピ
一
に
よ
れ
ば
、

　
ク
ロ
ソ
ン
判
決
は
、
あ
る
種
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
は
門
戸
を
開
い
て
い
る
も
の
の
、
現
在
三
六
の
州
と
一
九
〇
の
市
及
び
郡
に

　
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
た
め
の
契
約
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
有
効
性
に
対
し
て
、
疑
問
を
投
げ
か
け

　
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
．
ク
ロ
ソ
ソ
判
決
は
．
直
接
に
は
．
州
と
地
方
公
共
団
体
の
公
共
契
約
の
付
与
に
お
い
て
，
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
援

　
助
す
る
と
い
う
プ
・
グ
ラ
ム
の
み
を
含
ん
で
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
最
高
裁
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
法
原
理
は
、
雇
用
、
教
育
そ
し
て
そ
の
他
の
分

　
野
に
お
け
る
、
他
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
の
タ
イ
プ
に
も
適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
。

（
2
）
q
。
鳶
§
ミ
帖
§
匙
曽
ぎ
N
ミ
。
。
．
曽
9
§
§
肺
§
卜
噛
壕
§
ミ
誉
』
§
§
卜
§
ミ
q
昌
。
『
鰻
罫
§
ミ
ミ
．
～
卜
♀
§
§
9
‘
O
o
。
属
＞
高
貯

　
『
●
ミ
旨
（
這
o。
O
）
●
こ
の
共
同
声
明
は
．
新
平
等
協
会
（
○
夷
き
冒
暮
一
8
h
葭
四
Z
。
名
国
ρ
轟
一
一
蔓
）
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
ト
ラ

　
イ
ブ
教
授
に
依
頼
し
て
、
一
九
八
九
年
三
月
三
〇
日
に
ボ
ス
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
に
関
す
る
憲
法
学
者
会
議

　
（
Q
o
塗
馨
暮
一
8
亀
留
ぎ
蜀
り
・
．
O
o
三
霞
S
8
3
＞
臣
噌
目
暮
守
①
＞
＆
9
）
で
採
択
さ
れ
た
原
案
を
も
と
に
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
共
同
声
明

　
に
参
加
し
た
人
々
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ア
リ
ー
ソ
（
』
卜
奉
雪
）
、
ブ
ラ
ッ
ク
（
中
田
8
犀
）
、
ポ
ビ
ッ
ト
（
即
ω
。
喜
5
、
ボ
リ
ン
ジ
ャ
ー

　
（
r
閃
畠
一
ぎ
o
q
霞
）
、
ブ
レ
ス
ト
（
型
】
W
冨
9
）
．
カ
ラ
ブ
レ
イ
シ
（
9
0
巴
ぎ
器
恩
）
、
ヵ
ー
テ
ィ
腿
ベ
ニ
ィ
ァ
（
O
，
O
舘
蔓
山
①
目
宣
）
、
チ
ョ
ッ
パ
ー
（
』

　
O
げ
8
霞
）
、
デ
ー
ヴ
ィ
ス
（
型
U
”
〈
一
の
）
、
デ
ィ
ズ
（
∪
■
U
暫
網
ω
）
、
デ
リ
ン
ジ
ャ
ー
（
≦
，
∪
①
一
一
営
の
零
）
、
ド
ー
セ
ン
（
乞
■
U
o
審
窪
）
、
イ
リ
ー
（
』
．
■
国
ぐ
）
、

　
エ
ド
レ
イ
（
ρ
国
臼
①
『
）
、
カ
ミ
ザ
ー
（
ド
内
騨
ヨ
一
ω
貰
）
、
カ
ー
ス
ト
（
溶
民
導
警
）
、
ヶ
イ
（
＝
。
国
暫
図
）
、
キ
ン
グ
（
乍
国
ぎ
の
）
、
マ
ー
シ
ャ
ル
（
ω
．
寓
鴛
－

　
昌
亀
一
）
、
　
マ
イ
ク
ル
マ
ソ
（
国
●
竃
ざ
ぎ
一
目
導
）
、
ノ
ー
ト
ン
（
国
・
乞
o
詳
9
）
、
オ
ニ
ー
ル
（
顕
○
．
Z
①
ε
、
ロ
ペ
ス
（
ρ
■
8
9
）
、
プ
ラ
ガ
ー
（
ω
．

　
℃
蚕
鮫
霞
）
、
ラ
ス
ク
（
U
●
國
垢
評
）
、
セ
ク
ス
ト
ソ
（
臼
●
の
Φ
尊
呂
）
、
ス
ト
ー
ソ
（
9
00
ε
ま
）
、
サ
ソ
ス
テ
ィ
ソ
（
ρ
oo
仁
霧
言
ぎ
）
、
ト
ラ
イ
ブ
（
ダ
円
二
富
）
．

　
ヴ
ォ
ー
レ
ン
バ
ー
グ
（
』
．
。
＜
自
雲
ぴ
霞
鮫
）
。

（
3
）
卸
彗
旨
旨
－
一
ω
・

（
4
）
山
§
。
。
S
ω
昌
≦
鴛
貫
『
ぎ
這
。
。
q
§
匙
這
。
。
『
』
軸
壕
§
ミ
§
卜
§
§
q
器
轟
§
．
。
。
ミ
ミ
ミ
ぴ
ミ
軸
ぎ
じ
Q
｝
§
識
ε
℃
o
。
。
冒
貫
い
寄
く
．

　
9
♪
㎝
＄
（
一
〇
〇〇
刈
）
。

（
5
）
甲
一
貫
』
黛
ヨ
§
§
竃
誉
w
帆
§
』
濤
ミ
9
＆
。
、
翁
罫
§
蕊
§
S
卜
♀
。
。
。
§
q
9
㍉
卜
寒
。
。
始
。
ま
ミ
。
肺
ぎ
o
o
。
ミ
ミ
。
・
．
曽
＆
§
§
斜
8

　
属
＞
嵩
い
』
一
観
（
一
〇
〇〇
〇
）
。

（
6
）
　
こ
の
よ
う
な
見
解
の
背
景
に
は
、
そ
の
当
時
の
レ
ー
ガ
ソ
政
権
の
と
っ
て
い
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
緩
和
政
策
が
存
在
す
る
．
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も
っ
と
も
．
民
間
企
業
や
州
や
市
は
．
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
政
策
に
追
随
し
て
い
な
い
と
さ
れ
る
。
ω
魯
≦
貰
葺
G
。
§
養
8
鼠
倉
客
認
㎝
野
F

竹
内
一
夫
「
米
国
に
お
け
る
雇
用
差
別
の
積
極
的
是
正
」
一
橋
論
叢
九
六
巻
四
号
五
二
頁
、
六
八
頁
（
一
九
八
六
）
。
も
っ
と
も
、
そ
こ
で
の
民
間

　
企
業
の
行
動
が
費
用
の
か
か
る
訴
訟
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
点
に
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
7
）
　
写
δ
倉
。
§
養
ぎ
8
倉
暮
一
鴇
占
o
。
．
フ
リ
ー
ド
は
こ
の
よ
う
な
理
解
が
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

　
ワ
ト
ソ
γ
対
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
・
バ
ソ
ク
・
ア
ソ
ド
・
ト
ラ
ス
ト
（
譲
暮
㎎
8
‘
男
。
旨
名
a
爵
田
鼻
欝
ギ
仁
鈴
さ
o
。
ω
6
鉾
ミ
§
（
お
o。
o。
）
）
事

件
判
決
で
の
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
言
明
を
引
用
し
な
が
ら
、
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
．
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ワ
ト
ソ
ソ
事
件
が
公

民
権
第
七
編
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
．
そ
こ
で
は
、
憲
法
上
の
基
準
と
公
民
権
法
上
の
基
準
と
を

　
同
一
視
し
う
る
か
い
な
か
が
明
確
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
．

（
8
）
　
歳
●
暮
一
㎝
oo’

（
9
）
　
籍
●
彗
一
〇
〇
●

（
10
）
　
西
村
裕
三
「
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
の
任
意
の
実
施
と
差
別
の
立
証
要
件
ー
妻
①
げ
霞
判
決
以
後
の
展
開
ー
」
大
阪
府
立
大
学
経
済

　
研
究
三
二
巻
三
号
二
一
二
頁
、
二
一
四
頁
（
一
九
八
七
）
。

（
11
）
　
ω
邑
等
導
矯
望
麸
＆
裳
。
ミ
賊
§
蓉
§
§
い
湧
縣
『
ミ
§
．
。
。
卜
爲
壕
§
9
§
Q
卜
§
§
q
覇
。
G
。
鴇
一
〇
〇
国
夷
‘
■
●
閑
男
』
o。
（
一
〇
〇。
①
）
。

（
12
）
　
§
。
硫
§
憲
§
q
。
ミ
ひ
竈
。
。
。
。
目
ミ
§
ー
い
。
＆
き
喚
O
暑
。
。
。
」
O
ω
国
貧
＜
’
ピ
．
寄
＜
。
一
ω
8
鵠
ω
（
お
o
。
O
）
ー
（
ぎ
3
”
砕
霞
簿
＆
器
富
＆
帖
ε

　
q
扇
。
。
。
γ

（
1
3
）
　
濠
o

。
q
●
幹
瞠
o。
り
鳶
①
（
お
o
。
○
）
●
こ
の
判
決
の
中
で
、
バ
ー
ガ
ー
長
官
の
執
筆
し
た
相
対
多
数
意
見
は
、
ブ
ロ
ジ
ェ
ッ
ト
対
ホ
ー
ル
デ
ソ

　
（
田
。
鴇
詳
ダ
国
。
崔
①
P
鴇
㎝
戸
ω
」
島
（
お
ミ
）
）
事
件
判
決
を
引
用
し
な
が
ら
、
連
邦
議
会
の
立
法
に
対
す
る
司
法
審
査
は
、
最
も
重
大
か
つ
微

妙
な
最
高
裁
に
課
さ
れ
た
任
務
で
あ
る
と
し
、
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
綿
密
な
審
理
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
糞
彗
“
認
。
し
か
し
、
前

述
の
よ
う
に
、
実
際
に
は
、
そ
の
文
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
か
な
り
広
範
な
連
邦
議
会
の
権
限
を
認
め
て
い
る
。

（
14
）
　
嵐
，
暮
癖
oo
ρ

（
1
5
）
　
餐
o
o
q
●
o
o
●
ま
q
鴇
O
oo
ω
。
O
ダ
ミ
ω
ω
（
一
S
oo
）
●

（
1
6
）
　
＆
o
o
ご
。
の
’
暮
ω
O
oo’

（
1
7
）
　
ω
。
ぎ
碧
b
①
ぴ
』
緊
壕
§
ミ
ざ
恥
』
。
罰
§
§
亀
躰
ぎ
b
遷
鐘
§
帆
竃
顛
蓑
。
遷
。
『
琴
。
さ
§
ミ
禽
§
勘
匹
§
§
＆
§
§
堕
苫
＜
》
じ
寄
‘
謡
G
。
（
一
〇
〇。
q
）
●

　
こ
の
論
文
は
、
シ
ュ
ナ
ッ
パ
ー
が
全
米
黒
人
地
位
向
上
協
会
の
た
め
に
提
出
し
た
法
廷
の
友
書
面
を
基
礎
に
し
て
い
る
．
こ
の
論
文
の
中
で
、
シ
ュ

　
ナ
ッ
パ
ー
は
、
「
修
正
一
四
条
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
対
す
る
制
約
は
、
白
人
に
課
せ
ら
れ
る
負
担
あ
る
い
は
過
去
の
差
別
に
ょ
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り
被
害
を
受
け
た
黒
人
を
正
確
に
確
認
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
ょ
り
与
え
ら
れ
る
利
益

　
の
タ
イ
プ
に
関
心
」
が
あ
る
と
し
、
し
た
が
っ
て
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
計
画
が
最
低
必
需
品
（
穿
馨
乞
①
8
毘
試
琶
を
供
給
す
る
も
の

　
か
、
自
己
発
展
（
の
Φ
罵
卜
身
き
8
目
①
暮
）
や
自
活
の
機
会
を
あ
た
え
よ
う
と
す
る
も
の
か
で
あ
り
、
現
在
の
大
部
分
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ

　
ョ
ソ
は
後
者
の
機
会
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
現
在
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
・
ピ

　
ュ
ー
ロ
ー
法
に
比
較
す
れ
ば
、
は
る
か
に
緩
や
か
な
制
限
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
、
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
は
、

　
修
正
一
四
条
の
立
法
老
意
思
に
合
致
し
て
い
る
と
示
唆
す
る
。

（
1
8
）
　
シ
ュ
ナ
ッ
パ
ー
は
、
フ
リ
ー
ド
マ
ソ
・
ピ
ュ
ー
ロ
ー
法
に
つ
い
て
、
一
八
六
六
年
法
に
加
え
て
、
一
八
六
四
年
法
案
、
一
八
六
五
年
法
に
つ
い

　
て
も
分
析
を
加
え
て
い
る
。
糞
暮
胡
甲
拐

（
1
9
）
　
シ
ュ
ナ
ッ
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
そ
の
票
数
は
、
下
院
に
お
い
て
は
、
一
〇
四
票
対
三
三
票
で
あ
り
、
上
院
に
お
い
て
は
、
三
三
票
対
一
二
票
で
あ

　
っ
た
と
さ
れ
る
。
』
釧
暮
ミ
9

（
2
0
）
　
こ
の
点
に
関
し
て
、
デ
イ
ズ
（
q
U
や
嶺
）
は
、
フ
リ
ー
ド
マ
ソ
・
ピ
ュ
！
戸
1
法
は
、
公
民
権
法
の
中
で
は
、
明
確
な
人
種
に
よ
る
分
類
を
用

　
い
て
い
る
点
で
、
例
外
的
で
あ
る
と
す
る
。
評
葦
勺
嘗
§
奉
8
属
＞
旨
じ
↑
ホ
ω
」
3
（
這
o。
刈
）
。

（
2
1
）
　
ω
。
ぎ
冨
び
ト
軸
壕
§
9
画
竃
卜
§
§
b
8
零
画
ミ
§
画
躰
ぎ
O
§
喬
9
画
ε
寒
霧
器
喚
霧
。
『
q
き
。
。
§
一
ω
o
o
ご
。
国
〉
冥
い
菊
国
‘
P
o。
ど
b
o。
㎝
I
o

o
O

　
（
一
8
0
）
●

（
2
2
）
　
黛
＆
眺
ε
q
3
3
。
。
§
養
昌
9
①
目
u
”
ψ
鵠
劇
．

（
2
3
）
　
嵐
・
暮
旨
轟
●

（
2
4
）
　
q
Q
ミ
硫
き
9
ミ
。
。
．
笥
§
ミ
ε
、
さ
渇
。
。
。
。
ミ
、
§
鮮
8
属
＞
旨
い
』
一
8
（
這
o
。
。
）
。
な
お
、
こ
の
反
論
に
署
名
し
た
学
者
は
、
二
九
名
で
あ
り
、

　
共
同
声
明
に
署
名
し
た
者
の
中
で
、
イ
リ
ー
教
授
は
加
わ
っ
て
い
な
い
．

（
2
5
）
　
暫
Q
ω
昌
霞
。
び
撃
ミ
9
昌
9
。
婚
一
一
魯
ω
O
ω
“
O
o
目
旨
①
暑
讐
卜
黛
壕
§
ミ
帖
竃
』
§
§
ミ
き
。
試
＆
欝
肺
－
卜
。
。
＆
器
勺
ミ
ミ
恥
誉
肺
鷺
“
ミ
画
§
、
ミ

　誉

慧
恥
§
§
縣
§
画
§
9
肺
ぎ
硫
ミ
き
§
ミ
ミ
い
8
匙
Q
。
竃
§
§
§
蛛
い
ミ
界
㎝
O
竃
一
畢
い
』
一
〇。
O
、
N
8
鐸
刈
O
（
一
〇
〇。
O
）
●

（
2
6
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ク
ロ
ソ
ソ
判
決
の
み
で
は
な
く
、
ワ
イ
ガ
ソ
ト
判
決
、
パ
ラ
ダ
イ
ス
判
決
な
ど
に
お
け
る
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
意
見

　
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
硫
Q
馬
章
い
ミ
O
q
，
ψ
器
S
こ
の
よ
う
な
点
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
ク
ロ
ソ
ソ
判
決
で
人
種
を
意
識
し
た
公
共

部
門
に
よ
る
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
対
す
る
審
査
基
準
と
し
て
、
厳
格
な
審
査
基
準
の
適
用
を
認
め
る
多
数
派
が
最
高
裁
の
裁
判
官

内
部
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
影
響
は
な
い
と
も
言
い
え
よ
う
。
硫
零
G
o
。
ミ
ミ
．
掬
§
ε
ε
等
＆
霧
ミ
勺
試
舞
。
。
§
壕
9
き
ε
鉾
暮

　
一
8
●
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（
27
）
　
O
毒
些
①
ン
『
ぎ
硫
愚
慧
§
恥
q
§
3
這
謡
目
ミ
詳
1
、
ミ
§
ミ
魯
誉
警
ミ
魯
亀
南
ぎ
ミ
帖
言
b
。
。
ミ
ぎ
恥
。
。
§
9
q
評
§
皇
ε
Q
。
ミ
讐
』

　
ま
＆
無
、
ミ
9
≧
§
ミ
的
餐
9
、
壕
9
s
識
§
矯
o
o
O
閏
＞
零
・
い
国
国
く
。
一
℃
oo
（
一
〇
謡
）
’

（
28
）
　
斜
o
。
O
戸
ψ
一
お
（
這
o。
刈
）
。

（
2
9
）
　
囑
o
o
q
。
¢
醤
一
（
一
〇
〇〇
〇
）
。

（
30
）
　
の
魯
≦
暫
旨
N
』
§
養
き
富
膳
．
暮
思
O
ム
S
な
お
、
こ
の
よ
う
な
態
度
が
性
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
y
の
合
憲
性
に
対

す
る
審
査
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
武
田
万
里
子
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
置
け
る
男
女
平
等
と
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク

　
シ
ョ
ソ
」
早
大
法
研
論
集
四
七
号
一
六
三
頁
（
一
九
八
八
）
参
照
の
こ
と
。

（
3
1
）
暫
恥
ω
魯
霞
Φ
き
。
。
§
蓉
ぎ
げ
①
曽
u
暮
ω
一
q
●

（
3
2
）
　
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
は
、
最
高
裁
裁
判
官
に
就
任
す
る
以
前
か
ら
、
人
種
を
意
識
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
に
対
し
て
は
、
原
則

及
び
実
際
的
理
由
の
い
ず
れ
の
面
に
お
い
て
も
、
拒
否
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
た
。
硫
ミ
ω
邑
昼
『
書
b
逃
覇
Φ
曽
q
ミ
辞
這
お
≦
羨
午

　⇔

・
■
●
9
虞
8
嶺
9

（
3
3
）
ω
昌
①
話
き
欝
筍
養
β
9
Φ
b
。
ド
暮
器
O
・

（
鍵
）
　
一
〇
〇
の
。
9
．
一
〇〇
島
り
H
巽
9

（
3
5
）
　
こ
の
点
で
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
が
、
ワ
イ
ガ
ン
ト
判
決
に
お
け
る
意
見
の
中
で
は
、
政
府
に
ょ
る
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・

　
ア
ク
シ
ョ
ソ
は
、
政
府
自
身
に
よ
る
差
別
に
対
す
る
救
済
と
い
う
政
府
利
益
が
存
在
す
る
場
合
の
み
に
制
限
さ
れ
、
政
府
自
身
に
よ
る
差
別
に
帰
す

　
こ
と
の
で
き
な
い
社
会
的
差
別
を
除
去
す
る
と
い
う
こ
と
の
み
で
は
厳
格
な
審
査
で
い
う
と
こ
ろ
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
に
該
当
し
な
い
と
し
て

　
い
た
こ
と
で
あ
る
。
誉
。
暮
一
〇。
緕
。

（
3
6
）
　
一
〇
〇
の
・
O
ρ
8
9
認
O
（
一
〇
〇〇
〇
）
●

（
3
7
）
　
ω
魯
目
一
暮
‘
O
費
固
導
自
q
巳
ゆ
a
の
魯
o
o
一
9
㎝
ド
O
爵
男
。
浅
呂
ρ
緕
o
。
（
O
爵
Q
ダ
一
〇
〇。
一
）
“
ω
o
暮
げ
男
一
〇
工
盆
O
冨
讐
霞
o
断
芽
o
＞
器
0
9
－

　
暮
＆
O
①
P
O
o
暮
蚕
9
0
琶
o
団
卜
旨
．
〈
●
冒
①
ヰ
8
0
一
騨
騨
づ
∪
銭
Φ
O
o
q
暮
ざ
認
ω
閂
。
曽
oo
＆
矯
O
o
q
ω
（
一
一
浮
O
ダ
這
oo
鱒
）
●

（
3
8
）
　
の
畠
≦
ゆ
客
伊
讐
鳩
養
5
9
Φ
♪
暮
㎝
㎝
命
㎝
9

（
3
9
）
　
乞
o
貫
『
ぎ
≧
§
鴇
ミ
醤
ミ
Q
蔑
§
。
、
b
軌
。
。
ミ
麟
§
き
ミ
画
§
ぎ
、
§
§
q
§
讐
§
識
ε
、
餌
～
器
軸
鷺
。
蕊
嬉
§
、
ミ
曽
R
爵
§
“
b
8
匙
ミ
ぎ
ミ
貸
健

。。

浄
肺
出
。
。
眺
魯
。
。
』
幡
ミ
ミ
竃
9
ミ
リ
一
〇
一
国
夷
～
い
国
国
～
一
お
8
一
〇
。
O
群
p
お
（
這
o。
o。
）
●

（
40
）
　
ク
ロ
ソ
ソ
事
件
の
場
合
で
も
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
は
、
「
市
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
証
拠
は
、
リ
ッ
チ
モ
ソ
ド
の
建
設
業
界
に
お
け
る
確
認

　
さ
れ
た
差
別
を
な
ん
ら
示
す
も
の
で
は
な
い
』
と
す
る
。
一
8
ψ
O
ρ
ざ
O
』
璃
（
お
c
。
O
）
・
こ
の
点
で
、
か
つ
て
オ
コ
ー
ナ
！
裁
判
官
が
ワ
イ
ガ
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ソ
ト
判
決
に
お
け
る
意
見
の
中
で
示
し
た
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
際
の
基
礎
と
し
て
の
事
実
認
定
の
意
味
は
、
政
府
に

　
よ
る
自
発
的
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
を
政
府
自
身
に
よ
る
過
去
の
差
別
に
対
す
る
救
済
に
限
定
す
る
こ
と
を
確
実
な
も
の
に
す
る
こ
と

　
に
あ
り
、
法
律
違
反
あ
る
い
は
憲
法
違
反
と
い
う
よ
う
な
要
件
は
、
こ
の
事
実
認
定
に
お
い
て
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
見
解
（
ミ
①
鼻
堕

鵠
O
）
は
限
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

（
4
1
）
　
一
〇
圃
幹
O
ρ
置
合
鳩
一
＆
一
ふ
N
（
一
〇
〇
。
『
）
●
硫
器
の
昌
≦
舘
貫
鶏
蛤
養
”
9
0
ト
暮
鵠
S

（
42
）
　
≦
。
＆
ひ
崔
Φ
昏
寓
鋼
舞
リ
ミ
9
ミ
ε
い
ぎ
§
Q
ミ
ま
隠
富
誉
恥
§
『
ミ
恥
勺
旨
§
“
§
§
畑
等
。
§
蔑
§
％
㌧
§
§
硫
§
ミ
ぎ
N
§
ミ
這
』
軸
壕
§
や

誉
恥
卜
§
§
卜
誉
ミ
』
暮
虜
§
§
戚
ミ
竈
§
賄
』
O
q
弼
い
8
S
ω
o。
い
（
一
〇
〇。
c。
）
8

（
4
3
）
　
こ
の
ほ
か
に
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
自
ら
が
、
か
つ
て
ワ
イ
ガ
ソ
ト
事
件
で
指
摘
し
た
（
ミ
O
弓
砕
8
0
）
、
政
府
に
対
し
て
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ

　
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
際
に
、
あ
ら
か
じ
め
違
法
な
差
別
に
政
府
が
従
事
し
て
い
た
と
い
う
事
実
認
定
を
求
め
る
こ
と
は
、
政
府
に
よ
る

自
発
的
な
公
民
権
法
上
の
義
務
の
遂
行
を
妨
げ
る
と
い
う
事
態
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
問
題
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
．

（
4
4
）
乞
9
。
．
『
ぎ
≧
§
鳩
ミ
鳶
飾
§
融
§
。
、
b
蹄
ミ
慧
罫
§
§
旨
、
＆
§
9
蕊
憶
§
識
鳶
、
餌
～
器
飾
慧
ら
ミ
帖
§
、
ミ
鱒
ミ
恥
§
軋
導
琶
竃
ぎ
。
蕊
健

　
山
§
帖
慧
。
。
。
。
き
肺
－
卜
。
。
＆
Q
。
。
』
、
肺
ミ
ミ
竃
9
蕊
一
。
。
醤
ミ
9
昌
9
0
ω
9
暮
嵩
8
・

（
4
5
）
　
瞳
も

。
目
¢
お
ρ
一
S
（
お
お
y
ウ
ェ
L
ハ
ー
判
決
に
関
す
る
邦
語
評
釈
と
し
て
は
．
山
口
浩
一
郎
「
使
用
者
の
差
別
是
正
行
為
と
逆
差
別

ー
ウ
ェ
！
バ
ー
事
件
の
紹
介
f
』
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
一
六
号
八
八
頁
（
一
九
八
O
）
、
西
村
裕
三
・
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・

　
ア
ク
シ
ョ
ソ
を
め
ぐ
る
法
的
諸
問
題
第
五
章
な
ど
参
照
の
こ
と
。
．

（
4
6
）
　
一
〇
刈
ψ
O
『
に
合
一
一
畠
ω
（
一
〇
〇。
刈
）
。

（
4
7
）
≦
8
留
置
。
卸
竃
導
鮮
墜
ミ
9
ぎ
ε
“
鱒
噂
暮
ω
o。
ω
。

（
4
8
）
　
こ
の
点
で
．
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
の
後
任
と
し
て
、
自
発
的
な
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
の
合
憲
性
に
関
す
る
最
高
裁
の
判
断
を
左
右

　
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
、
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
が
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
の
見
解
に
か
な
り
好
意
的
で
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら

　
れ
る
。
防
ミ
≦
8
駐
崔
Φ
俸
匡
舘
解
。
。
§
鴇
壕
9
ぎ
ε
合
一
暮
ω
○。
Q
o
P
ま
●

（
4
9
）
　
O
o
ヨ
目
①
暮
一
』
緊
壕
§
9
き
恥
卜
9
画
§
ミ
ぎ
。
註
＆
勲
肺
≦
。
。
帖
魯
。
。
％
、
ミ
ミ
恥
～
§
軸
意
。
a
帖
§
、
ミ
』
§
黛
。
§
恥
§
9
帖
§
9
肺
ぎ
o
o
ミ
恥
§
匙
ミ
b
8
匙

　
Q
ミ
ミ
s
§
§
い
ト
ミ
斜
。
。
§
ミ
9
ぎ
一
〇
〇
9
8
9

（
50
）
　
ク
ロ
ソ
ソ
判
決
に
対
す
る
判
例
批
評
の
中
に
は
、
こ
れ
ま
で
ア
フ
ァ
！
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
事
件
に
お
い
て
、
つ
ね
に
キ
ャ
ス

　
チ
ン
グ
・
ボ
ー
ト
を
握
っ
て
き
た
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
に
代
わ
っ
て
、
今
後
は
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
が
そ
の
立
場
に
立
つ
こ
と
に
な
ろ
う
と
す
る
見
解

　
も
存
在
す
る
．
の
9
硫
寧
曽
＆
霧
曽
＆
“
＞
』
●
》
↑
お
（
》
胃
芦
這
c
。
O
）
・
し
か
し
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
が
、
現
在
の
最
高
裁
の
中
で
も
中
道
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　的な

立
場
を
保
持
し
て
い
る
と
い
え
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
ろ
う
．

能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
の
昌
≦
彗
貫
。
。
§
養
ぎ
言
倉
9
9
F

（
5
1
）
　
2
。
（
閃
8
昌
一
一
9
竃
”
網
9
一
〇
〇。
9
ゆ
“
一
一
●

（
52
）
宰
一
①
9
。
。
§
養
昌
9
。
9
彗
一
〇
ρ

む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
立
場
は
、
今
後
ホ
ワ
イ
ト
裁
判
官
が
担
っ
て
い
く
可

四
　
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
基
本
的
対
立
の
構
図

最近のアファーマティヴ・アクションをめぐる憲法問題

　
1
　
基
本
的
対
立
点
の
変
遷

　
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
今
日
ま
で
盛
ん
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

根
底
に
あ
る
基
本
的
対
立
点
は
、
幾
層
に
も
わ
た
り
複
数
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
間
で
の
重
要
性
を
そ
の
時
々
の
状

況
に
応
じ
て
変
化
さ
せ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
ず
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
八
○
年
代
前
半
に
か
け
て
重
要
視
さ
れ
て
き
た
の
が
、
フ
ァ
ロ
ン
（
零
岡
毘
8
）
と
ワ
イ
ラ
ー
（
》

≦
亀
包
の
指
摘
す
る
よ
う
な
、
人
種
間
で
の
正
義
（
寄
。
巨
旨
G
・
ぎ
①
）
を
考
え
る
際
に
個
人
に
重
点
を
お
く
個
人
的
正
義
モ
デ
ル
（
冒
＆
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

。
＝
且
三
身
巴
旨
昌
8
）
と
グ
ル
ー
プ
を
基
本
と
し
て
考
え
る
グ
ル
ー
プ
的
正
義
モ
デ
ル
（
竃
。
塗
9
毎
。
暮
旨
路
8
）
と
の
対
立
で
あ
る
。

　
フ
ァ
ロ
ン
ら
に
よ
れ
ば
、
個
人
的
正
義
モ
デ
ル
は
、
一
般
原
則
と
し
て
の
反
差
別
原
則
（
き
試
駐
＆
且
暴
ぎ
昌
冨
鼠
覧
Φ
）
を
そ
の
中
核
と

し
、
当
事
者
の
人
種
に
よ
っ
て
、
分
類
、
決
定
、
慣
行
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
否
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
反
差
別
原
則
に
関
し

て
重
要
な
点
は
、
そ
れ
が
個
々
の
人
間
は
尊
敬
と
関
心
を
求
め
る
権
利
を
有
し
、
そ
の
よ
う
な
個
人
こ
そ
道
徳
的
、
法
的
な
世
界
に
お
け

る
基
本
的
な
要
素
で
あ
る
と
と
ら
え
る
、
従
来
か
ら
の
道
徳
的
な
価
値
観
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
個
人

的
正
義
モ
デ
ル
の
下
で
は
．
人
々
に
ど
の
よ
う
な
仕
事
が
分
配
さ
れ
る
か
は
、
個
人
の
メ
リ
ッ
ト
、
努
力
、
生
産
性
な
ど
に
報
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
で
き
る
自
由
に
機
能
す
る
労
働
市
場
に
任
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
仮
定
さ
れ
て
い
る
．
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こ
の
よ
う
な
個
人
的
正
義
モ
デ
ル
の
下
で
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
人
種
を
意
識
し
た
割
当
制
な
ど
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
は
、
反
差
別
原
則
に
対
す
る
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
余
地
は
な
い
。
そ
れ
は
、
個
人
的
正
義
モ
デ
ル
の
下
で
は
、
法
的
救
済
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

目
的
は
、
被
害
者
に
対
す
る
補
償
で
あ
っ
て
、
人
種
の
存
在
を
意
識
し
た
上
で
の
救
済
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
い
ま
述
べ
た
よ
う
な
個
人
的
正
義
モ
デ
ル
に
対
し
、
グ
ル
ー
プ
的
正
義
モ
デ
ル
は
、
フ
ァ
悌
ソ
ら
に
よ
れ
ば
、
主
と
し
て
、
歴
史
的
に

不
利
益
を
こ
う
む
っ
て
き
た
グ
ル
ー
プ
．
と
く
に
黒
人
の
利
益
を
保
護
し
促
進
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
特
色
は
そ

れ
が
哲
学
的
、
抽
象
的
な
議
論
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
歴
史
的
、
社
会
学
的
事
実
に
関
す
る
認
識
を
基
礎
に

し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
的
正
義
モ
デ
ル
の
下
で
は
、
人
種
ご
と
に
異
な
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
つ
雇

用
慣
行
は
、
違
法
な
も
の
と
推
定
さ
れ
、
ま
た
救
済
の
範
囲
は
、
違
法
行
為
の
直
接
の
被
害
者
の
み
に
限
定
さ
れ
ず
、
ス
テ
ィ
グ
マ
化
さ

れ
た
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
救
済
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
個
人
的
正
義
モ
デ
ル
と
は
異
な
る
法
的
な
思
考
が
と
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
モ
デ
ル
の
下
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
割
当
を
人
種
ご
と
に
決
め
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
黒
人
に
有
利
な
利
益
を
付
与
す
る
救

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

済
も
適
切
な
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
の
論
争
の
根
底
に
あ
る
基
本
的
対
立
の
一
つ
で
あ
る
個
人
的
正
義
モ
デ
ル
と
グ
ル
ー
プ
的
正
義
モ

デ
ル
の
対
立
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
フ
ァ
ロ
ソ
ら
の
考
え
方
に
し
た
が
っ
て
抽
象
的
な
形
で
み
て
き
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
な
か
理

解
し
に
く
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
主
張
を
知
る
た
め
に
、
つ
ぎ
に
も
う
少
し
具
体
的
な
形
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
論
議
を
み

て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
、
グ
ル
ー
プ
を
基
礎
と
し
て
人
種
間
の
正
義
を
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
す
る
立
場
の
代
表
と
し
て
、
フ
ィ
ス
（
ρ
コ
琶
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ィ
ス
の
議
論
は
、
ま
ず
修
正
一
四
条
の
平
等
保
護
条
項
の
理
解
か
ら
始
ま
る
。
フ
ィ
ス
は
、
平
等
保
護
条
項
が
、

主
と
し
て
黒
人
の
保
護
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
り
、
始
原
意
思
（
＆
屯
犀
＝
暮
①
邑
ば
か
り
で
は
な
く
、
最
高
裁
の
判
例
の
上
で
も
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
と
す
る
。
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こ
こ
で
フ
ィ
ス
の
い
う
グ
ル
ー
プ
と
は
、
グ
ル
ー
プ
が
そ
の
構
成
員
と
は
独
立
し
た
実
在
（
①
呂
琶
で
あ
り
、
か
つ
構
成
員
の
ア
イ
デ

ソ
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
福
利
が
、
グ
ル
㌧
フ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
や
福
利
と
相
互
依
存
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
特
徴
を
も
つ
社
会
的
グ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ー
プ
の
意
味
で
あ
る
と
さ
れ
、
具
体
的
に
は
、
黒
人
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ィ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
が
、
ア

メ
リ
カ
社
会
で
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
最
悪
の
境
遇
に
お
か
れ
て
ぎ
た
階
層
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
地
位
を
改
善
す
る
た
め
に
は

長
期
に
わ
た
っ
て
黒
人
を
従
属
的
な
地
位
に
閉
じ
込
め
て
き
た
人
種
的
カ
ー
ス
ト
制
度
を
廃
止
す
る
た
め
の
社
会
の
階
層
的
構
造
に
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

を
及
ぼ
す
よ
う
な
方
法
が
是
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
黒
人
に
対
す
る
優
先
処
遇
の
政
策
の
合
憲
性
は
合
理
性
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

基
準
で
審
査
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
．

　
こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ス
の
考
え
方
に
対
し
て
、
従
来
の
伝
統
的
な
考
え
方
に
し
た
が
っ
て
、
個
人
を
基
礎
と
し
て
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と

主
張
す
る
の
が
、
レ
イ
ノ
ル
ズ
（
苺
響
旨
。
一
琶
で
あ
る
。
レ
イ
ノ
ル
ズ
は
、
グ
ル
ー
プ
を
基
礎
と
し
て
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
す
る

主
張
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
グ
ル
㌧
フ
の
権
利
利
益
を
中
心
に
し
て
と
ら
え
て
い
く
考
え
方
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
公
民
権
運
動
を
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

じ
て
形
成
さ
れ
た
国
民
的
コ
ソ
セ
ソ
サ
ス
を
崩
壊
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

　
レ
イ
ノ
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
大
き
な
進
展
を
み
せ
た
公
民
権
運
動
の
結
果
と
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
に
公
共
政

策
と
し
て
カ
ラ
ー
・
ブ
ラ
イ
ソ
ド
と
い
う
考
え
方
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
す
べ
て
の
個
人
に
と
っ
て
の
機
会
の
平
等
は
、
単
な

る
法
的
な
戒
律
（
8
ヨ
目
餌
呂
馨
暮
¢
）
で
は
な
く
、
道
徳
的
な
命
令
で
あ
り
、
も
は
や
否
定
で
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
コ
ソ
セ
ン
サ
ス
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
国
民
的
コ
ソ
セ
ソ
サ
ス
を
前
提
と
し
て
、
レ
イ
ノ
ル
ズ
は
、
個
人
の
機
会
の
平
等
の
強
調
に
代
わ
る
、
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
の
結

果
の
平
等
を
強
調
す
る
考
え
方
を
批
判
す
る
。
レ
イ
ノ
ル
ズ
の
批
判
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
．
第
一
点
は
、
グ
ル
ー
プ
志
向
の
考

え
方
の
下
で
は
、
誰
が
規
制
さ
れ
る
の
か
、
何
が
配
分
さ
れ
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
目
的
は
な
に
か
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
果
が
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

く
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
点
は
、
グ
ル
㌧
フ
志
向
の
考
え
方
が
そ
の
理
由
付
け
に
お
い
て
、
一
八
九
六
年
の
プ
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（
辺
）

レ
ッ
シ
ー
対
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
（
℃
諒
亀
ダ
頴
お
垢
8
）
事
件
判
決
に
お
け
る
「
分
離
す
れ
ど
も
平
等
」
の
考
え
方
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
を

強
調
す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
人
種
に
基
づ
く
一
時
的
な
選
好
が
グ
ル
ー
プ
間
の
平
等
な
結
果
の
達
成
と
い
う
利
益
の
た
め
に
は
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

要
で
あ
る
と
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
レ
イ
ノ
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
志
向
の
考
え
方
は
、
白
人
と
黒
人
の
立
場
こ
そ
一
八
九
六
年
の
時
と
逆
で
は
あ
る
が
、

罪
の
な
い
白
人
の
犠
牲
の
上
に
た
っ
て
、
黒
人
に
利
益
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
が
そ
の
よ
う
な
利
益
を
特
定
の
人
種
に
付
与
す
る

こ
と
は
、
明
か
な
差
別
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
差
別
を
解
消
す
る
と
い
う
結
果
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
く
、
公
民
権
運
動
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
成
果
を
減
ず
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
レ
イ
ノ
ル
ズ
は
、
ア
メ
リ
カ
が
す
べ
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
国
で
あ
り
、
か
つ
、
一
人
一
人
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
人
々
の
権
利
は
個
人
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
ア

メ
リ
カ
の
信
念
に
起
因
し
て
お
り
．
し
た
が
っ
て
そ
こ
で
は
個
人
の
メ
リ
ッ
ト
に
従
っ
た
判
断
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
で

（
1
4
）

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
対
立
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
的
正
義
を
目
指
す
考
え
方
と
個
人
的
正
義
を
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

向
す
る
考
え
方
と
の
相
克
と
し
て
と
ら
え
る
見
方
は
、
今
日
で
も
な
お
そ
の
有
効
性
を
保
持
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
二
つ
の
モ
デ
ル
を
対
極
に
据
え
た
基
本
的
枠
組
み
だ
け
で
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
そ
の
後
の
論
争
は
理
解

で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
そ
の
後
の
状
況
の
中
で
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
対
立
が
、
む
し

ろ
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か
と
い
う
点
に
移
行
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
そ
の
後
の
政
治
的
、
社
会
的
状
況
の
変
化
の
中
で
、
一
九
六
四
年
の
公
民
権
法
の
目
的
が
特
定
の
差
別
行
為
に
よ
る
個
人

の
被
害
者
に
補
償
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
人
種
的
不
正
義
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
あ
る
人
種
全
体
に
及
ぶ
よ
う
な
効

果
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
る
、
と
い
う
新
た
な
考
え
方
が
広
ま
り
、
ま
た
黒
人
を
不
当
に
多
く
排
除
し
て
し
ま
う
よ
う
な
効
果
を
持
つ
制
度
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

さ
れ
た
社
会
的
な
慣
行
や
政
策
に
対
す
る
改
革
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
認
識
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
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具
体
的
に
は
、
た
と
え
ば
フ
ァ
ロ
ソ
ら
が
、
前
述
の
二
つ
の
モ
デ
ル
に
代
え
て
提
唱
す
る
社
会
的
正
義
モ
デ
ル
（
臣
。
竃
＆
。
一
9

の
8
芭
冒
毘
8
）
を
、
こ
の
よ
う
な
状
況
認
識
を
反
映
し
た
も
の
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
社
会
的
正
義
モ
デ
ル
は
、
人
種
を
意
識

し
た
再
分
配
計
画
を
正
当
化
す
る
た
め
の
条
件
と
人
種
的
正
義
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
の
配
分
に
つ
い
て
の
公
正
さ
と
い
う
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

つ
の
点
に
焦
点
を
絞
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
人
種
差
別
主
義
の
歴
史
的
な
浸
透
に
よ
っ
て
黒
人
が
階
層
と
し
て
特
徴
づ
け
ら

れ
、
依
然
と
し
て
経
済
的
、
文
化
的
、
社
会
的
不
利
益
を
こ
う
む
っ
て
い
る
と
み
る
点
で
、
グ
ル
ー
プ
的
正
義
モ
デ
ル
と
認
識
を
共
有
し

つ
つ
、
経
済
的
、
社
会
的
制
度
か
ら
過
去
の
差
別
に
関
連
す
る
と
推
定
さ
れ
る
要
因
を
排
除
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
矯
正
（
§
ま
。
葺
8
）

と
い
う
観
念
を
導
入
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
的
正
義
モ
デ
ル
の
考
え
方
は
、
先
に
あ
げ
た
グ
ル
ー
ブ
的
正
義
モ
デ
ル
に
類
似
し
た
特
徴
を
も
つ
も
の
の
、
ア
フ
ァ

ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
正
当
化
の
間
題
に
関
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
人
種
に
関
す
る
過
去
の
不
幸
な
歴
史
と
結
び
つ
く
ほ
ど
の
極
度

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、
社
会
的
現
実
そ
れ
自
身
の
変
化
に
応
じ
て
、
救
済
が
恒
久
的
な
も
の
で
は
な
く
、
短
期
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
点
で
、
ま
た
、
個
人
の
違
法
行
為
で
は
な
く
社
会
に
よ
る
違
法
な
行
為
と
い
う
事
実
を
根
拠
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

て
、
い
わ
ゆ
る
矯
正
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
過
大
な
も
の
を
特
定
の
個
人
に
課
す
る
こ
と
は
不
公
正
で
あ
り
、
特
定
の
個
人
に
合
理
的
に

配
分
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
す
る
点
で
も
、
グ
ル
ー
プ
的
正
義
モ
デ
ル
と
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
い
ま
述
べ
た
よ
う
な
フ
ァ
ロ
ン
ら
の
認
識
を
少
な
か
ら
ず
共
有
す
る
裁
判
官
の
見
解
と
し
て
、
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
の
見
解
を

あ
げ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
は
、
フ
リ
ラ
ブ
事
件
に
お
け
る
同
意
意
見
の
中
で
、
厳
格
な
審
査
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と

し
つ
つ
、
政
府
利
益
が
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
い
な
か
を
判
断
す
る
要
素
の
一
つ
と
し
て
、
政
府
に
よ
る
違
法
な
差
別

行
為
の
認
定
を
あ
げ
る
が
、
こ
の
点
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
が
立
法
経
過
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
差
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

に
関
す
る
立
法
資
料
（
冨
邑
畳
毒
馨
§
議
）
を
も
議
会
は
利
用
で
き
る
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
パ
ゥ
エ
ル
裁
判
官
は
、
目
的

達
成
の
た
め
の
手
段
に
関
わ
る
審
査
に
つ
い
て
も
、
選
択
さ
れ
た
救
済
の
合
憲
性
を
審
査
す
る
際
の
要
素
と
し
て
、
選
択
し
た
も
の
以
外
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の
救
済
の
効
果
は
ど
の
程
度
か
、
選
択
し
た
救
済
の
期
間
の
長
さ
．
雇
用
さ
れ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
労
働
者
と
関
連
す
る
人
口
あ
る
い
は

労
働
力
と
の
割
合
、
放
棄
条
項
の
利
用
可
能
性
の
有
無
、
差
別
に
対
し
て
罪
の
な
い
第
三
者
へ
の
影
響
の
程
度
、
公
平
さ
の
程
度
な
ど
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
）

多
く
の
要
素
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
パ
ゥ
エ
ル
裁
判
官
の
見
解
の
現
実
的
重
要
性
は
、
そ
れ
が
最
高
裁
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
対
す
る
態
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

を
決
定
す
る
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ボ
ー
ト
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
最
高
裁
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
に
対
す
る
実
際
的
な
判
断
を
強
調
す
る
傾
向
に
も
大
い
に
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
い
ま
ま
で
述
べ
て
き
た
フ
ァ
β
ソ
ら
の
社
会
的
正
義
モ
デ
ル
や
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
の
見
解
に
共
通
す
る
特
色
と
し
て
、
個
々
の
具
体
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

な
事
件
の
性
質
に
応
じ
て
判
断
し
て
い
こ
う
と
す
る
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
性
格
を
見
い
だ
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
考
え
方
の
下
で
は
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
論
争
は
、
個
々
の
事
件
を
ど
う
判
断
し
、
ど
の

よ
う
な
内
容
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
許
容
す
る
か
と
い
う
現
実
を
重
視
し
た
性
質
の
も
の
と
な
る
可
能
性
が
高
く
な
ら

ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
影
響
は
、
現
在
で
も
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
最
高
裁
の
判
決
が
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
厳
格
な
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
も
、
合
憲
と
さ
れ
た
場
合
が
予
想
以
上
に
多
い
こ
と
に
よ
っ
て
示
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
と
も
な
う
間
題
点
は
、
「
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
論
争
の
主
た
る
参
加
者
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

て
に
よ
っ
て
、
人
種
間
の
公
正
や
平
等
」
へ
の
強
い
熱
意
と
貢
献
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
前
提

は
、
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
政
治
の
保
守
化
の
状
況
、
具
体
的
に
は
最
高
裁
の
裁
判
官
の
構
成
の
変
化
に
よ
っ
て
、
成
立
し
が
た
く
な
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
．
つ
ぎ
に
そ
の
点
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
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2
　
新
た
な
基
本
的
対
立
点
の
登
場

　
本
稿
で
主
と
し
て
取
り
上
げ
て
き
た
ク
・
ソ
ン
判
決
は
、
前
述
し
た
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
の
考
え
方
に
沿
っ
た
形
で
の
判
断
枠
組
み
が
表

面
上
と
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ク
官
ソ
ン
事
件
で
の
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
判
決
意
見
は
、
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
の
見
解
に
表
面
上
沿
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

て
は
い
る
も
の
の
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
対
す
る
新
た
な
考
え
方
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
考
え
方
の

特
色
は
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
一
般
に
否
定
的
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
政
治
的
に
人
々
に
対
す
る
責
任
を
有
す
る
統
治

機
関
に
よ
る
自
発
的
な
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
従
来
の
司
法
消
極
主
義
の
立
場
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
、
そ
の
種

の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
実
施
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
そ
の
こ
と
は
、
ク
β
ソ
ン
事
件
に
お
け
る
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
意
見
が
、
過
去
の
差
別
の
効
果
を
解
消
す
る
た
め
に
地
方
自
治
体
が

行
う
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
に
対
し
て
、
非
常
に
厳
格
な
形
で
の
立
証
責
任
を
課
し
、
確
認
さ
れ
た
差
別
が
存
在
す
る
場
合

に
の
み
、
州
や
地
方
自
治
体
に
よ
る
自
発
的
な
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
認
め
る
と
し
て
い
る
態
度
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
具
体
的
に
確
認
さ
れ
た
差
別
が
何
を
指
す
の
か
が
間
題
と
な
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
は
、
明
確
な

定
義
を
示
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
側
の
提
示
す
る
証
拠
を
す
べ
て
個
別
的
に
も
、
総
合
的
に
も
否
定
す
る
と
い
う
姿
勢

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
人
種
差
別
主
義
者
で
あ
る
加
害
者
個
人
を
選
ん
で
罰
し
た
い
と
い
う
欲
求
と
、
差
別
の
存
在
を
明
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

か
に
す
る
た
め
に
は
特
定
さ
れ
た
差
別
慣
行
に
関
す
る
証
拠
を
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
信
念
の
両
者
を
反
映
し
て
い
る
」
と

考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
先
に
述
べ
た
個
人
的
正
義
モ
デ
ル
の
特
色
に
類
似
す
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
が
、
そ
こ
で
注
意
し
な
け

れ
ぽ
な
ら
な
い
の
は
、
ク
ロ
ソ
ソ
事
件
で
は
、
地
方
自
治
体
に
よ
る
自
発
的
な
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
合
憲
性
が
争
わ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
し
か
に
一
方
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
の
個
人
的
正
義
モ
デ
ル
と
共
通
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
傾

向
の
復
活
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
他
方
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
司
法
の
役
割
と
地
方
自
治
体
と
の
関
係
が
正

269



法学研究63巻12号（’90：12）

面
か
ら
間
わ
れ
て
い
る
点
で
、
新
た
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
．

　
す
な
わ
ち
、
ク
ロ
ソ
ソ
事
件
で
の
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
判
決
意
見
は
、
地
方
自
治
体
に
よ
る
自
発
的
な
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク

シ
ョ
ソ
で
あ
っ
て
も
、
過
去
の
差
別
に
対
す
る
効
果
を
排
除
す
る
場
合
で
あ
っ
て
な
お
か
つ
地
方
自
治
体
が
確
認
さ
れ
た
差
別
に
関
す
る

証
拠
を
示
し
た
場
合
に
の
み
、
認
め
ら
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
中

で
も
裁
判
所
の
命
令
に
よ
る
場
合
や
同
意
判
決
に
よ
る
場
合
と
は
異
な
る
、
地
方
自
治
体
に
よ
る
自
発
的
な
場
合
と
の
間
に
存
在
す
る
相

違
に
つ
い
て
明
確
な
区
別
を
し
て
い
な
い
点
に
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

　
地
方
自
治
体
に
よ
る
自
発
的
な
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
を
き
び
し
く
制
限
す
る
と
い
う
最
高
裁
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
の
萌

芽
が
、
ク
ロ
ソ
ソ
判
決
以
前
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
ワ
イ
ガ
ン
ト
判
決
の
中
で
は
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・

ア
ク
シ
ョ
ソ
の
正
当
化
の
理
由
が
過
去
の
差
別
の
効
果
の
排
除
に
求
め
ら
れ
て
い
る
．
し
か
し
、
ク
ロ
ソ
ン
判
決
に
お
い
て
は
、
ワ
イ
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

ソ
ト
判
決
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
厳
格
な
審
査
基
準
の
適
用
に
あ
た
っ
て
の
柔
軟
な
判
断
は
み
ら
れ
ず
、
か
つ
ワ
イ
ガ
ソ
ト
事
件
に
お
け
る

教
育
委
員
会
と
異
な
り
、
民
主
的
な
基
盤
を
持
つ
市
議
会
に
よ
る
．
公
聴
会
等
の
手
続
を
経
て
作
成
さ
れ
た
自
発
的
な
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ

ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
計
画
が
、
手
段
の
審
査
に
は
い
る
前
に
違
憲
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
は
、
ワ
イ
ガ
ン
ト
判
決
と
は
、
異
な
る
重
み
を
持
つ

　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
い
わ
ゆ
る
司
法
消
極
主
義
の
立
場
か
ら
、
政
治
部
門
の
判
断
に
対
し
て
、

い
た
ず
ら
な
干
渉
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
き
た
最
高
裁
の
保
守
派
に
属
す
る
と
さ
れ
る
裁
判
官
が
、
歴
史
的
に
は
社
会
的
差
別
が

存
在
す
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
政
治
部
門
に
よ
る
政
策
の
範
囲
を
限
定
す
る
と
い
う
自
己
矛
盾
を
お
か
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の

　
（
2
9
）

で
あ
る
．

　
こ
の
よ
う
な
最
高
裁
の
判
断
を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
は
、
大
き
く
二
つ
の
点
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
第
一
点
と
し
て
は
、
黒
人
を
め
ぐ

る
状
況
が
、
一
九
六
〇
年
代
の
公
民
権
運
動
当
時
と
は
、
大
ぎ
く
変
化
し
、
今
日
で
は
、
黒
人
の
社
会
的
地
位
は
上
昇
し
、
差
別
も
な
く

な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
認
識
の
存
在
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
認
識
に
対
し
て
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
問
題
点
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を
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。

　
第
一
点
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
が
、
か
つ
て
の
公
民
権
運
動
が
目
指
し
た
カ
ラ
ー
・
ブ
ラ
イ
ン
ド
社
会
が
す
で
に
出
現
し
つ
つ
あ
る
と

い
う
疑
わ
し
い
理
解
の
上
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
現
代
に
お
け
る
黒
人
差
別
は
か
つ
て
の
よ
う
に
赤

裸
々
な
形
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
た
と
い
え
る
。
現
在
で
は
、
職
業
や
所
得
の
地
位
を
説
明
す
る
要
因
と
し
て
は
、
人
種
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

も
貧
富
や
教
育
の
程
度
と
い
っ
た
も
の
の
方
が
、
よ
り
良
く
説
明
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
差

別
が
も
は
や
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
現
在
に
お
い
て
も
黒
人
に
対
す
る
差
別
が
組
織
的
か
つ
微
妙
な
形
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

さ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
は
、
な
お
必
要
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
カ
ラ
ー
・
ブ
ラ
イ
ン
ド
社
会
が
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

も
、
そ
れ
は
「
人
種
を
考
慮
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
の
で
は
な
く
、
あ
る
一
定
の
や
り
方
で
考
慮
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
」
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
最
高
裁
の
態
度
を
現
実
に
規
定
し
て
い
る
よ
り
重
要
な
第
二
の
点
は
、
多
く
の
地
方
自
治
体
が
黒
人
の
首
長
を
有
し
、
ま
た
議
員
の
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

数
派
が
黒
人
で
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
近
年
の
政
治
的
状
況
を
考
慮
し
た
場
合
、
人
種
を
政
治
に
お
け

る
要
素
と
す
べ
き
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
地
方
自
治
体
に
よ
る
自
発
的
な
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
も
こ
の
よ
う
な
場
合
に

は
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
主
張
は
、
一
定
の
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
見
方
に
対
し
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
一
に
、
こ
の
見
解
が
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
意
味
を
単
に
数
的
な
多
寡
か
ら
の
み
判
断
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
歴
史
的
な
文
脈
と
の
関
連
で
理
解
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
無
視
す
る
の
が
妥
当
か

と
い
う
点
か
ら
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
よ
り
重
要
な
点
と
し
て
．
こ
の
見
解
の
下
で
は
現
代
に
お
け
る
政
治
過
程
の
性
質
が
適
切
に
と
ら
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
問
題
点
を
指
摘
で
き
る
。
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
見
解
の
背
景
に
は
、
現
在
に
お
い
て
は
、
地
方
自
治
体
の
多
く
は
そ
の
首
長
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や
議
会
の
多
数
派
が
黒
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
く
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
前
提
に
す
れ
ば
、
具
体
的
な
政
治
過

程
の
態
様
に
よ
っ
て
は
、
白
人
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
、
黒
人
に
よ
っ
て
権
利
利
益
を
侵
害
さ
れ
る
恐
れ
が
生
じ
て
お
り
、
し
た
が
っ

て
、
す
べ
て
の
人
種
に
基
づ
く
分
類
に
、
同
一
の
厳
格
な
審
査
基
準
を
適
用
す
る
こ
と
が
是
認
さ
れ
、
具
体
的
な
状
況
に
よ
っ
て
は
、
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
白
人
の
権
利
利
益
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
司
法
に
よ
る
地
方
自
治
体
の
政
治
過
程
へ
の
介
入
が
許
さ
れ
る
と
い
う

考
え
方
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
基
本
的
な
視
点
に
対
し
て
は
、
強
い
反
対
論
が
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
フ
ィ
ス
は
、

最
近
の
州
や
地
方
自
治
体
で
の
首
長
や
議
員
と
い
っ
た
段
階
で
は
、
数
の
上
で
黒
人
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
政

治
機
関
外
の
機
関
で
あ
る
銀
行
．
工
場
．
そ
し
て
警
察
な
ど
が
白
人
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
．
フ
ォ
ー
マ
ル
な
政
治
過
程
の
権
力
を
き
び
し

く
制
限
し
て
い
る
こ
と
や
、
連
邦
議
会
、
大
統
領
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
政
治
権
力
の
重
要
な
焦
点
と
な
っ
て
き
た
、
全
国
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

な
レ
ベ
ル
で
の
政
治
機
関
が
白
人
に
よ
っ
て
な
お
優
位
を
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
を

重
視
す
る
な
ら
ば
、
黒
人
は
依
然
と
し
て
政
治
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
に
い
れ
ず
に
判
断
を

下
す
場
合
に
は
、
最
高
裁
は
、
こ
れ
ま
で
政
治
的
に
無
力
な
者
や
不
利
益
を
こ
う
む
っ
て
い
る
グ
ル
㌧
フ
の
擁
護
者
と
し
て
長
年
に
わ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

っ
て
確
立
し
て
き
た
役
割
を
放
棄
し
て
い
る
と
非
難
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
対
す
る
反
論
と
し
て
、
デ
イ
ズ
の
考
え
方
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
デ
イ
ズ
は
、
現
在
行
わ
れ
て

い
る
取
り
置
き
制
は
、
と
り
あ
え
ず
何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
な
さ
れ
た
た
め
に
そ
の
拙
速
さ
が
目
だ
ち
、
適
切
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

計
画
さ
れ
履
行
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
ず
、
現
状
の
ま
ま
で
は
長
期
的
な
観
点
か
ら
み
た
場
合
に
は
成
功
し
が
た
い
と
す
る
．
デ
イ
ズ
に

よ
れ
ば
、
成
功
の
た
め
の
条
件
は
、
救
済
さ
れ
る
べ
ぎ
差
別
の
性
質
と
差
別
行
為
の
存
在
を
立
証
す
る
証
拠
の
具
体
的
内
容
と
い
う
間
題

を
正
面
か
ら
考
慮
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
際
に
裁
判
所
は
、
取
り
置
ぎ
制
に
関
し
て
、
計
画
を
実
施
す
る
機
関
の
能
力
や
権
限
、
差
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

行
為
の
存
在
の
認
定
、
手
段
の
妥
当
性
の
三
点
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
デ
イ
ズ
の
考
え
方
は
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
考
え
方
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
実
際
そ
の
意
見
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
み
ら
れ

（
3
8
）る

が
、
た
だ
、
そ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
デ
イ
ズ
が
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
と
は
異
な
り
、
連
邦
議
会
と
州
な
ど
そ
の
他

の
立
法
機
関
と
の
間
に
質
的
な
区
別
を
せ
ず
、
人
種
差
別
の
除
去
の
役
割
を
連
邦
議
会
よ
り
も
．
む
し
ろ
現
実
に
人
種
差
別
の
具
体
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

効
果
を
確
認
し
そ
れ
に
応
じ
た
対
策
を
と
れ
る
と
い
う
点
で
、
州
や
地
方
自
治
体
に
よ
り
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
デ
イ
ズ
の
見
解
は
、
カ
ラ
ー
・
ブ
ラ
イ
ン
ド
憲
法
と
い
う
も
の
が
裁
判
所
が
擁
護
す
べ
き
恒
久
的
な
重
要
性
を
持
つ
諸
価
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
40
）

（
轟
一
岳
¢
。
ご
①
§
導
Φ
暮
甜
且
曽
導
8
）
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
の
立
場
に
比
べ
、
よ
り
一
貫
し
た
も
の
と
い
え
よ

う
。　

も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
前
述
し
た
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
の
よ
う
に
、
州
と
連
邦
政
府
に
よ
る
人
種
に
基
づ
く
分
類
の
使
用
の
広

狭
を
区
別
す
る
理
由
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
人
種
的
差
別
は
、
か
つ
て
と
同
様
に
、
連
邦
段
階
よ
り
も
州
や
地
方
自
治

体
の
段
階
に
お
い
て
現
在
で
も
多
く
み
ら
れ
る
の
が
現
実
で
あ
り
、
政
治
的
派
閥
に
よ
る
抑
圧
の
危
険
性
は
、
大
き
な
政
治
的
社
会
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
41
）

い
て
よ
り
も
、
小
さ
な
政
治
的
社
会
に
お
い
て
増
大
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
連
邦
議
会
の
場
合
に
比
べ
、
州
や
地
方
自
治
体

の
場
合
に
は
、
よ
り
強
い
裁
判
所
の
姿
勢
が
是
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
存
在
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
42
）

　
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
の
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
（
』
竃
弩
零
づ
）
の
政
治
思
想
に
関
す
る
最
近
の
理
解
に
基
づ
い
て
、
同
じ
議

会
に
よ
る
自
発
的
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
の
場
合
で
も
、
連
邦
政
府
と
州
な
ど
の
場
合
を
分
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

か
な
り
の
説
得
力
を
有
す
る
。
し
か
し
、
マ
デ
ィ
ソ
ソ
の
目
的
は
す
べ
て
の
政
治
過
程
に
お
け
る
公
共
善
を
め
ぐ
る
熟
慮
と
対
話
の
要
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

を
重
視
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
意
味
で
は
、
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
の
考
え
方
の
み
で
、
連
邦
議
会
と
そ
の
他
の
立
法

機
関
を
区
別
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
、
連
邦
議
会
と
そ
の
他
の
立
法
機
関
を
取
り
置
き
制
と
の
関
係
に
お
い
て
、
カ
ラ
ー
・
ブ
ラ
イ
ソ
ド
憲
法
と
い
う
恒
久
的
な
重
要

性
を
持
つ
価
値
の
擁
護
と
の
関
連
で
同
様
に
扱
う
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
そ
こ
か
ら
一
義
的
な
立
場
を
導
き
出
す
わ
け
で
は
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な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
カ
ラ
ー
・
ブ
ラ
イ
ン
ド
社
会
の
実
現
を
一
つ
の
目
的
と
考
え
る
な
ら
ば
．
そ
こ
で
は

　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

デ
イ
ズ
の
述
べ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
統
治
機
関
に
人
種
差
別
の
排
除
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
カ
ラ
ー
・
ブ
ラ
イ
ソ
ド
憲
法
そ
の
も
の
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
で
は
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

に
関
す
る
政
府
の
役
割
は
か
な
り
限
定
的
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
平
等
な
機
会
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
手
続
が
規
則
正

し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
そ
し
て
個
人
が
公
平
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
諸
点
に
対
し
て
注
意
深
く
関
心
を
払

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
45
）

う
こ
と
に
そ
の
役
割
は
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
の
司
法
の
役
割
も
、
連
邦
議
会
を
含
め
て
議
会
の
ア
フ
ァ
ー

マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
に
関
す
る
活
動
を
抑
制
す
る
よ
う
に
働
く
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
本
稿
で
取
り
上
げ
て
き
た
ク
ロ
ソ
ン
判
決
は
、
い
ま
述
べ
た
よ
う
な
議
会
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
政
策
に
対
す
る
最
高

裁
の
限
定
的
な
役
割
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ク
冒
ソ
ン
判
決
は
、
州
や
地
方
自
治
体
ば
か
り
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

連
邦
政
府
に
よ
る
自
発
的
な
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
計
画
策
定
、
実
施
の
能
力
さ
え
脅
か
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ク
ロ
ソ
ン
判
決
は
、
完
全
な
多
数
意
見
で
は
な
く
、
そ
の
意
味
で
一
定
の
制
限
付
き
で
は
あ
る
が
、
つ
ぎ
の
二
点
は
い
ま
述

べ
た
よ
う
な
理
解
を
支
持
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
点
は
、
オ
コ
ー
ナ
ー
判
決
に
一
貫
し
て
同
調
し
た
レ
イ
ン
ク
イ
ス
ト
長
官

が
、
か
つ
て
フ
リ
ラ
ブ
判
決
の
中
に
お
い
て
．
連
邦
政
府
を
含
め
て
す
ぺ
て
の
政
府
に
お
け
る
立
法
機
関
は
、
衡
平
法
の
権
限
を
持
っ
た

裁
判
所
と
異
な
り
、
憲
法
上
許
容
さ
れ
る
人
種
を
意
識
し
た
救
済
を
形
成
す
る
た
め
に
必
要
な
客
観
性
と
柔
軟
性
を
欠
い
た
機
関
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
47
）

と
い
う
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
裁
判
官
の
反
対
意
見
に
同
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
点
は
、
最
高
裁
が
ワ
ー
ズ
・
コ
ー
ブ
対
ア
ト
ニ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

（
≦
舘
含
O
。
奉
‘
＞
ε
三
。
）
事
件
に
対
す
る
判
決
で
、
公
民
権
法
第
七
編
に
お
け
る
異
な
る
効
果
型
差
別
（
象
冨
影
審
ぎ
冨
9
ユ
ぎ
ユ
三
寧

（
49
）

ぎ
昌
）
の
原
告
側
の
立
証
責
任
を
重
く
し
、
こ
れ
ま
で
の
指
導
的
判
例
で
あ
っ
た
グ
リ
ッ
グ
ス
対
デ
ュ
ー
ク
・
パ
ワ
ー
会
社
（
毎
凝
鵯
ダ
U
爵
①

　
　
　
（
5
0
）

℃
暑
霞
O
ε
事
件
判
決
を
大
き
く
変
更
し
、
原
告
で
あ
る
被
用
者
が
違
法
な
差
別
行
為
を
立
証
す
る
こ
と
を
非
常
に
困
難
に
し
、
議
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

お
い
て
判
決
を
覆
す
た
め
の
公
民
権
法
改
正
の
動
き
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
議
会
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
政
策
を
抑
制
す
る
と
い
う
点
に
裁
判
所
の
役
割
を
見
い
だ
す
と
い
う
考
え
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

は
、
マ
ー
ベ
リ
ー
対
マ
デ
ィ
ソ
ン
（
匡
貫
言
員
‘
　
竃
毘
ぎ
昌
）
事
件
判
決
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
司
法
の
役
割
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
か
と

　
　
　
（
5
3
）

い
う
批
判
と
と
も
に
、
単
に
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
使
っ
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
代
表
を
増
大
さ
せ
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

種
的
均
衡
を
人
工
的
に
作
り
上
げ
よ
う
と
す
る
こ
と
の
み
を
狙
い
と
す
る
社
会
工
学
（
の
鼠
巴
国
長
ヨ
霞
一
凝
）
と
は
異
な
る
、
将
来
に
お
け

る
人
種
的
統
合
を
促
進
す
る
と
い
う
将
来
志
向
的
な
理
由
に
基
づ
く
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
政
策
を
議
会
が
と
る
こ
と
を
も

制
限
す
る
点
で
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
少
な
く
と
も
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
こ
と
か
ら
は
、
現
在
の
最
高
裁
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
司
法
消
極
主
義
を
標
ぽ
う
す
る
裁
判
官
で
多
数

派
が
構
成
さ
れ
な
が
ら
、
皮
肉
に
も
著
し
く
司
法
積
極
主
義
的
な
態
度
が
み
ら
れ
る
と
評
せ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
（
1
）
　
フ
ァ
ロ
ン
ら
は
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
と
い
う
言
葉
に
代
え
て
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
な
差
別
（
費
臣
り
目
騨
菖
＜
Φ
島
零
ユ
ヨ
ぎ
毘
8
）

　
　
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
。
フ
ァ
ロ
ン
ら
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
や
割
当
制
（
馨
o
冨
。
）
と
い
う
言
葉
は
、
も
は
や
そ

　
　
れ
自
体
が
否
定
的
な
評
価
を
と
も
な
っ
て
お
り
、
中
立
的
な
意
味
で
は
用
い
に
く
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
閃
毘
8
即
≦
亀
9

　
　
肉
キ
愚
喚
ミ
ミ
。
。
鉾
o
o
§
婁
9
ミ
§
識
言
ミ
＆
器
呈
勘
§
§
～
器
誉
“
一
〇
黛
ω
舅
O
日
菊
塁
一
、
O
旨
G
。
昏
一
ρ
な
お
．
人
種
差
別
に
関
す
る

　
　
最
高
裁
判
例
を
、
被
害
者
的
観
点
と
加
害
者
的
観
点
と
の
相
克
と
い
う
視
点
を
も
と
に
、
批
判
的
法
学
の
立
場
か
ら
分
析
し
た
も
の
と
し
て
、
宰
＄

　
　
g
即
鐸
卜
遷
ミ
§
§
ε
肉
§
＆
N
裳
。
。
ミ
帖
§
帖
蓉
§
さ
『
ミ
。
ε
ぴ
国
ミ
＆
帖
。
。
ミ
画
ミ
蓉
誉
§
い
R
§
』
q
試
§
匙
霜
ミ
帖
§
。
、
硫
§
§
§
恥
q
§
§

　
　
b
。
9
註
竃
。
8
竃
舅
罫
い
閃
宰
．
8
“
O
（
一
雪
o。
）
●
が
あ
る
。

　
（
2
）
　
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
三
つ
の
価
値
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
第
一
に
、
市
場
は
経
済
活
動
に
お
け
る
個
人
の
自
由
に
と
っ

　
　
て
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
自
由
な
交
換
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
市
場
は
、
最
も
生
産
的
な
形
で
、

　
　
人
々
に
仕
事
を
配
分
す
る
と
い
う
経
済
的
目
標
に
奉
仕
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
全
体
と
し
て
、
市
場
は
、
実
力
、
努
力
、
生
産
性
に
報

　
　
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
勾
鈴
一
8
馳
≦
亀
貫
。
。
§
奉
昌
o
審
ピ
暮
丼

　
（
3
）
h
8
辞
一
㌣
一
“
。

　
（
4
）
寅
9
一
〇。
∴
O
噂

　
（
5
）
　
ρ
田
舞
Q
ま
§
冨
§
亀
肺
ぎ
息
§
h
等
§
9
帖
§
q
ミ
霧
。
＆
℃
霞
ダ
や
℃
串
卜
罵
’
一
S
」
ミ
（
お
蕊
）
●
そ
し
て
、
フ
ィ
ス
は
、
こ
の
よ
う
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な
理
解
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
の
存
在
を
法
的
実
在
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ
を
前
提
と
し
た
平
等
保
護
条
項
に
関
す
る
理
論
を
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
す
る
の
で
あ
る
．
フ
ィ
ス
に
ょ
れ
ば
、
「
黒
人
は
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
み
な
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
自
己
自
身
を
グ
ル
ー
プ
と
し
て
み
て
い
る
。

彼
ら
の
ア
イ
デ
ソ
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
、
そ
の
大
部
分
が
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
構
成
員
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
彼
ら
の
社
会
的
地

位
は
グ
ル
ー
プ
の
地
位
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
活
動
の
多
く
は
、
制
度
面
で
も
個
人
面
で
も
こ
の
よ
う
な
見
解
に
基
礎
付
け

ら
れ
て
い
る
」
（
黒
置
o。
’
）
と
さ
れ
る
。

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
13
）

（
1
4
）

（
1
5
）

に
保
障
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

て
取
り
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
8
の

き
よ
う

パ　　ハ　　ハ　　パ　　パ　　ハ　　パ
22　21　20　19　18　17　16
）　　）　　）　　）　　）　　）　　）

㌧
鼻
魯
φ
一
恥
鉾

㎝
（
T
㎝
ド

O
一
●

菊
亀
3
一
量
噛
＆
ざ
＆
慧
壽
§
窮
Q
噛
§
博
笥
＆
ミ
。
。
％
噛
ぎ
富
窒
＆
。
、
山
壕
§
罫
8
網
き
蝉
ピ
」
．
8
㎝
い
8
0
（
一
〇
鍵
）
●

h“。騨“

一
〇
〇
一
。

一
〇
ω
ご
●
ω
，
㎝
鶏
（
一
〇〇
〇
①
）
■

即
串
8
一
駐
．
器
特
養
ぎ
審
P
辞
一
〇
〇
ω
。

〇
ω
l
O
斜
。

た
と
え
ぽ
、
ク
ロ
ソ
γ
判
決
の
中
で
も
、
オ
コ
ー
ナ
ー
裁
判
官
が
述
べ
た
、
修
正
一
四
条
の
平
等
保
護
条
項
は
、
憲
法
の
文
言
か
ら
み
て
個
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
市
民
が
ど
の
人
種
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
よ
う
と
も
、
市
民
の
個
人
の
権
利
は
、
平
等
な
尊
厳
と
敬
意
を
持
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
O
“
魯
認
一
）
と
い
う
点
を
も
と
に
、
そ
れ
を
個
人
的
正
義
モ
デ
ル
に
属
す
る
も
の
と
み
る
こ
と
も
で

国
毘
一
8
俸
妻
o
昌
Φ
ン
讐
博
馨
ぎ
酔
〇
一
噛
暮
嵩
1
一
〇〇。

h
界
”
一
鱒
Qo．

㌧ド

費
φ
ω
“
1
ω
8

“
ー
轟
9

癖
“
Q
o
q
・
oQ
・
轟
轟
Qo
．
暮
㎝
O
①
●

h
鮮
暮
田
？
F
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
は
、
も
う
一
つ
の
要
素
と
し
て
、
政
府
が
権
限
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

ω
9
≦
導
貫
『
ぎ
這
c
。
q
§
戚
這
。
。
関
』
黛
憎
§
§
き
魚
卜
9
焼
§
q
蕊
璃
き
．
く
。
ミ
ミ
ミ
“
慧
躰
ぎ
防
ぎ
慧
軋
ε
｝
o
。
O
冨
。
鼻
ダ
寄
＜
．
9
9

9
的
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（
一
〇
〇。
刈
y

ハ　　ハ　　パ　　ハ　　ハ
27　26　25　24　23
）　　）　　）　　）　　）

阪
本
昌
成
「
優
先
処
遇
と
平
等
原
則
－
審
査
基
準
と
実
体
的
価
値
ー
」
・
1
・
ス
ク
ー
ル
ニ
八
号
二
七
頁
、
三
六
頁
（
一
九
八
一
）
。

国
①
目
a
ざ
勺
ミ
。
。
§
駐
§
§
繕
黛
。
・
讐
器
警
卜
q
§
§
§
ご
『
§
』
軸
§
§
竃
卜
§
。
§
b
＆
ミ
魯
8
国
＞
窒
r
国
塁
一
器
8
一
ω
ω
刈
（
一
。
。。

。
）
・

↓
ぎ
頓
§
ま
§
q
。
ミ
貸
這
。
。
。
。
目
ミ
き
1
富
鼠
帖
ε
q
§
。
D
」
O
ω
＝
夷
～
ダ
切
宰
一
ω
8
舘
㎝
（
一
。
o。
O
）
・

こ
の
点
で
、
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
が
、
ワ
イ
ガ
ソ
ト
判
決
の
中
で
示
し
た
よ
う
な
、
レ
イ
オ
フ
と
い
う
手
段
と
雇
用
の
制
限
と
い
う
手
段
と
を
比

較
し
、
第
三
者
に
対
す
る
負
担
の
拡
散
の
程
度
を
重
視
す
る
と
い
う
よ
う
な
柔
軟
な
判
断
は
と
ら
れ
る
余
地
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ミ
。
q
。

　
ω
●
卜
o
①
8
暮
N
oo
ω
．

（
2
8
）
　
こ
の
点
に
関
し
て
、
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
は
、
立
法
機
関
が
、
一
般
的
に
広
範
な
規
模
の
差
別
に
関
す
る
認
定
に
関
し
て
裁
判
所
よ
り
も
能
力
的

　
に
優
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
裁
判
所
は
広
範
囲
に
及
ぶ
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
計
画
を
支
え
る
議
会
に
よ
る
認
定
に
対
し
て
敬
譲
的

　
な
態
度
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
乞
。
貫
『
ぎ
9
器
§
§
ざ
ミ
§
健
＆
卜
態
壕
§
9
§
。
ぎ
誉
§
き
㌧
§
§

国
§
喜
健
§
§
、
～
＆
§
蕊
b
艦
ミ
§
。
ミ
。
q
ミ
ミ
き
、
。
§
帖
§
ざ
尋
。
・
弩
鐘
ミ
。
b
o
＆
駐
堕
。
刈
＜
》
『
国
宰
一
器
9
旨
瞳
（
一
。
。。

一
）
・

（
2
9
）
　
硫
禽
ω
9
≦
畦
言
u
。
。
§
博
養
口
9
①
N
紳
辞
q
O
O
●

（
30
）
　
男
邑
9
陣
≦
＆
負
。
。
§
養
ぎ
ぎ
ド
暮
罵
こ
の
よ
う
な
点
で
、
大
塚
教
授
に
よ
り
、
一
九
七
〇
年
代
の
代
表
的
な
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・

　
ア
ク
シ
ョ
ソ
の
提
唱
者
で
あ
る
と
さ
れ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
パ
ー
β
（
ダ
℃
＆
。
）
の
よ
う
な
見
解
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
パ
ー

　
ロ
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
大
塚
秀
之
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
『
逆
差
別
』
論
争
に
関
す
る
一
考
察
」
神
戸
市
外
大
研
究
年
報
一
五
号
六
三
頁
、

　
六
五
i
七
五
頁
（
一
九
七
七
）
。

（
3
1
）
　
ω
ロ
田
轟
7
望
誘
。
、
b
詠
ミ
誉
ぎ
9
識
§
、
b
覇
い
目
ミ
§
．
。
。
』
噛
壕
§
ミ
ざ
。
卜
§
§
q
鵠
婁
一
〇
〇
国
夷
‘
U
●
国
国
‘
刈
o
。
曽
8
（
一
〇
〇。
O
y

（
32
）
　
武
田
万
里
子
「
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
に
お
け
る
男
女
平
等
と
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
』
早
大
法
研
論
集
一
六
三
頁
、
一
七
六
頁
（
一

九
八
八
）
。

（
3
3
）

（
鍛
）

（
3
5
）

（
36
）

（
37
）

U
騨
嘱
¢
｝
肉
蔑
ミ
o
ミ
・
8
嘱
＞
旨
●
ゼ
」
●

問
ゆ
聲
寒
鴇
蓉
口
9
Φ
μ
暮
一
認
占
ω
●

卜
恥
＆
ぎ
喚
Ω
禽
畢
器
噛
養
ぎ
“
Φ
卜
o
q
・

U
騨
網
皿
℃
。
。
§
憾
養
β
9
Φ
ω
ρ
9
ホ
①
●

』
9
暮
麻
刈
co●

翫
ω
℃
ミ
O
I
oo
O
（
一
〇
〇〇
刈
）
●

や
φ
邸
笛
O
ー
ト
⊃
S
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（
器
）
　
一
8
砕
O
“
8
9
暮
譲
9

（
39
）
　
U
昌
幹
撃
ミ
R
口
9
Φ
ω
ω
・
暮
亀
oo。

（
4
0
）
　
誉
。
無
ミ
O
●

（
4
1
）
　
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
は
、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
の
プ
ラ
ソ
も
、
市
の
支
配
的
な
政
治
的
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
同
時
に
市
の
支
配
的
な
人
種
的
グ
ル
星
プ

が
自
ら
不
当
な
利
益
を
自
己
に
付
与
し
よ
う
と
し
た
一
例
で
あ
る
と
す
る
。
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8
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介
「
公
共
的
価
値
と
司
法
審
査
」
法
学
研
究
六
二
巻
六
号
一
七
頁
、
二
六
ー
二
九
頁
（
一
九
八
九
）
参
照
の
こ

　
と
。

ハ　　ハ　　パ　　ハ　　パ　　パ　　パ
49　48　47　46　45　44　43
）　　）　　）　　）　　）　　）　　）

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、

　
照
の
こ
と
。

（
5
0
）
　
戯
O
一
q
●
ψ
ω
漣
（
一
S
O
）
●

（
51
）
　
乞
●
イ
目
目
聲
』
．
暮
。
曽
」
O
O
ρ
暮
ピ
8
一
●
9
ワ
！
ズ
・
コ
ー
ブ
判
決
は
、
い
わ
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の
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が
、
技
術
的
な

問
題
の
解
決
次
第
に
よ
っ
て
公
民
権
法
第
七
編
の
雇
用
差
別
の
撤
廃
と
い
う
立
法
目
的
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
影
響
は
大

き
い
と
い
え
よ
う
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田
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介
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民
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、
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①
暮
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8
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目
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暮
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る
と
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る
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村
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§
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五
　
結
語
に
代
え
て

最近のアファーマティヴ・アクションをめぐる憲法間題

　
本
稿
で
は
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
に
関
す
る
最
高
裁
の
最
近
の
判
例
で
あ
る
ク
ロ
ソ
ソ
判
決
を
取
り
上
げ
、
ア
フ
ァ
ー

マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
問
題
点
と
、
さ
ら
に
そ
の
背
後
に
存
在
す
る
、
こ
れ
ま
で
最
高
裁
の
各
裁
判
官
の
間
に
存
在
す
る
基

本
的
な
問
題
点
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
き
た
。

　
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
当
事
者
双
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
勝
利
を
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
と
い

わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
最
高
裁
が
こ
れ
ま
で
の
判
決
に
お
い
て
い
ず
れ
の
側
に
も
決
定
的
な
勝
利
あ
る
い
は
敗
北
を
与
え
な
い
と
い
う
姿
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

を
示
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
ク
・
ソ
ソ
判
決
に
つ
い
て
も
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
対
す
る
審
査
基
準
に
つ
い
て
、
多

数
派
が
最
高
裁
の
内
部
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
共
同
声
明
に
参
加
し
た
憲
法
学
者
と
フ
リ
ー
ド
の
論

争
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
な
お
依
然
と
し
て
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
憲
法
上
の
位
置
づ
け
は
完
全
に
明
瞭
で
は
な
い
と

　
　
（
2
）

い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
ク
・
ソ
ン
判
決
が
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
に
関
す
る
平
等
保
護
条
項
の
下
で
の
司
法
審
査
の
基
準
と
し
て
．

厳
格
な
審
査
基
準
の
適
用
を
明
ら
か
に
し
た
意
味
は
重
要
で
あ
り
、
実
際
に
も
す
で
に
い
く
つ
か
の
連
邦
下
級
審
や
州
の
裁
判
所
の
判
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
点
で
、
ク
・
ソ
ン
判
決
は
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
を
今
後
か
な
り
制
限
す
る

よ
う
に
働
く
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
こ
で
い
わ
れ
る
厳
格
な
審
査
基
準
の
内
容
を
は
じ
め
と
し
て
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ

ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
代
表
的
な
論
点
と
さ
れ
る
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
正
当
化
理
由
と
な
り
う
る
差
別
の
程
度
、
立

証
方
法
な
ど
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
具
体
的
様
相
は
、
い
ま
な
お
完
全
に
明
瞭
で
は
な
く
、
そ
の
最
終
的
な
決
着
に
は
依
然
と

し
て
到
達
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
む
し
ろ
、
ク
・
ソ
ン
判
決
で
注
目
さ
れ
る
べ
き
点
は
、
こ
れ
ま
で
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
論
争
を
そ
の
根
底
に
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お
い
て
規
定
し
て
き
た
基
本
的
対
立
点
に
関
し
て
、
新
た
な
展
開
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
、
ア
フ
ァ

ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
見
解
の
対
立
に
つ
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ
的
正
義
モ
デ
ル
と
個
人
的
正
義
モ
デ
ル
と
い
う
よ
う
な
極

論
的
な
理
解
か
ら
、
具
体
的
現
実
的
な
状
況
認
識
を
基
に
し
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
に
対
す
る
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
対
応

と
そ
れ
に
対
す
る
反
発
と
い
っ
た
構
図
が
み
ら
れ
た
が
、
ク
ロ
ソ
ソ
判
決
を
契
機
と
し
て
公
的
な
機
関
に
よ
る
自
発
的
な
ア
フ
ァ
ー
マ
テ

ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
対
す
る
司
法
の
役
割
と
い
う
点
に
関
す
る
新
た
な
対
立
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。

　
と
く
に
、
ク
ロ
ソ
ソ
判
決
を
契
機
と
し
て
登
場
し
て
き
た
こ
の
新
た
な
対
立
点
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
裁
判
所
に
よ
る
救
済
の
是
非
、

あ
る
い
は
同
意
判
決
に
関
す
る
裁
判
所
の
関
与
の
程
度
を
め
ぐ
る
問
題
と
い
う
よ
り
は
、
民
主
的
な
基
盤
を
持
つ
議
会
に
よ
る
自
発
的
な

ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
y
の
策
定
、
実
施
と
い
う
、
立
法
機
関
の
役
割
と
司
法
の
役
割
と
の
関
係
と
い
う
憲
法
上
重
要
な
問
題

点
を
提
起
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
ク
ロ
ソ
ソ
判
決
は
、
公
聴
会
等
を
経
て
リ
ッ
チ
モ
ソ
ド
市
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
条
例
に
よ
る
自
発
的
な
ア
フ
ァ
ー
マ
テ

ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
政
治
機
関
に
よ
っ
て
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
計
画
が
作
成
さ
れ

て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
最
高
裁
と
し
て
も
そ
の
よ
う
な
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
の
合
憲
性
の
判
断
に
関
し
て
、
よ
り
基
本

的
な
ア
メ
リ
カ
の
立
憲
政
治
に
関
わ
る
原
則
と
ど
の
よ
う
に
調
和
さ
せ
る
の
か
と
い
う
視
点
が
す
え
ら
れ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
と
く
に
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
が
政
治
過
程
へ
の
参
加
の
問
題
や
資
源
の
再
配
分
と
結
果
の
平
等
と
の
関
連
の
問
題
な

ど
現
代
の
立
憲
国
家
の
抱
え
る
問
題
点
を
鮮
明
に
描
き
出
し
て
い
る
点
で
、
こ
の
間
題
は
さ
ら
に
よ
り
大
き
な
広
が
り
を
持
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
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